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　深い青の輝点が三つ、ささやかな星座のように並んでいる。

　桐きりヶが谷や直すぐ葉はは右手の指を伸ばし、その光に触れてみた。

　フルダイブ型ＶＲ仮想現実マシン《ナーヴギア》の稼動状態を示すＬＥＤインジケータ。ヘッドギアの前縁部に設けられたそれらは、右から主電源、ネットワーク接続、大脳接続をモニターしている。左端の光点が赤に変われば──その時は、ギア使用者の脳が破は壊かいされたことを意味する。

　ギアの主ぬしは、オフホワイトに統一された病室の中央、広いジェルベッドの上で、醒さめない眠りについていた。いや、それは正確な表現ではない。実際には、彼の魂たましいは遥はるか異世界で日夜戦っているのだ。己おのれと、数千人の虜りよ囚しゆうプレイヤーの解放を賭かけて。

「お兄ちゃん……」

　直葉はそっと眠る兄・和かず人とに呼びかけた。

「もう二年も経たつんだね……。あたし、今度高校生になるんだよ……。早く帰ってこないと、どんどん追い越しちゃうよ……」

　ＬＥＤから指を下ろし、兄の頰ほおをなぞる。長い昏こん睡すいのあいだに肉が落ち、削そいだように薄うすいそのラインは、もともと中性的な印象のある和人の横顔に輪をかけて少女めいた陰いん翳えいを与えている。母親などは、冗談で《うちの眠り姫》と呼んでいるほどだ。

　細くなっているのは顔だけではない。全身が痛いた々いたしいほどに瘦やせ衰おとろえ、幼い頃から剣道で鍛きたえてきた直葉と比べると、体重は今や明らかに少ないだろう。このまま消えてなくなってしまうのではないか……。最近では、そんな恐怖にとらわれることもある。

　でも直葉は、一年前から病室で泣くのを可能なかぎり我が慢まんするようにしている。その頃、総務省の《ＳＡＯ事件対策チーム》のメンバーに教えてもらったのだ。黒くろ縁ぶち眼鏡の上に長めの前髪を垂らした役人は、どこか敬意らしきものの滲にじむ声で告げた。兄の、ゲーム内での《レベル》が全体のトップ数パーセントに位置すること──常に危険な最前線で戦せん闘とうを行う、数少ない攻略プレイヤーの一人であることを。

　きっと今も、兄は死と隣となり合わせの状況で戦っているのだろう。だから直葉がここで泣くわけにはいかない。それよりは手を握り、応援しようと思う。

「がんばって……。がんばって、お兄ちゃん」

　いつものように、和人の骨ばった右手を自分の両手で包み込み、懸けん命めいに念じていると、不意に背後から声をかけられた。

「あら、来てたの、直葉」

　慌あわてて振り返る。

「あ、お母さん……」

　立っていたのは、母親の翠みどりだった。この病室のスライドドアはリニア方式で、開閉音が恐ろしく静かなため聞き落としたらしい。

　翠は、右手に携たずさえたコスモスの束を手早くベッドサイドの花か瓶びんに生け、直すぐ葉はの隣となりの椅い子すに腰を降ろした。会社帰りなのだろうが、コットンシャツとスリムジーンズの上に革かわのブルゾンを羽は織おったラフな格好だ。化粧も薄うすく、髪を後ろで無造作に束ねたその容よう貌ぼうはとても来年不し惑じゆうの女性には見えない。コンピュータ系情報誌の編集者という仕事柄のせいもあるだろうが、本人にも当分歳とし相そう応おうに落ち着く気はないらしく、直葉にとっては母親というより姉のような存在と言っていい。

「母さんこそ、よく来られたね。校了前なんでしょ？」

　直葉が言うと、翠はニッと笑った。

「押し付けて抜け出してきたわ。いつもあんまり来られないけど、今日くらいはね」

「そうだね……。今日はお兄ちゃんの……誕生日だもんね」

　二人はしばし口をつぐみ、ベッドで眠る和かず人とを見つめた。カーテンを揺ゆらして夕焼け色の風が部屋に入り込み、コスモスの香りがかすかに漂ただよった。

「和人も……もう一六歳なんだね……」

　翠がぽつりと呟つぶやいた。

「……今でも、昨日の出来事みたいに思い出すわ。私と峰みね嵩たかさんが居間で映画見てたら、和人がいきなり後ろから『本当の両親のことを教えてほしい』って言い出した時のこと」

　ごく薄うすくルージュの引かれた唇くちびるに、懐かしむような淡あわい苦笑が浮かぶのを、直葉はじっと見つめた。

「あの時は、本当にびっくりした。和人はまだ十歳だったのよ。直葉が高校に上がるまで……、てことはまだ七年も秘密にしておくつもりが、この子ったら自分で住じゆう基きネットの抹まつ消しよう記録に気付いちゃって」

　その部分は初めて聞く話だったが、直葉は驚くより先に、母と同じく苦笑してしまった。

「まったくお兄ちゃんらしいね、それ」

「あんまり驚いたんで、シラを切りそこねてね。それが和人の作戦だったみたいで、峰嵩さんなんか、あとで『してやられた』って悔くやしがってたわ」

　あはは、と二人で声を出して笑ってから、眠る和人にしばし無言で見入る。

　兄である桐きりヶが谷や和人とは物心付く頃ころからずっと一いつ緒しよに暮らしてきたが、彼は正確には直葉の《従兄》ということになる。

　桐ヶ谷峰嵩・翠夫妻の実子である直葉に対して、和人は翠の姉、つまり直葉の伯お母ばにあたる人の子供なのだ。伯母夫妻はひとり子がまだ一歳にもならないうちに事故で他た界かいし、大おお怪け我がを負いつつも命を取り留めた和人を翠が引き取った。

　その事実を直葉が両親から教えられたのは、二年前の冬──和人が《ソードアート・オンライン》という名の仮想世界に囚とらわれてしばらくした頃ころだった。すでに事件に大きなショックを受けていた直すぐ葉ははひどく混乱し、翠みどりに向かって、なぜもっと早く教えてくれなかったのか、そしてなぜ今いま更さら教えたのかと当り散らした。

　二年が経たった今でも、心の奥底にはまだ、自分ひとりだけが何も知らなかったという疎そ外がい感かんがわだかまっている。しかし、この頃になってようやく、当時の両親の気持ちも理解できるようになってきた。

　直葉が高校に上がってから事実を伝えるという本来の予定を早めたのは、つまり和かず人とがまだ生きているうちに真実を全すべて教えよう、という両親の苦く渋じゆうの決断なのだ。ＳＡＯ事件では、発生直後の一ヶ月間に、二千人という凄すさまじい数の死者が出た。あの状況ならば、二人とも和人の死を否いや応おうなく覚悟せざるを得なかっただろう。全てが終わってしまった後に、せめて直葉が《知らなかったこと》を後悔しないように──と両親は考えたに違いない。

　衝しよう突とつする幾いくつもの感情を抱えたまま、直葉は頻ひん繁ぱんに和人の収容されたこの病室を訪れ、懸けん命めいに考え続けた。兄が実の兄でなかったことで、いったい何が失われるのか、と。

　やがて出た答えは、何も、だった。

　何も変わりはしない。損そこなわれるものなど一つもない。真実を知る前も、知った後も、自分は同じように和人の生存と帰き還かんのみを願っているのだから。

　以来二年、直葉の祈いのりは半分だけ届き続けている。

「…………ね、お母さん」

　和人の横顔を見つめたまま、直葉は小さく声を発した。

「なあに？」

「……お兄ちゃんが、中学に入った頃から、ずっとネットゲームばっかりするようになったのって……関係あると思う？」

　桐きりヶが谷や家の実子ではないことに、というひと言を省略した問いだったが、翠は即座に首を横に振ふった。

「いいえ、関係ないわよ。だってこの子、六歳の時にもう、私の部屋のジャンクパーツから自作マシン組み立てたのよ。むしろ、私のＰＣマニアの血が遺伝したんだわ。精神的に」

　くすっと微ほほ笑えみ、直葉は母親の腕を肘ひじでつついた。

「そう言えば、お母さんも子供の頃ころはすっごいゲーム好きだった、ってお祖ば母あちゃんに聞いたことある」

「そうよ、私は小学生でもうネットゲームしてましたからね。和人なんかメじゃないわ」

　もう一度二人で声を立てて笑ってから、翠は慈いつくしむ眼をじっとベッドに注そそいだ。

「……でも、私はどんなゲームでも、一度もトッププレイヤーにはなれなかった。根気と覚かく悟ごが足りなかったわ。そっちの血は、私じゃなくあんたと共通してるのよ。八年も剣道続けてるあんたと同じ血が流れてるから、和人は今もこうして生きてる。そのうち、ひょっこり帰ってくるわよ」

　ぽん、と直すぐ葉はの頭に手を置き、翠みどりは立ち上がった。

「じゃあ、私は先に帰ってるからね。あんたも、あんまり遅くならないうちにね」

「うん、わかった」

　直葉が頷うなずくと、翠はもう一度和人を見て、「誕生日おめでとう」と小さく言った。そして何度か素早く瞬まばたきしてから、身を返して足早に病室を出ていった。

　両手を制服のスカートの上に揃そろえ、直葉は大きく深呼吸すると、再び兄の頭を覆おおうヘッドギアのＬＥＤインジケータに見入った。

　ネット接続と大脳接続ステータスを表す青い星は、忙せわしなく明滅を繰くり返している。

　今、ネットワークの彼方かなたにあるＳＡＯサーバーと和人の意識は、ナーヴギアを介して無数の信号をやり取りしている。

　兄は今どこにいるのだろう。薄暗い迷宮を、地図片手に彷徨さまよっているのか。道具屋で品定め中か。それとも──恐ろしげなモンスター相手に、果か敢かんに剣を斬きり結んでいるのか。

　そっと両手を伸ばし、再び白く細い右手を包み込む。

　和人の現実の皮ひ膚ふ感覚は、全すべて延えん髄ずい部ぶでナーヴギアにキャンセルされてしまい、脳にまでは届かない。しかし、触れ合った肌はだを通して、励はげましはきっと届くはずだと直葉は信じる。

　なぜなら、直葉もまた感じるのだ。兄の──正確には従兄であるこの少年の魂たましいから発せられる、強きよう烈れつな熱を。絶対に生き残り、再び現実世界に帰き還かんしてみせるという断だん固こたる意思を。

　白いカーテンの向こうにたゆたう金色の光が、やがて深い朱しゆ色いろに、更さらに紫色に変わり、病室が薄うす闇やみに包まれる頃になっても、直葉はそこに留まり続けた。身じろぎもせず、兄のささやかな息づかいにいつまでも聞き入っていた。




　和人が目め覚ざめたという病院からの急報が届いたのは、それから一ヵ月後、二〇二四年十一月七日のことだった。










　　　１




　かたん、ことん。

　白木の揺り椅い子すが、ポーチの上で軽やかな音を立てる。

　糸杉の梢こずえを透すかして届く、晩秋の柔やわらかい日差し。遠くの湖を吹き渡ってくる微風。

　俺おれの胸に頰ほおをあててまどろむ彼女。穏おだやかな寝ね息いき。

　黄金色の静せい謐ひつに満たされた時間が、さらさらと流れていく。

　かたん、ことん。

　椅子を揺らしながら、俺は彼女の栗くり色いろの髪をそっと撫なでる。眠りながらも、彼女は唇くちびるにかすかな笑えみを浮かべる。

　前庭の芝生しばふで遊ぶ子リスの群れ。台所ではシチューの鍋なべがふつふつと煮にえている。森の奥の小さな家を中心としたこの優やさしい世界が、永遠に続けばいいのにと俺は願う。だがそれが叶かなわぬ願いであることを、俺はもう知っている。

　かたん、ことん。

　椅子の脚あしが鳴るたびに、時間の砂がひと粒ずつ滑すべり落ちていく。

　抗あらがうように、胸の上の彼女を強く引き寄せようとする。

　しかし、俺の両腕はむなしく空気だけを抱く。

　はっと眼を開ける。一いつ瞬しゆん前まで、確かに体を触れ合わせていた彼女の姿が、噓うそのように搔かき消えている。俺は体を起こし、あたりを見回す。

　まるで舞台仕掛けのように夕焼けの色がみるみる濃くなる。忍び寄る闇やみが、森を黒く染めていく。

　冷たさを増す風の中、俺は立ち上がり、彼女の名前を呼ぶ。

　答えはない。リスの群れが消え去った庭にも、背後の台所にも、彼女の姿はない。

　いつしか、家の周囲は完全な闇に覆おおわれている。紙かみ細ざい工くのように、小さな家の家具や壁が、ぱたぱたと倒れて消えていく。やがて暗闇の中に俺と揺り椅子だけが取り残される。誰だれも座すわっていないのに、椅子は変わらず揺れ続けている。

　かたん、ことん。

　かたん、ことん。

　俺は眼をつぶり、耳を塞ふさぎ、全身の力を振ふり絞しぼって彼女の名前を叫ぶ。




　その声はあまりに生々しく響ひびいたので、眼を醒さましたあとも、それが夢の中だけのことなのか、それとも実際に叫んでしまったのか解わからなかった。

　ベッドの上に横たわったまま、俺は今しがた見ていた夢の開始点へと戻ろうとしばらく眼を閉じ続けたが、やがて諦あきらめて薄うすく瞼まぶたを開けた。

　病院の真っ白いパネルではなく、細い板材を貼はり合わせた壁が視界に映る。ベッドもジェル素材ではなく綿シーツを被かぶせたマットレスだし、腕には点てん滴てきのインジェクターもない。

　ここは俺おれ──桐きりヶが谷や和かず人との、現実世界に於おける自室だ。

　体を起こし、ぐるりと周囲を見回す。六畳の部屋は、今時珍めずらしい天然木のフローリング。家具はシンプルなパソコンデスクとウォールラック、俺が座すわっているパイプベッドの三つしかない。

　立て掛け式のウォールラック中段には、古ぼけた濃紺のヘッドギアが置かれている。

《ナーヴギア》という名のその装置は、俺を二年ものあいだ仮想世界へと縛しばり付けたフルダイブ型ＶＲインタフェースだ。長く苦しい戦いの末、俺はあのマシンから解放され、今こうして現実世界を見、触さわり、感じている。

　そう、俺は還かえってきたのだ。

　しかし、共に剣を振ふるい、心を通わせた彼女は……。

　ぎゅっと一度瞬まばたきし、ナーヴギアから視線を外そらすと、俺は立ち上がった。ベッドの向こうの壁に掛けられた鏡をちらりと見やる。埋め込まれたＥＬパネルが、俺の顔の上に日付と時刻を浮き上がらせている。

　二〇二五年一月十九日、日曜日。午前七時十五分。

　現実世界に戻ってきてもう二ヶ月が経たつが、未いまだに自分の姿に慣れることができない。かつて存在した剣士キリトと、今の俺・桐ヶ谷和人は基本的には同じ容姿を持っているはずだが、落ちた体重がまだ完全には戻らないのでＴシャツの下の骨ばった体がいかにも弱々しい。

　鏡の中の自分の頰ほおにふた筋の涙が光っているのに気付き、右手でそれを拭ぬぐい取った。

「俺、すっかり泣き虫になっちゃったよ……、アスナ」

　呟つぶやいて、部屋の南側にある大きな窓に歩み寄る。両手でカーテンを開け放つと、冬の朝の控ひかえ目な陽光が、部屋中を薄うすい黄色に染め上げた。




　　　　　＊＊＊




　桐ヶ谷直すぐ葉はは、ざくざくと小気味良い音を立てながら、庭先の霜しも柱ばしらを踏みしめて歩いた。

　先日降った雪はもうほとんど姿を消したが、一月中旬の朝の空気はまだまだ切れるように冷たい。

　薄く氷の張った池の縁ふちで立ち止まると、右手に握った竹刀しないをかたわらの黒松の幹みきに立て掛けた。眠気の残ざん滓しを体の中から追い出すように大きく深呼吸してから、両手を膝ひざについて、屈くつ伸しん運動を始める。

　まだ完全には目覚めていない全身の筋肉をゆっくりと解ほぐしていく。つま先、アキレス腱けん、ふくらはぎと、徐じよ々じよに血流が巡めぐり始めると同時に、ちくちくする感覚が生まれる。

　揃そろえた両手を真下に伸ばし、腰をぐっとかがめたところで──直すぐ葉ははぴたりと動きを止めた。池に身を乗り出した自分の姿が、今け朝さ張ったばかりの滑なめらかな氷に映うつっていた。

　眉まゆの上と、肩のラインでばっさりとカットされた髪は青味がかるほどの黒。同じく深い墨すみ色いろの眉はきりっと太く、その下の大きな、やや勝ち気そうな瞳ひとみとあいまって、どこか男の子めいた雰ふん囲い気きを氷の中の少女に与えている。身にまとっているのが古式ゆかしい白の道着に黒くろ袴ばかまとくれば尚なお更さらだ。

　──やっぱり……似てないよね、お兄ちゃんと……。

　最近よく浮かんでくる思考。洗面所や玄関の姿見で自分の顔を見るたびにそう思ってしまう。べつに自分の容姿が嫌きらいなわけではないし、そもそもあまり気にかけるほうではないのだが、兄・和かず人とがこの家に戻ってきたときから、つい頭の中で比べてしまうのだ。

　──考えても、仕方ないよ。

　強く頭を振って、直葉は屈くつ伸しんを再開した。

　ストレッチを終えると、黒松に立て掛けておいた竹刀しないを手に取る。長年使い込んで手のひらに馴な染じんだそれを絞しぼり込むように握り、背筋を伸ばしてぴたりと中段に構える。

　一いつ瞬しゆん、その姿勢のまま呼吸を整え──鋭するどい気勢と共に、振りかぶった竹刀を正面に撃うち出した。朝の空気を断ち割る唸うなりに驚いた雀すずめが数羽、頭上の梢こずえから飛び立った。




　桐きりヶが谷や家は、埼玉県南部のとある城下町の中でもことに昔の街並みを残した地域に建つ古い日本家屋だ。系図もそこそこ辿たどれるらしく、四年前に他界した直葉の祖父は、それは厳きびしい昔むかし気質かたぎの人物だった。

　長年警察に奉ほう職しよくし、若い頃ころは剣道で鳴らしたと聞く。一人息子、つまり直葉の父親にも同じ道に進むことを期待していたようだったが、父親は高校までは竹刀を握ったもののあっさりとアメリカの大学に留学し、そのまま外資系の証券会社に就職してしまった。日本支社に転属したのちに母・翠みどりと出会い結婚したが、その後も太平洋を行ったり来たりの生活が続いたため、祖父の情熱は直葉と一つ年上の和人に向けられることとなった。

　直葉と兄は小学校に上がると同時に近所の剣道場に通わされたのだが、コンピュータ系雑誌の編集者である母親の影響か兄は竹刀よりもキーボードを愛し、二年で道場を辞やめてしまった。だが兄のオマケで入門した直葉はどうしたことか剣道が性しように合い、祖父が亡なくなってからもずっと竹刀を握り続けた。

　直葉は今十五歳。去年、中学最後の大会では全国の上位まで進出し、春からは県内の有力高校への推すい薦せん入学が決まっている。

　だが──。

　昔は、自分の進む道に迷まよいはなかった。剣道は好きだったし、周囲の期待に応こたえることが何より嬉うれしかった。

　しかし、二年前。日本中を震しん撼かんさせたあの事件に兄が巻き込まれてから、直すぐ葉はの中に消えない揺ゆらぎが生まれたのだった。それは悔くい、と言ってもいい。直葉が七歳の時に兄が剣道をやめてから、二人の間に出で来きてしまった広く、深い溝みぞを埋うめようと努力しなかったことに対する悔いだ。

　竹刀しないを捨ててからの兄は、それまでの渇かわきを癒いやそうとするかのようにコンピュータを溺でき愛あいした。小学生にしてパーツからマシンを自作し、母親の手ほどきを受けながらプログラムを組んだ。直葉にとって、兄の話すことはまるで異国の言葉だった。

　もちろん、学校の授業でコンピュータの操作は習うし、直葉の自室にも小型のマシンが置かれてはいた。だが、それでする事はせいぜいメールのやりとりとウェブブラウジング程度で、兄の住む世界は直葉に理解できるものではなかった。特に、兄が没ぼつ頭とうしていたネットワークＲＰＧには大きな違和感を覚えた。自分を偽いつわる仮面をつけて、同じく仮面をかぶった相手と仲良く話すなんて自分にはとてもできないと思った。

　ずっと、ずっと幼い頃は、直葉と兄は友達もうらやむほど仲が良かったのだ。その兄が遠い世界に行ってしまった寂さびしさを埋うめるように、直葉は剣道に打ち込んだ。打ち込むほどに距きよ離りは広がり、日々の会話も減って、それがいつしか普通になった。

　しかし本心では、常つねに寂しさを感じていた。もっと話をしたかった。兄の世界を理解したかったし、自分の試合も見にきて欲ほしかったのだ。

　だが、その気持ちを言葉にする前に、あの事件が起こった。

　悪夢のタイトル、《ソードアート・オンライン》。日本全国で一万人の若者たちが意識を電子の牢ろう獄ごくに囚とらわれ、長い眠りについた。

　兄がさいたま市の大規模病院に収容されて、初めて見舞いに行った日。

　ベッドの上で、たくさんのコードに拘こう束そくされ、禍まが々まがしいヘッドギアを被かぶって昏こん睡すいする兄の姿を眼にした時、直葉は生まれてはじめてと言ってもいいほど号ごう泣きゆうした。兄の体にすがって、わんわん泣いた。

　もう、二度と言葉を交かわせないかもしれない。なぜもっと早く、兄との距離を埋めようと努力しなかったのか。それは、決して難しいことではなかったはず、自分にはそれができたはずなのだ。

　剣道を続ける意味、動機を真剣に考え始めたのはその頃だった。でも、どんなに迷っても答えは出なかった。兄と会えないまま直葉は十四歳、十五歳になり、周囲が勧すすめるまま推すい薦せんでの進学を決めたものの、このままの道を進みつづけていいのかどうかという気持ちの揺らぎが消えることはなかった。

　兄が帰ってきたら、今度こそいっぱい話をしよう。悩みも、迷いも全部打ち明けて、相談に乗ってもらおう。直葉はそう決意し、そして二ヶ月前、奇き跡せきが起きた。兄が自らの力で呪じゆ縛ばくを打ち破り、帰き還かんしたのだ。

　──なのに、その時には、兄と自分の関係は大きく変わってしまっていた。母親・翠みどりの口から、和かず人とは直すぐ葉はの実の兄ではなく、正確には従兄であるという事実を知らされたからだ。

　父親の峰みね嵩たかは一人っ子だし、翠のただ一人の姉も若くして他界していたため、いままで直葉にはいとこという存在はいなかった。だから、突然実は和人が母親の姉の子なのだと言われても、具体的な距きよ離り感かんが解わからない。果はてしなく遠くなってしまったような気もするし、それほど変わらないという気もする。和人との関係を、自分でもまだ言葉にできないのだ。

　……ううん。たった一つだけ、変わったことがある……。

　胸の奥でぽつりと呟つぶやいてから、直葉は、思考の流れを断ち切るようにひときわ鋭するどく竹刀しないを打ち下ろした。その先を考えるのが怖くて、意識を肉体にのみ向け、ただひたすらに素す振ぶりを続ける。

　規定の回数を終えた時には、朝日の角度がかなり変わっていた。額ひたいの汗を拭ぬぐいながら、竹刀を下ろし、くるりと振り向いて──

「あ……」

　家に眼をやった途端、直葉はぴたりと立ち止まった。

　いつのまにか、スウェット姿の和人が縁側に腰掛け、こちらを見ていた。眼が合うとニッと笑い、口を開く。

「おはよう」

　言うと同時に、右手に持ったミネラルウォーターのミニボトルをひょいと放ってきた。左手で受け止め、直葉も言う。

「お、おはよ。……やだなぁ、見てたなら声かけてよ」

「いやあ、あんまり一いつ生しよう懸けん命めいやってるからさ」

「そんなことないよ。もう習慣になっちゃってるから……」

　この二ヶ月で、これくらいの会話なら自然にできるようになったことを秘ひそかに嬉うれしく思いつつ、和人の右みぎ隣どなりに微び妙みような距離を開けて座すわる。竹刀を立てかけてボトルのキャップを捻ひねり、口を付けると、よく冷えた水が火ほ照てった体に心地よく染み込んでいく。

「そっか、ずっと続けてるんだもんな……」

　和人は直葉の竹刀を握ると、座ったまま右手で軽く振った。すぐに首をかしげる。

「軽いな……」

「ええ？」

　直葉はボトルから口を離し、和人を見やった。

「それ真ま竹だけだから、けっこう重いよ。カーボンの奴やつと比べると五十グラムくらい違うよ」

「あ、うん。その……イメージというか……比較の問題というか……」

　和かず人とは直すぐ葉はのペットボトルをひょいと奪うばい取り、残っていた水を全部飲み干ほしてしまった。

「あ……」
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　思わず頰ほおが熱くなり、ごまかすように唇くちびるを尖とがらせて言う。

「な、何と比べてるのよ」

　それには答えず、空のボトルを縁えん側がわに置くと、和かず人とは立ち上がった。

「なあ、ちょっとやってみないか」

　直すぐ葉はは和人の顔を啞あ然ぜんとして見上げた。

「やるって……試合を？」

「おう」

　剣道には興味もなかったはずなのに、和人は当然とばかりに頷うなずく。

「ちゃんと防具つけて……？」

「うーん、寸すん止どめでもいいけど……直ス葉グに怪け我がさせちゃ悪いからな。じいさんの防具があるだろう、道場でやろうぜ」

「ほーお」

　なぜ今いま更さらこんなことを言い出すのかという途と惑まどいも忘れ、直葉は思わずニヤリとした。

「ずいぶんとブランクがあるんじゃございません？　全中ベストエイトのあたし相手に勝負になるのかなー？　それに……」

　表情を改あらため、

「体のほう、だいじょぶなの……？　無む茶ちやしないほうが……」

「ふふん、毎日ジムでリハビリしまくってる成果を見せてやるさ」

　にやっと笑うと、和かず人とはすたすたと家の裏手目指して歩き始めた。直すぐ葉はも慌あわてて後を追う。

　敷地が無む駄だに広い桐きりヶが谷や家は、母おも屋やの東側に小さいがちゃんとした道場を備えている。祖父の遺言で取り壊しはまかりならんということになっていたし、直葉も日々の稽けい古こに使っているので、手入れもそれなりに行き届いている。

　素足で道場に上がった二人は軽く一礼し、各おの々おのの支し度たくに取り掛かった。幸い、祖父の体格は今の和人とそれほど違わなかったようで、引っ張り出した防具は古いがサイズは合っているようだった。面の紐ひもを同時に結び終え、道場の中央で向き合う。再び、礼。

　蹲そん踞きよからすくっと立つと、愛用の竹刀しないをぴたりと中段に構える。対する和人は──

「そ、それなあに、お兄ちゃん」

　和人の構えを見た途と端たん、直葉は思わず吹き出してしまった。珍ちん妙みよう、としか言いようがない。左足を前に半身に構え、腰を落とし、右手に握った竹刀の先はほとんど床板に接するほどに下げられている。左手は、柄つかに添そえられているだけのようだ。

「審判がいたらむちゃくちゃ怒おこられるよそんなの～」

「いいんだよ、俺おれ流剣術だ」

　直葉はやれやれ、という心境で再び竹刀を構えなおした。和人は更さらに両足を大きく開き、重心を落とす。

　がら空きの面に一発入れてやろうと、蹴けり足に力を込めたところで、直葉はあれ、と思った。滅め茶ちや苦く茶ちやな和人の構えだが、なんだか妙にサマになっている。隙すきだらけのようで、不用意には打ち込めない気がする。まるで、あの型で長年稽古を積つんでいたかのような──。

　だが、そんな訳はない。和人が竹刀を握っていたのは七歳から八歳にかけての二年間だけで、その間は基礎の基礎しか学ばなかったはずだ。

　と、直葉の迷いを見透かしたように、突然和人が動いた。低い姿勢で滑るように移動しながら、右下段から竹刀が跳はね上がってくる。驚くほどのスピードではなかったが、一いつ瞬しゆんの虚きよをつかれて、反射的に直葉も動いていた。右開き足から、

「てぇぇっ!!」

　和人の左小手に竹刀を打ち下ろす。絶ぜつ妙みようのタイミング、だったはずだが──直葉の一いち撃げきは見事に空を切っていた。

　有り得ない避よけ方だった。和人が柄から左手を外し、体側に引き付けたのだ。そんなことができるものなのか。あっけに取られた直葉の面に向かって、右手一本に握られた和人の竹刀が飛んできた。首を捻ひねり、必死に避ける。

　体を入れ替え、再び距きよ離りを取って向き直ったときには、直葉の意識は完全に切り替わっていた。全身の血が沸わき上がるような心地よい緊張感。今度は直すぐ葉はから打って出る。得とく意い技わざの小こ手て面めん──。

　だが、今度も和かず人とはそれを綺き麗れいに躱かわしてみせた。腕を引き、体を捻ひねり、紙かみ一ひと重えのところで直葉の竹刀しないをやり過ごす。直葉は内心啞あ然ぜんとする。打だ突とつのスピードは部でも定評のある直葉ゆえ、こうも鮮あざやかに連続技を避けられたシーンはそうそう記憶にない。

　もう本気の本気モードで、直葉は猛もう然ぜんと打ちかかった。息もつかせぬ速さで次々と鋒ほう鋩ぼうを叩たたき込む。だが、和人は躱しに躱しまくる。面の奥の瞳ひとみの動きを見ると、直葉の竹刀の動きを完全に捉とらえているとしか思えない。

　業ごうを煮にやした直葉は、強引に鍔つば迫ぜり合いに持ち込んだ。足腰を鍛きたえ上げた直葉の圧力に、和人がぐらりとよろめく。そこを逃のがさず、気勢とともに必殺の引き面一発。

「めぇぇぇぇん!!」

　あっ、と思ったときは遅かった。手加減のない一いち撃げきが、真っ向正面から和人の面金に炸さく裂れつ。ばしーん!!　という甲かん高だかい音が、道場いっぱいに響ひびき渡った。




　和人は数歩ふらついたが、どうにか踏みとどまった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、お兄ちゃん!?」

　慌あわてて声をかけると、問題ない、というふうに軽く左手を上げる。

「……いやぁ、参まいった。スグは強いな、ヒースクリフなんか目じゃないぜ」

「……ほんとにだいじょぶ……？」

「おう。終わりにしよう」

　そう言った和人は数歩下がると、更さらに妙みような行動に出た。右手の竹刀をひゅひゅんと左右に払はらい、背中に持っていったのだ。直後に硬こう直ちよくし、右手でぽりぽりと面越しに頭を搔かく。直葉はいよいよ心配になった。

「あ、頭打ったんじゃ……」

「ち、ちがう!!　長年の習慣が……」

　和人は礼をしてどすんと座すわると、防具の紐ひもをほどきはじめた。

　連れ立って道場を出ると、二人は母おも屋やの裏の手洗い場でばしゃばしゃと顔に水をぶつけて汗を流した。ほんのお遊び程度のつもりが、途中から真しん剣けんになってしまって全身がぽかぽかと熱い。

「それにしても、びっくりしたよー。お兄ちゃんいつのまに練習してたのよ」

「うーむ、ステップはともかくアタックがな……。やっぱシステムアシストなしじゃソードスキルは再現できないよな……」

　また意味不明なことを呟つぶやく和人。

「でも、やっぱり楽しいな。またやってみようかな、剣道……」

「ホント!?　ほんとに!?」

　直すぐ葉はは思わず勢いづいてしまった。顔がぱっと綻ほころぶのが自分でも解わかる。

「スグ、教えてくれる？」

「も、もちろんだよ！　また一いつ緒しよにやろうよ！」

「もうちょっとキンニクが戻ったらな」

　和かず人とに頭をぐりぐりされて、直葉はにへーっと笑った。また一緒に練習できると思うだけで、涙が出そうなほど嬉うれしくなる。

「あのねーお兄ちゃん、あたしもねえ……」

　和人がなぜまた剣道に戻る気になったのかは解らないが、嬉うれしさの余り、直葉は自分の新しい趣しゆ味みのことを喋しやべりかけた。しかしすぐに思い直し、口をつぐむ。

「ん？」

「んんー、やっぱまだ内ない緒しよ！」

「なんなんだよ」

　大きなタオルで頭をごしごし拭ふきながら、二人は勝手口から家に入った。母親の翠みどりはいつも昼近くまで寝ているので、朝食の用意は直葉と、最近は和人も交互にやっている。

「あたしシャワー浴びてくるね。今日はどうするの？」

「あ……俺おれ、今日は……病院に……」

「……」

　何気なく口にした質問の答えを聞いて、直葉の浮き立った気分は少しだけ沈んだ。

「そっか。あの人のお見み舞まい、行くんだね」

「ああ……。それくらいしか俺にできることないしな……」




　あの世界で、和人には大事な人がいたのだ、という話は一ヶ月ほど前に本人から聞いた。和人の部屋で、並んで壁際に座すわり、コーヒーカップを抱かかえながら、ぽつりぽつりと話してくれた。以前の直葉なら、仮想世界で誰だれかを好きになるなどとても信じられなかっただろう。でも、今なら何となく解る気がする。それに──その人の話をしたとき、和人の瞳ひとみに滲にじんでいたかすかな涙──。

　最後の瞬しゆん間かんまで一緒だったんだ、と和人は言った。二人とも、一緒に現実に帰ってくるはずだったのだと。でも、和人の意識だけが戻り、その人は眠り続けたままだった。何が起きたのかは──あるいは何が起きているのかは、誰にも解明できなかった。和人は三日と空あけずにその人が眠る病院を訪れている。

　直葉は想像する。眠る想い人の前で、かつての自分のように手を握り、必死に心で呼びかける和人を。その姿を思い浮かべるたび、直葉はどうにも形容できない気分に襲われる。胸の奥がきゅんと痛く、呼吸が苦しくなる。両手で自分をぎゅっと抱え、その場に座り込んでしまいたくなる。

　和かず人とにはいつも笑っていてほしいと思う。あの世界から帰き還かんした後の和人は、以前の彼と比べて見み違ちがえるように明るくなった。直すぐ葉はともよく話してくれるし、びっくりするくらい優やさしいし、しかも無理をしている様子がない。まるで──ごく幼い頃ころの二人に戻れたような、そんな気さえする。だから、和人の涙を見ると、こんなに切せつなくなってしまうのだ。直葉は自分にそう言い聞かせる。

　──でも、あたしは、もう気づいてる……。

　和人があの人のことを思って瞳ひとみを伏せるとき、自分の胸に去きよ来らいする痛みの中に、もうひとつ、別の密ひそやかな気持ちがあることを。

　台所の入り口で、コップに注そそいだ牛乳をごくごく飲む和人を見つめながら、直葉は胸の中で囁ささやきかける。

　──ね、お兄ちゃん。もう、あたしも知ってるんだよ。

　兄妹、から従兄妹、になって、何がどう変わったのか直葉にはまだよく解わからない。

　でも、たった一つだけ変わったことがある。今まではまったく考えもしなかったけれど、胸の奥で、いつも確かに瞬またたき続けている小さな秘密。

　それは、もしかしたら、兄のことを好きになってもいいのかもしれない、ということ。




　　　　　＊＊＊




　俺おれはざっとシャワーを浴び、着替えると、ひと月ほど前に新調したマウンテンバイクにまたがって家を出た。南に向かってゆっくりと漕こぎ出す。目的地までは片道十五キロメートル、自転車で往復するには多少距きよ離りがあるが、リハビリ中の俺にはちょうどいい負荷だ。

　これから向かうのは埼玉県所沢市──その郊外に建つ最新鋭の総合病院。最上階の病室に、彼女が静かに眠っている。

　二ヶ月前、俺はＳＡＯの舞台である《浮遊城アインクラッド》の第七十五層に於いて、最終ボスたる《神聖剣》ヒースクリフを倒し、あのデスゲームをクリアした。その後に見知らぬ病室で覚かく醒せいし、俺は自分が現実世界に帰還したことを悟った。

　しかし、彼女──俺の攻略パートナーであり、誰だれよりも愛した人でもあった細剣使い、《閃せん光こう》アスナは還かえってこなかった。

　彼女の消しよう息そくを調べること自体はそれほど苦労しなかった。東京の病院で覚醒した直後、覚おぼ束つかない足で病室を彷徨さまよい出た俺はすぐに看護師に見付かって連れ戻され、その数十分後、スーツ姿の男がひとり息せき切って俺を訪たずねてきた。彼は《総務省ＳＡＯ事件対策本部》の人間だと名乗った。

　その大たい層そうな名前の組織は、ＳＡＯ事件勃ぼつ発ぱつ後すぐに結成されたらしいのだが、結局二年間ほとんど手出しは出で来きなかったのだそうだ。しかしそれもやむを得なかっただろう。下へ手たにサーバーにちょっかいを出して、事件の首しゆ謀ぼう者しやであるプログラマー・茅かや場ば晶あき彦ひこのプロテクトを解除しそこねれば、一万人の脳が一いつ斉せいに焼き切れるのだ。そんな責任は誰だれにも取れやしない。

　彼らに出来たのは、被害者の病院受け入れ態勢を整ととのえたことと──それだけで充分な偉い業ぎようであると言える──、ごくわずかなプレイヤーデータをモニターすることだけだった。

　それでも彼らには、俺おれのレベルと存在座標から、俺が《攻略組》の更さらに上位に位置するプレイヤーであることは判わかっていたらしい。それゆえ、去年の十一月に、囚とらわれていたＳＡＯプレイヤーたちが突とつ如じよとして覚かく醒せいしたとき、何があったのか問とい詰つめるために俺の病室を急きゆう襲しゆうしてきたわけだ。

　俺は、現れた黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの役人に条件を出した。知っていることは可能な限り話す。そのかわりに俺の知りたいことを教えろと。

　知りたいこと、それは無論アスナの居場所だった。数分間携帯であちこち電話をかけまくった挙あげ句く、眼鏡の男は、当とう惑わくを隠かくせない表情で俺に言った。

『結ゆう城き明あ日す奈なさんは、所沢の医療機関に収容されている。だが、彼女は、まだ覚醒していない……彼女だけじゃない、まだ全国で約三百人のプレイヤーが眼を覚さましていないらしい』




　サーバーの処理にともなうタイムラグと当初は思われた。しかし、何時間、何日待とうとも、アスナを含む三百人が目め覚ざめたという知らせはこなかった。

　行方不明の茅場晶彦の陰いん謀ぼうが継続しているのだと、世間では騒がれた。だが、俺にはそうは思えなかった。崩ほう壊かいする浮遊城アインクラッドを背景に、夕焼け色の世界でわずかな時間語り合った彼の透とう徹てつした視線を覚えていたからだ。

　彼は確かに言った。生き残った全プレイヤーを解放する、と。あの時の茅場に今いま更さら噓うそをつく必要があったとは思えない。彼は間違いなく、自らあの世界に幕を引き全すべてを消し去ったのだ、俺はそう信じている。

　しかし、不ふ慮りよの事故なのか、あるいは何者かの意志によってか、完全に初期化されるはずだったＳＡＯメインサーバーは、今もなお不ふ可か侵しんのブラックボックスとして稼か動どうし続けている。アスナのナーヴギアも同じように、彼女の魂たましいをサーバーに縛り付けたままだ。内部で今何が起きているのか、俺にはもう知るすべがない。いっそ、もう一度あの世界に戻もどることができれば──。

　直すぐ葉はが知ったら激げき怒どするだろうが、俺は一度書置きを残し、自室でナーヴギアを起動してＳＡＯクライアントをロードしてみたことすらあるのだ。だが、俺の眼の前に現れたのは、《サーバーに接続できません》という無む機き質しつな一文だけだった。

　俺は、リハビリが一応終わり、自由に動けるようになった直後から現在まで、可能な限り定期的にアスナの眠る部屋を訪れている。

　それはとても辛つらい時間だ。何よりも大切なものが理り不ふ尽じんに切り離される痛みによって、魂たましいの深いところが傷つき、血が流れるのが判わかる。しかし、俺おれには、それ以外にできることがない。あまりに無力で、ちっぽけな、今の俺には。




　ゆっくりとしたペースで四十分ほどペダルを踏みつづけ、幹線道路から外それて丘きゆう陵りよう地帯を巻まく道を登っていくと、やがて前方に巨大な建築物が姿をあらわした。民間企業によって運営されている高度医療機関だ。

　なんべんも誰何すいかされているうちにすっかり顔見知りになってしまった守しゆ衛えいに手を上げて正門を通過し、広大な駐車場の片隅に自転車を駐とめる。高級ホテルのロビーめいた一階受け付けで通行パスを発行してもらい、それを胸ポケットにクリップで留めて、俺はエレベーターに乗り込んだ。

　数秒で最上階である十八階に到着し、滑なめらかに扉とびらが開く。無人の廊ろう下かを南に歩く。このフロアは長期入院患者が多く、人影を見ることはごく少ない。やがて、突つき当たりに、薄うすいグリーンに塗と装そうされた扉が見えてくる。すぐ横の壁面には鈍にぶく輝くネームプレート。

《結ゆう城き明あ日す奈な　様》というその表示の下に、一本の細いスリットが走っている。俺は胸からパスを外はずし、その下端をスリットに滑らせる。かすかな電子音とともにドアがスライドする。

　一歩踏み込むと、涼すずやかな花の香かおりが俺を包んだ。真冬にも関わらず、色とりどりの生花が部屋の真ん中に飾られている。広い病室の奥はカーテンで仕し切きられていて、俺はゆっくりとそこに近づく。

　この向こうにいる彼女が、どうか目め覚ざめていますように──。布に手をかけ、しばし奇き跡せきを祈る。そっとカーテンを引く。

　最先端のフル介護型ベッド。俺が使っていたのと同じ、ジェル素材のものだ。白い、清潔な上掛けが低い陽光を反射して淡あわく輝かがやいている。その中央に──眠る、彼女。

　初めてここを訪おとずれたとき、もしかしたら彼女は意識のない現実の自分を俺に見られるのを嫌いやがるかもしれないと、ちらりと思った。だが、そんな心配など微み塵じんも寄せ付けぬほどに、彼女は美しかった。

　つややかな深い栗くり色いろの髪が、クッションの四方に豊かに流れている。肌はだの色は透すき通るように白いが、丁てい寧ねいなケアのせいか病的な色合いはまったくない。頰ほおにはわずかなバラ色すら差している。

　体重も、俺ほどには落ちていないようだ。なめらかな首から鎖さ骨こつへのラインはあの世界での彼女のものとほとんど同一と言っていい。薄うすい桜色の唇くちびる。長い睫まつ毛げ。今にもそれが震ふるえ、ぱちりと開きそうな気さえする。彼女の頭を包む、濃紺のヘッドギアさえなければ。

　ナーヴギアのインジケータＬＥＤが三つ、青く輝かがやいている。ときおり星のように瞬またたくのは、正常な通信が行われている証あかしだ。今この瞬しゆん間かんにも、彼女の魂はどこかの世界に囚とらわれている。

　俺おれは、両手でそっと彼女の小さな右手を包み込む。かすかな温ぬくもりを感じる。かつて、俺と固く手を繫つなぎ、俺の体に触れ、背中に回された手と何ら変わらない。息が詰まる。溢あふれそうになる涙を必死にこらえ、呼びかける。

「アスナ……」
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　ベッドサイドに置かれた時計が、控ひかえめなアラーム音で俺の意識を呼び起こした。視線を向けると、いつの間にか正午になっている。

「そろそろ帰るよ、アスナ。またすぐ来るから……」

　小さく話しかけ、立ち上がろうとした時、背後でドアが開く音がした。振り返ると、二人の男が病室に入ってきたところだった。

「おお、来ていたのか桐きりヶが谷や君。たびたび済すまんね」

　前に立つ恰かつ幅ぷくのいい初老の男性が、顔をほころばせて言った。仕し立たてのいいブラウンのスリーピースを着込み、体格のわりに引き締しまった顔はいかにもやり手といった精力に満ちている。唯ゆい一いつ、オールバックにまとめたシルバーグレーの髪だけが、この二年間の心労を窺うかがわせる。

　アスナの父親、結ゆう城き彰しよう三ぞうだ。アスナからは、父親は実業家だとちらりと聞いたことはあったが、実際には総合電子機器メーカー《レクト》のＣＥＯであると知ったときはさすがに仰ぎよう天てんした。

　俺おれはひょいと頭を下げ、口を開いた。

「こんにちは、お邪じや魔ましてます、結ゆう城きさん」

「いやいや、いつでも来てもらって構かまわんよ。この子も喜よろこぶ」

　結城はアスナの枕まくら許もとに近寄ると、そっと髪を撫なでた。しばし沈ちん思しする様子だったが、やがて顔を上げ、背後に立つもう一人の男を俺に示す。

「彼とは初めてだな。うちの研究所で主任をしている須す郷ごう君だ」

　人の良さそうな男だな、というのが第一印象だった。長身をダークグレーのスーツに包み、やや面長の顔にフレームレスの眼鏡めがねが乗っている。薄うすいレンズの奥の両眼は糸のように細く、まるで常に笑っているかのようだ。かなり若く、三十には行っていないと思われる。

　俺に右手を差し出しながら、須郷という男は言った。

「よろしく、須郷伸のぶ之ゆきです。──そうか、君があの英雄キリト君か」

「……桐きりヶが谷や和かず人とです。よろしく」

　須郷の手を握りながら、俺は結城彰三をちらりと見た。すると彼は顎あごを撫でながら軽く首を縮めた。

「いや、すまん。ＳＡＯサーバー内部でのことは口外禁止だったな。あまりにもドラマティックな話なのでつい喋しやべってしまった。彼は、私の腹ふく心しんの息子でね。昔から家族同然の付き合いなんだ」

「ああ、社長、その事なんですが──」

　手を離した須郷は、彰三氏に向き直った。

「来月にでも、正式にお話を決めさせて頂いただきたいと思います」

「──そうか。しかし、君はいいのかね？　まだ若いんだ、新しい人生だって……」

「僕の心は昔から決まっています。明あ日す奈なさんが、今の美しい姿でいる間に……ドレスを着せてあげたいのです」

「……そうだな。そろそろ覚かく悟ごを決める時期かもしれないな……」

　話の流れが見えず俺が沈黙していると、彰三氏がこちらを見た。

「では、私は失礼させてもらうよ。桐ヶ谷君、また会おう」

　一つ頷うなずいてから、結城彰三は大おお柄がらな体を翻ひるがえし、ドアへと向かった。二度の開閉音。後あとには、俺と須郷という男だけが残された。

　須郷はゆっくりとベッドの下端を回りこむと、向こう側に立った。左手でアスナの髪をひと房ふさつまみ上げ、音を立てて擦すり合わせる。その仕し草ぐさに、俺は言いがたい嫌けん悪おを覚おぼえる。

「……君はあのゲームの中で、明あ日す奈なと暮らしてたんだって？」

　顔を伏せたまま、須郷が言った。

「……ええ」

「それなら、僕と君はやや複雑な関係ということになるかな」

　顔を上げた須す郷ごうと眼が合う。その瞬しゆん間かん、俺おれはこの男の第一印象が大きく間違っていたことを悟さとった。

　細い眼から、やや小さい瞳どう孔こうが三さん白ぱく眼がん気味に覗のぞき、口の両端をきゅっと吊つり上げて笑うその表情は、酷こく薄はくという以外に表現する言葉を持たない。背せ筋すじにひやりと戦せん慄りつが疾はしる。

「さっきの話はねぇ……」

　須郷は愉ゆ快かいでたまらないというふうにニヤニヤと笑いながら言った。

「僕と明あ日す奈なが結婚するという話だよ」

　俺は絶ぜつ句くした。この男は一体何を言っているのか。須郷の台詞せりふの意味が、凍こおるような冷気となってゆっくりと俺の体にまとわりつく。数秒間黙だまり込んでから、どうにか言葉を絞しぼりだした。

「そんなこと……できるわけが……」

「確かに、この状態では意思確認が取れないゆえに法的な入にゆう籍せきはできないがね。書類上は僕が結ゆう城き家けの養子に入ることになる。……実のところ、この娘は、昔から僕のことを嫌っていてね」

　須郷は左手の人差し指をアスナの頰ほおに這はわせた。

「親たちはそれを知らないが、いざ結婚となれば拒きよ絶ぜつされる可能性が高いと思っていた。だからね、この状況は僕にとって非常に都つ合ごうがいい。当分眠っていてほしいね」

　須郷の指がアスナの唇くちびるに近づいていく。

「やめろ！」

　俺は無意識のうちにその手を摑つかみ、アスナの顔から引き離していた。強こわ張ばった声で問い質ただす。

「あんた……アスナの昏こん睡すい状態を利用する気なのか」

　須郷は再びニイッと笑うと俺の手を振り払い、言った。

「利用？　いいや、正当な権利だよ。ねえ桐きりヶが谷や君。ＳＡＯを開発した《アーガス》がその後どうなったか知っているかい？」

「……解散したと聞いた」

「うん。開発費に加えて事件の補ほ償しようで莫ばく大だいな負ふ債さいを抱えて、会社は消滅。ＳＡＯサーバーの維い持じを委い託たくされたのがレクトのフルダイブ技術研究部門さ。具体的に言えば、僕の部ぶ署しよだよ」

　須郷は、ベッドの上側を回ると俺の正面に立った。デモニッシュな微び笑しようを貼はり付けたままの顔をぐいと突き出してくる。

「──つまり、明あ日す奈なの命は今やこの僕が維持していると言っていい。なら、僅わずかばかりの対価を要求したっていいじゃないか？」

　囁ささやき声で発せられたその台詞を聞き、俺は確信した。

　この男は、アスナの現状どころか生命そのものを、己おのれの目的のために利用する気なのだ。

　立ち尽くす俺の眼を覗のぞき込み、それまで常に浮かべていた薄うす笑わらいを収めて、須郷は冷ややかな声で俺に命じた。

「……君がゲームの中でこの娘と何を約束したか知らないけどね、今後ここには一いつ切さい来ないで欲ほしいな。結ゆう城き家けとの接触も遠えん慮りよして貰もらおう」

　俺おれは強く拳こぶしを握り締しめた。だが無む論ろん何をすることもできなかった。凍とう結けつした数秒間が経過した。

　やがて須す郷ごうは体を離はなすと、哄こう笑しようをこらえるように片かた頰ほおを震ふるわせながら言った。

「式は来月この病室で行う。君も呼んでやるよ。それじゃあな、せいぜい最後の別れを惜おしんでくれ、英雄くん」

　剣が欲ほしい、と痛つう切せつに思った。

　心臓を貫つらぬき、首を斬り飛ばしてやりたい。俺の衝しよう動どうを知ってか知らずか、須郷は俺の肩をぽんと叩たたくと身を翻ひるがえし、そのまま病室を出て行った。




　どうやって家まで帰ってきたのか、一切記憶がなかった。気づくと俺は自室のベッドに腰掛け、ぼんやりと壁を見つめていた。

『僕と明あ日す奈なが結婚するという話だよ……』

『明日奈の命は今やこの僕が維い持じして……』

　脳のう裏りに、須郷の台詞せりふが何度も何度もフラッシュバックする。そのたびに白熱した金属のような憤ふん激げきが俺を貫く。

　だが──。あるいはそれも俺のエゴにすぎないのだろうか。

　須郷は昔から結城家にごく近しい人間であり、事実上のアスナの婚約者でもあったわけだ。結ゆう城き彰しよう三ぞうの信頼も厚あつく、レクトで責任ある立場に就ついてもいる。アスナがあの男の妻になるのは遥はるか昔から予定されたことであり、それに比べて俺は単に、仮想ゲーム内で触ふれ合っただけの人間でしかない。この憤いきどおり、アスナをあの男に渡したくないという怒りは、矮わい小しような子供の我わが侭ままなのか──。

　俺たちにとっては、浮遊城アインクラッドだけが真実の世界だった。そう信じていた。あそこで交かわわした言葉、約束、全すべてが宝石のように光り輝かがやいていた。

　だが、現実という名の粗あらい砥と石いしが容よう赦しやなく思い出を磨すり減らす。記憶をくすませていく。

『わたし、一生キリトくんの隣となりにいたい──』

　アスナの言葉が、笑え顔がおが遠ざかる。

「ごめん……ごめんアスナ……俺……なんにもできないよ……」

　今度こそ堪こらえきれなかった涙が、ぽた、ぽたと握った拳こぶしの上に落ちた。




　　　　　＊＊＊




「お兄ちゃん、お風ふ呂ろ空あいたよー」

　直すぐ葉はは、二階の和かず人との部屋の前で呼びかけた。だが応じる声はない。

　病院からは夕方に帰ってきたようだったが、その後は部屋に閉じこもり、夕食の時も降りてこなかった。

　直葉はドアノブに手をかけ、しばし逡しゆん巡じゆんした。が、うたた寝してると風か邪ぜ引いちゃうし、と心の中で呟つぶやいて、そっと手に力を込める。

　かちゃ、とノブが回り、ドアがわずかに開いた。中は真っ暗だ。やっぱり寝てるのかなと思ったとき、部屋の中から凍こごえるような空気が流れ出してきて、直葉は体をすくませた。窓が開けっ放ぱなしとしか思えない。

　しょうがないなあ、と頭を振りながら、忍び足で部屋の中に踏み込む。ドアを閉しめ、南側のサッシに数歩近づいてから、てっきり寝ていると思った和人がベッドの端はしに腰掛けてうなだれているのに気づいて、ぎょっと立ち止まった。

「あ、お兄ちゃん……ごめん、寝てると思って……」

　慌あわてて声をかける。しばしの沈黙のあと、和かず人とがやけに頼りなく掠かすれた声で言った。

「……悪い、ちょっと、一人にしておいてくれ」

「で、でも……こんな寒い部屋で……」

　直葉はおずおずと手を伸ばし、和人の二の腕に触れる。氷のように冷たい。

「やだ、冷え切ってるじゃない、風邪引いちゃうよ。お風呂、入らなきゃだめだよ」

　そこまで言ってから、直葉は、窓から差し込む街明かりに照てらされた和人の頰ほおに、うっすらと光るものがあることに気づいた。

「ど……どうしたの……？」

「なんでもない」

　その低い声も、どこか濡れている。

「……でも……」

　立ち尽つくしていると、和人は、直葉の視線を遮さえぎるように、組み合わせた両手を額ひたいにあてた。自じ嘲ちようするような呟き声。

「駄だ目めだな、俺は……。スグの前では……何があっても弱よわ音ねを吐はかないって決めたのにな……」

　それを聞いた途と端たん、直葉は直感的に悟さとった。小さな声で、恐る恐る訊たずねる。

「あの人に……アスナさんに……何か、あったの……？」

　和人の体がぎゅっと強こわ張ばった。絞しぼり出すような声が低く漏もれた。

「アスナが……遠くに……行っちゃうんだ。俺の手の……届かないところに……」

　それだけでは事情は解わからなかった。しかし、背中を丸め、幼い子供のように涙を零こぼす和人の姿に、直葉の心はどうしようもなく震ふるえた。

　窓を閉め、カーテンを引き、エアコンのスイッチを入れてから、直葉は和人の隣となりにそっと腰掛けた。しばらくためらった後、両腕で冷え切った和人の体を包み込む。縮こまった和人の体から、ふっと力が抜ぬけた。

　耳元で囁ささやきかける。

「ね、がんばろうよ……。好きになった人のこと、そんな簡単に諦あきらめちゃだめだよ……」

　一いつ生しよう懸けん命めいに探した言葉だが、自分の口から出たそれが再び心に戻ってきた瞬しゆん間かん、直すぐ葉はは張はり裂さけそうな痛みを感じた。胸の奥にある、確かな気持ちが生み出す痛みだった。自分は和かず人とのことが好きなのだと、この時直葉は強く意識した。

　──あたしも、これ以上、自分に噓うそはつけない。

　直葉は、抱きかかえた和人の体を、静かにベッドの上に横たえた。毛もう布ふを引き上げ、その下でもういちど和人の背に手を回す。

　何度も背中を撫なでているうち、いつしか和人の嗚お咽えつは小さな寝ね息いきへと変わったようだった。眼を閉じながら、直葉は心のなかで呟つぶやいた。

　──でも、あたしは諦めなきゃいけない。この気持ちは深い、深いところに埋めてしまわなきゃならない。

　なぜなら、和人の心は、あの人だけのものだから。

　涙がひと粒つぶだけ直葉の頰ほおを伝い、シーツに落ちて、すぐに消えた。




　　　　　＊＊＊




　甘く柔やわらかい温ぬくもりの中でゆらゆらとまどろむ。

　目め覚ざめる直前の心地よい浮遊感。森の梢こずえを透すかして差し込む陽光が、穏おだやかに頰を撫でる。

　俺おれは眼を閉じたまま隣となりで眠る彼女を抱き寄せる。確かな息いき遣づかいを感じながら、少しずつ瞼まぶたを持ち上げていく──。

「うわ!?」

　喉のどの奥で叫びつつ、俺は横になったまま五十センチほど飛び退しさった。ばね仕じ掛かけのように上体を起こし、周囲をぶんぶん見回す。

　いつも夢に見る、アインクラッド第二十二層の森の家──ではなかった。現実の俺の部屋、俺のベッド、だが俺のほかにもう一人。

　啞あ然ぜんとしながらブランケットをそっと捲めくり上げる。すぐに戻し、頭を強く振って眠気を払い落としてから、もう一度捲る。やや短い真っ黒な髪。くっきりした眉まゆ。パジャマ姿の直葉が、俺の枕まくらに頭をうずめて熟じゆく睡すいしている。

「ど……どういうことだこれは……」

　俺は昨夜のことを必死に思い出そうとした。そうだ──ゆうべ、病院から帰ってきた後に直葉と会話を交わしたような記憶がある。深い絶望に囚とらわれ、堪こらえきれずに涙をこぼしてしまった俺を、直葉が慰なぐさめてくれたのだ。俺はどうやらそのまま眠り込んでしまったらしい。

「こ、子供かよ……」

　しばし恥ずかしさに身み悶もだえたあと、俺おれはあらためて直すぐ葉はのあどけない寝顔を見つめた。それにしたって自分までここで寝ることはないだろうに……。

　そういえば、あの世界でも、同じような出で来き事ごとがあった。四十層あたりで知り合った、ビーストテイマーの女の子。直葉に似ていると思った。彼女にも俺のベッドで眠り込まれてしまい、対処に思い悩んだものだ。

　俺は思わず微ほほ笑えんでいた。アスナと須す郷ごうのことは今も心に重く圧し掛かっているが、昨日の胸を引き裂さかれるような痛みは夜の間に溶け落ちてしまったようだった。

　あの世界──浮遊城アインクラッドでの数々の思い出は、全すべて俺にとって貴き重ちような宝物だ。嬉うれしいことも、悲しいことも沢たく山さんあったが、その全てが真実の記憶だ。それを俺自身が貶おとしめてはいけない。俺はアスナと約束したのだ。この世界で、もう一度出会うと。きっと俺にもまだできることがある。

　そう思った途と端たん、眠りに落ちる寸前の直葉の言葉が、耳の奥に甦よみがえった。

『諦あきらめちゃ、だめだよ……』

「ああ……、そうだな」

　呟つぶやいてから、俺は身を乗り出し、直葉の頰ほおを指先でつついた。

「おーい、起きろよスグ。もう朝だぞ」

「うぅ～……」

　不満げな喉のど声ごえを漏もらしながらブランケットを被かぶろうとする直葉の頰を、今度はむにーと引っ張る。

「起きろって。朝あさ稽げい古この時間がなくなるぞ」

「う～ん……」

　直葉はようやくうっすらと眼を開けた。

「あ……おはよ、お兄ちゃん……」

　もぐもぐと呟きながら、体を起こす。

　しばらく不思議そうに俺の顔を眺めていたが、そのうちぐるぐると部屋を見回し始めた。ぼんやりしていた両眼が、次し第だいに大きく見開かれる。同時に頰がみるみる赤く染まっていく。

「あっ、あのっ、あたしっ」

　耳まで真っ赤になった直葉は口をぱくぱくさせながら硬こう直ちよくしていたが、やがて猛もう烈れつな勢いで跳はね起きると、がちゃばたん！　という大だい音おん響きようとともにドアから高速離り脱だつしていった。

「やれやれ……」

　頭をかきながら、俺も立ち上がった。窓を開け、大きく深呼吸すると、冷たい空気が四し肢しにわだかまっていた無力感を押し流していった。




《その知らせ》が届いたのは、とりあえずシャワーを浴びようと思って着替えを用意しかけた時だった。

　ぽーん、という電子音が背後で響ひびき、俺おれは振り向いてデスクに眼をやった。パネル型ＰＣの上端でメール着信ランプが点滅している。椅い子すに腰を降ろし、マウスに触れてＥＬモニタを点灯させる。

　現実世界を留る守すにしていた二年の間に、パソコンの構造もずいぶん変わっていた。古き良き回転型記憶装置ＨＤＤは完全に姿を消し、後あと釜がまの固体型記憶装置ＳＳＤもまた駆く逐ちくされ、ＭＲＡＭなる超高速不ふ揮き発はつメモリが主流となったため、ほぼあらゆる操作に体感できるラグは発生しない。メーラーを起動した瞬しゆん間かんに受信トレイが更こう新しんされ、並んだ送信者リストの一番下に表示された名前は──なんと《エギル》だった。

　アインクラッド五十層主街区《アルゲード》の雑ざつ貨か屋や店主兼斧おの使つかいのエギルとは、二十日ほど前に東京で再会した。その時にメールアドレスも交換しておいたのだが、連絡が来たのはこれが初めてだった。タイトルは【Look at this】となっている。開くと、よほど急いだのか本文は一文字もなかったが、代かわりに写真が一枚添てん付ぷされていた。

　首を捻ひねりながら写真をビューワで開いた途と端たん、俺は思わず腰を浮かせた。身を乗り出してモニタを凝ぎよう視しする。

　不思議な構図だった。特徴のある色合いやライティングは、写っているのが現実世界ではなくポリゴン製の仮想世界であることを告げている。前景には、ぼやけた金色の格こう子しが一面に並ぶ。その向こうに、白いテーブルと白い椅子。そこに腰掛ける、同じく白いドレス姿の一人の女性。格子の奥に、わずかに覗のぞくその横顔は──

「アスナ……!?」

　かなり引き伸ばしたものらしくドットが粗あらい。それでも、長い栗くり色いろの髪の少女は、間違いなく彼女だと思えた。テーブルの上で両手を組み合わせ、横顔は憂うれいに沈んでいる。よくよく見ると、背中からは透明な羽根状のものが伸びているように見える。

　俺は卓たく上じようから携帯端末を摑つかみ取ると、電話帳をスクロールするのももどかしく発信ボタンを押した。わずか数秒の呼び出し音が途と方ほうもなく長く感じる。プツ、という接続音のあと、野の太ぶといエギルの声が聴きこえた。

「もしも──」

「おい、この写真はなんだ!!」

「……あのなあキリト、せめて名前くらい言え」

「そんな余裕ない！　早く教えろ!!」

「……ちょっと長い話なんだ。店に来られるか？」

「すぐ行く。今行く」

　俺は返事も聞かずブツリと通話を切ると、着替えを抱えて部屋を飛び出した。最短記録でシャワーを済すませ、濡れ髪のまま鏡も見ずに靴くつを履はくと、自転車に跨またがる。走り慣れた駅までの道が、こんなに長く感じられたことはなかった。




　エギルが経営する喫きつ茶さ店てん兼バーは、台たい東とう区く御お徒町かちまちのごみごみした裏通りにある。煤すすけたような黒い木造で、そこが店であることを示すのは小さなドアの上に造り付けられた金属製の飾り看板だけだ。二つのサイコロを模かたどった看板に刻きざまれた店名は《Dicey Cafeダイシー・カフエ》。

　カラン、という乾いたベルの音を響ひびかせてドアを押し開けると、カウンターの向こうで禿とく頭とうの巨きよ漢かんが顔を上げ、ニヤリと笑った。客は一人もいない。

「よぉ、早かったな」

「……相変わらず不景気な店だな。よく二年も潰つぶれずに残ってたもんだ」

「うるせえ、これでも夜は繁はん盛じようしているんだ」

　まるであの世界に戻ったような、気安いやり取りを交かわす。

　エギルに連絡してみたのは、先月の末だった。総務省の役人から、思いつく限りの知り合いの本名と住所のリストを入手したのだ。クラインやニシダ、シリカにリズベットともう一度会ってみたいプレイヤーは多いが、彼らも今は現実世界との折り合いをつけるのに苦労しているだろうと思い接せつ触しよくは当分控ひかえることにしている。最初にこの店を訪ねた時にそう言ったら、「じゃあオレはどうなるんだよ!?」と店主は憮ぶ然ぜんとしていたが。

　エギルこと本名アンドリュー・ギルバート・ミルズが、現実世界でも店を経営していたと知ったときはなるほどと思った。人種的には生きつ粋すいのアフリカン・アメリカンだが、同時に親の代からの江戸っ子でもあるそうで、住み慣れた御お徒町かちまちに喫茶店兼バーを開いたのが二十五歳の時らしい。客にも恵まれ、美人の奥さんも貰もらって、さあこれからという時にＳＡＯの虜りよ囚しゆうとなった。二年後に帰き還かんしたときは店のことは殆ほとんど諦あきらめていたそうだが、奥さんが細ほそ腕うででのれんを守り抜いたということだ。実にいい話だ。

　実際、固定客も多いのだろう。木造の店内は、行き届いた手入れによって全すべての調ちよう度どが見事な艶つやをまとい、テーブル四つにカウンターだけの狭さもまた魅み力りよくと思える居心地のよさを漂ただよわせている。

　俺おれは革かわ張ばりのスツールに腰を下ろすと、コーヒーを注文するのももどかしくエギルにくだんの写真のことを問い質ただした。

「で、あれはどういうことなんだ」

　店主はすぐには答えず、カウンターの下に手をやり、長方形のパッケージを取り出すと俺のほうに滑らせた。指先で受け止める。

　手の平サイズのパッケージは、明らかにゲームソフトのものだと思われた。プラットフォームは何だろうと眼を凝こらすと、右上に印刷された《AmuSphere》なるロゴに気付く。

「聞いたことないハードだな……」

「《アミュスフィア》。オレたちが向こう側にいる間に発売されたんだ。ナーヴギアの後継機だよ、そいつは」

「…………」

　複雑な心境でその二つのリングを模かたどったロゴマークを見つめる俺おれに、エギルが簡単な注ちゆう釈しやくを加えた。

　あれだけの事件を起こし、悪あく魔まの機械とまで言われたナーヴギアだが、フルダイブ型ゲームマシンを求める市場のニーズは誰だれにも押しとどめることはできなかった。ＳＡＯ事件勃ぼつ発ぱつからわずか半年後に、大手メーカーから「今度こそ安全」と銘めい打うたれた後継機が発売され、俺が異世界に囚とらわれている間に従来の据すえ置おき型がたゲーム機とシェアを逆転するまでになった。それがこの《アミュスフィア》で、ＳＡＯと同ジャンルのタイトルも数多くリリースされ、全世界的な人気を博はくしているようだ。

　それらの事情は一応理解していたが、俺自身はもう二度と同種のゲームに手を付ける気はなかったので、詳くわしいことを知ろうとはしなかった。

「じゃあ、これもＶＲＭＭＯ仮想大規模オンラインなのか」

　俺はパッケージを手に取り、眺ながめた。描かれているイラストは、深い森の中から見上げる巨大な満月だ。黄おう金ごんの円盤を背景に、少年と少女が剣を携たずさえ飛ひ翔しようしている。格かつ好こうはオーソドックスなファンタジー風の衣い装しようだが、二人の背中からは大きな透明の羽根が伸のびている。イラストの下部には、凝こったタイトルロゴで──《ALfheim Online》。

「アルフ……ヘイム・オンライン？　……どういう意味だ？」

「アルヴヘイム、と発音するらしい。妖よう精せいの国、っていう意味だとさ」

「妖精……。なんかほのぼのしてるな。まったり系のＭＭＯなのか」

「それが、そうでもなさそうだぜ。ある意味えらいハードだ」

　エギルは、俺の前に湯ゆ気げを上げるカップを置くと、ニヤリと笑った。持ち上げ、芳ほう香こうを楽しみながら更さらに訊たずねる。

「ハードって、どんなふうに？」

「どスキル制。プレイヤースキル重視。ＰＫ推すい奨しよう」

「ど……」

「いわゆる《レベル》は存在しないらしいな。各種スキルが反復使用で上昇するだけで、育ってもヒットポイントは大して上がらないそうだ。戦せん闘とうもプレイヤーの運動能力依存で、剣技ソードスキルなし、魔ま法ほうありのＳＡＯってとこだな。グラフィックや動きの精度もＳＡＯに迫せまるスペックらしいぜ」

「へえ……そりゃ凄すごいな」

　俺は無音の口くち笛ぶえを吹く形に唇くちびるをすぼめた。かの浮遊城アインクラッドは、狂気の天才茅かや場ば晶あき彦ひこが、その情熱の全すべてを注そそぎ込んで築きずき上げた代しろ物ものだ。彼以外のデザイナーが同レベルのＶＲワールドを生み出せたとは、中々に信じがたい。

「ＰＫ推すい奨しようってのは？」

「プレイヤーはキャラメイクでいろんな妖よう精せいの種族を選ぶわけだが、違う種族間ならキル有りなんだとさ」

「そりゃ確かにハードだ。でも、いくらハイスペックでも人気出ないだろ、そんなマニア向けな仕し様ようじゃ」

　眉まゆを寄せながら言うと、エギルは厳いかつい口元にもう一度笑えみを浮かべた。

「そう思ったんだけどな、今大人気なんだと。理由は、《飛べる》からだそうだ」

「飛べる……？」

「妖精だから羽根がある。フライト・エンジンとやらを搭とう載さいしてて、慣れるとコントローラなしで自由に飛びまわれる」

　俺おれは思わずへえっと声を上げた。ナーヴギア発売直後から、飛行系のＶＲゲームは数多く出たが、その全すべてがゲーム内で何らかの装置を操あやつって飛ぶタイプだったはずだ。プレイヤーが生なま身みでそのまま飛行するゲームが出なかった理由は簡単で、現実の人間には羽根がないからだ。

　仮想世界内において、プレイヤーは現実の体と同じように動ける。それは裏を返せば、現実の人間に不可能なことは同じく不可能、ということでもある。背中に羽根を生やすことはできても、それをどの筋肉で動かしていいのかわからないのだ。

　ＳＡＯ内では、末期には俺やアスナは超ちよう絶ぜつ的てきなジャンプ力によって擬ぎ似じ的てきに飛ぶこともできるようになっていたが、それはあくまで跳ちよう躍やくの延長線上であってやはり自由な飛行とは違う。

「飛べるってのは凄すごいな。羽根をどう制御するんだ」

「さあな。だが相当難しいらしい。初心者は、スティック型のコントローラを片手で操るんだとさ」

「……」

　俺は一いつ瞬しゆん、挑ちよう戦せんしてみたいと思ってしまったが、すぐにその気持ちを打ち消すように熱いコーヒーをごくりと飲んだ。

「──まあ、このゲームのことはだいたい解わかった。本題に戻るが、あの写真は何なんだ」

　エギルは再びカウンターの下から一枚の紙を取り出し、俺の前に置いた。プリンタ用の光こう沢たくフィルムだ。問題の写真が印刷してある。

「どう思う」

　エギルに聞かれ、俺はしばらくプリントを凝ぎよう視ししてから言った。

「似ている……。アスナに……」

「やっぱりそう思うか。ゲーム内のスクリーンショットだから解かい像ぞう度どが足りないんだけどな……」

「早く教えてくれ、これはどこなんだ」

「その中だよ。アルヴヘイム・オンラインの」

　エギルは俺おれの手からパッケージを取ると、裏返して置いた。ゲームの内容や画面写真が細こまかく配置されている中央に、世界の俯ふ瞰かん図ずと思えるイラストがある。円形の世界が、いくつもある種族の領土として放ほう射しや状じように分割され、その中央に一本の巨大な樹きがそびえている。

「世界樹、と言うんだとさ」

　エギルの指が大たい樹じゆのイラストをこつんと叩たたいた。

「プレイヤーの当面の目標は、この樹の上のほうにある城に他ほかの種族に先さき駆がけて到着することなんだそうだ」

「到達って、飛んでいけばいいじゃないか」

「なんでも滞空時間ってのがあって、無限には飛べないらしい。この樹の一番下の枝にもたどり着けない。でもどこにも馬ば鹿かなことを考えるやつがいるもんで、体格順に五人が肩かた車ぐるまして、多段ロケット方式で樹の枝を目め指ざした」

「ははは、なるほどね。馬鹿だけど頭いいな」

「うむ。目もく論ろ見みは成功して、枝にかなり肉にく薄はくした。ぎりぎりで到着はできなかったそうだが、五人目が到達高度の証しよう拠こにしようと写真を何枚も撮とった。その一枚に、奇き妙みようなものが写うつり込んでたらしい。枝からぶら下がる、巨大な鳥とり籠かごがな」

「鳥籠……」

　俺は、その言葉の持つ不吉なイメージに眉まゆをひそめた。囚とらわれの……というフレーズが頭をよぎる。

「そいつをぎりぎりまで引き伸ばしたのが、その写真ってわけだ」

「でもこれは正規のゲームなんだろ？　なんでアスナが……」

　俺はパッケージを取り上げ、もう一度眺ながめた。

　長方形のトールケースの下部に視線を移す。メーカー名は《レクト・プログレス》とあった。

「おい、どうしたキリト？　こええ顔して」

「いや……。なあエギル、他の写真はないのか？　アスナ以外の《ＳＡＯ未み帰き還かん者しや》が、この《アルヴヘイム・オンライン》で同じように幽ゆう閉へいされてた、みたいな」

　その質問に、店主は分厚い眉び丘きゆうに皺しわを寄せると首を振った。

「いや、そういう話は聞いてねぇ……というか、そんな写真があったらもう確定だろうが。おめぇじゃなくて警察に電話してるさ」

「ああ、そりゃそうだな……」

　頷うなずきながらも、俺はあの男──須す郷ごう伸のぶ之ゆきの言葉を思い出していた。

　現在ＳＡＯサーバーを管理しているのは自分だ、と須郷は言った。しかし管理と言ってもサーバー自体は相変わらずブラックボックスで、内部にまでは介入できていない、と俺は理解していたのだが。

　奴やつにとっては、アスナがこのまま眠っていたほうが都つ合ごうがいいことになる。アスナに似た少女が目もく撃げきされたＶＲＭＭＯ、その運営体がレクトの子会社──。偶然だろうか。

　総務省の救出チームに連絡してみようか、と一いつ瞬しゆん思った。だがすぐに思い直す。あまりにも漠ばく然ぜんとした話に過ぎる。

　俺おれは顔を上げ、巨きよ漢かんのマスターを見やった。

「エギル──このソフト、貰もらっていっていいか」

「構かまわんが……行く気なのか」

「ああ、この眼で確かめる」

　エギルは一瞬気き遣づかわしげな顔をした。その憂ゆう慮りよは俺にも解わかる。まさかとは思いつつも、また何か起きるのではないか、という恐怖が足あし許もとからじわりと湧わき上がってくる。

　それを振り払い、俺はニッと笑って見せた。

「死んでもいいゲームなんてヌルすぎるぜ。……ゲーム機を買わなくちゃな」

「ナーヴギアで動くぞ。アミュスフィアは、単なるアレのセキュリティ強化版でしかないからな」

「そりゃあ助かる」

　肩をすくめると、今度はエギルがにやりと頰ほおを動かした。

「ま、もう一度アレを被かぶる度ど胸きようがあるなら、だけどな」

「もう何度も被ってるさ」

　それは事実だった。アスナから何か連絡が来るのではないかと、ただネットに繫つないだだけのナーヴギアを装着してみたことは何回もある。もちろん、いかなる声も、手紙も、俺に届くことはなかったが。

　しかしもうただ待つだけの日々は終わりだ。ぐいっとコーヒーを飲み干すと、俺は立ち上がった。この店には電子マネー支払機などという結けつ構こうなものは存在しないので、ポケットから摑つかみ出したコインをカウンターにぱちりと置く。

「じゃあ、俺は帰るよ。ご馳ち走そう様さま、また情報があったら頼む」

「情報代はツケといてやる。──アスナを助け出せよ。そうしなきゃ俺たちのあの事件は終わらねえ」

「ああ。いつかここでオフをやろう」

　ごつんと拳こぶしを打ち付けあうと、俺は振り向いてドアを押し開け、店を後にした。




　　　　　＊＊＊




　自分のベッドにうつ伏せに転がり、枕まくらに顔をうずめた格かつ好こうで、直すぐ葉はは数分毎ごとに足をばたばたさせては身み悶もだえていた。

　もうお昼前なのに、まだパジャマのままだ。今日は一月二十日月曜日、冬休みはとっくに終わっているが、直すぐ葉はの通う中学校では三年生の三学期は自由登校なので、行っても剣道部に顔を出すくらいしかすることがない。

　直葉は、何度目ともしれない記憶のプレイバックに突入した。

　昨夜──凍こごえた和かず人とをどうにかして温あたためたくて、一いつ緒しよの布団にくるまり、全身を密みつ着ちやくさせて、そのままコトンと寝入ってしまったのだ。横になると十秒で眠りに落ちてしまう即席体質が今日ばかりは恨うらめしい。

　……あたしのばかばかばか！

　と内心で叫び、両手でぼすぼすとマクラを叩たたく。

　せめて和人より先に目を覚さませば、まだこっそり脱出することも可能だったのに、よりにもよって起こされてしまった。これはもう真剣に会わせる顔がない。

　恥ずかしさ、照れくささ、それに隠かくし切れない愛いとおしさの混じった感情がぐるぐると渦うず巻まいて、息もできないほど胸がきゅーんと痛くなる。両腕で顔を覆おおうと、パジャマからかすかに兄の匂においが漂ただよってくる気がして、それが尚なお更さら動どう悸きを早める。

　とりあえず竹刀しないを振ふって頭をからっぽにしよう、と決めて、直葉はようやく立ち上がった。気が引き締しまるので稽けい古こは道着でやるのが好きなのだが、一いつ刻こくも早く庭に出たくて手っ取り早くジャージに着替える。

　和人は今日もどこかに出かけたようだったし、母・翠みどりはいつも昼前には出勤するし、父・峰みね嵩たかは年明けからアメリカに戻っているので、家には直葉一人きりだ。一階のダイニングテーブルに置いてある籠かごからチーズマフィンをひとつ取って行ぎよう儀ぎ悪く口にくわえ、オレンジジュースのパックを片手に持って縁えん側がわに腰掛ける。

　大きく一口齧かじり付いたところで──玄関方向から自転車を引きながら庭に入ってきた和人とばっちり眼が合った。

「ふぐっ!!」

　マフィンのかけらが喉のどを転ころがり落ち、思わずむせる。咄とつ嗟さに右手のジュースを飲もうとして、まだストローを挿さしていないことに気付く。

「うぐ、うぐ～～！」

「おいおい」

　駆かけ寄ってきた和人が、ジュースを奪い取って手早くストローを突き立て、直葉の口に突っ込んだ。必死に冷たい液体を吸い上げ、のどに詰まった塊かたまりごとごくりと飲み込む。

「ぷはっ！　し……死ぬかと思った……」

「そそっかしい奴だなぁ。もっと落ち着いて食え」

「うう～」

　しょんぼりうな垂れる直葉。和人は隣となりに腰掛けると、靴くつ紐ひもを解とき始めた。その様子を横目で見ながら、もう一口マフィンを齧かじったとき、不ふ意いに和かず人とが言った。

「そうだ、スグ、昨夜のことだけど……」

　再び咳せき込みそうになって慌あわててもう一口ジュースを飲む。

「う、うん」

「その、何ていうか……サンキューな」

「え……」

　予想外のことを言われ、直すぐ葉ははまじまじと和人を見つめた。

「スグのお陰かげで元気出たよ。俺おれ、諦あきらめない。絶対にアスナを助け出してみせる」

　ずきん、という胸の痛みを押し隠かくして、直葉は微ほほ笑えんだ。

「うん……がんばってね。あたしもアスナさんに会ってみたいもん」

「きっと仲良くなれるよ」

　和人は直葉の頭をくしゃくしゃと撫なでると立ち上がった。

「じゃ、また後でな」

　言い残し、二階に上がっていく和人を見送りながら、直葉はマフィンの最後のひとかけらを口に放ほうり込んだ。

　──あたしも……がんばっていいのかな……。

　庭に降り、池のそばでストレッチを開始する。体が暖あたたまったところで竹刀しないを握り、素す振ぶりに移行する。

　いつもなら思い切り竹刀を振っているうちに雑念は消えていくのだが、今日はいつまでたっても頭の中にぐるぐるするものが居い座すわりつづけた。

　──ほんとに、好きになってもいいのかな。

　昨夜、寄り添って横たわりながら、一度は諦めようと思った。和人の心の中にはあの人しかいない、それが痛いほどわかったから。

　──でも……それでもいい。

　何でこんなにも和人のことを意識するようになってしまったのか、その理由はよく解わからない。でも、何い時つからなのかははっきりと言える。

　二ヶ月前、病院からの連絡を受けて母親を待たずに駆かけつけた直葉を見て、ベッドの上の和人は涙を滲にじませながら笑った。手を差し伸べ、懐なつかしい声で「スグ」と呼んだ。あの時から、直葉の中にこの気持ちが生まれたのだ。いつでも近くにいたい。もっと話をしたい。無理やり押さえつけるなんて、できない。

　そばで見ているだけでもいいんだ、そう自分に言い聞かせながら、直葉は宙ちゆうに向かって竹刀を打ち込んだ。動きを止め、居間の時計に眼をやると、いつのまにか正午を回ろうとしていた。

「あ、いっけない。約束あったっけ」

　呟つぶやくと素振りを切り上げ、松の枝にかけておいたタオルで汗をぬぐった。顔を上げると、雲の切れ間からわずかに青空が顔を出し始めていた。
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　部屋に戻ってきた俺おれは、ラフな格かつ好こうに着替え、携帯を留る守すモードにすると、ベッドの上に座すわった。バックパックのジッパーを開け、エギルから入手したゲームパッケージを取り出す。

《アルヴヘイム・オンライン》。

　話を聞いた限りでは相当に歯ごたえのありそうな内容だ。僥ぎよう倖こうなのはレベル制ではないということで、ステータスが足りずに自由に動けないという事態はある程度避さけられそうだ。

　本来であれば、ＭＭＯＲＰＧに手をつけるなら事前にネットや雑誌で情報収集をするべきなのだろうが、俺はとても悠ゆう長ちようにそんなことをしている気にならず、パッケージを開かい封ふうして小さなＲＯＭカードを取り出した。ウォールラックから取り上げたナーヴギアの電源を入れ、スロットにカードを挿そう入にゆうする。数秒で主インジケータが点滅から点灯へと変わる。

　俺はベッドに横たわると、両手でヘッドギアを眼の前に持ち上げた。

　かつて濃紺に輝かがやいていたその機械は、いまや塗と装そうがあちこちで剝はげ落ち、傷ついている。これは俺を二年間捕ほ縛ばくした枷かせであり、同時に故障一つせずに動き続けた戦友でもある。

　──もう一度、俺に力を貸してくれ。

　胸の奥で呟つぶやき、俺はナーヴギアを頭に装着した。顎あごの下でハーネスをロックし、シールドを降ろして眼を閉じる。

　不安と興こう奮ふんで速まる心臓のビートを抑おさえつけながら、俺は言った。

「リンク・スタート！」




　閉じた瞼まぶたを透すかして届いていた朧おぼろな光が、さっと消えた。視神経からの入力がキャンセルされ、真の暗くら闇やみが俺を包む。

　しかしすぐに、眼の前に虹にじ色いろの光が弾はじけた。不定形の光はナーヴギアのロゴマークに形を変え始める。最初はぼんやりと滲にじんでいたそれが、脳の視し覚かく野やとの接続が確立されるにつれてクリアに浮き上がる。やがて、ロゴの下に視覚接続ＯＫのメッセージが小さく表示される。

　次にどこか遠くから、奇き妙みような多重音が近づいてくる。歪ゆがんだサウンドもまた、徐じよ々じよに美しい和音へとピッチを変え、最後に荘そう重ちような起動サウンドを奏かなでて消える。聴覚接続ＯＫのメッセージ。

　セットアップステージは、次に体表面感覚へと移り、重力感覚へと進み、ベッドの感触と体の重さが消える。その他、各種感覚の接続テストがひとつひとつ実施され、ＯＫマークが増えていく。いずれフルダイブ技術が進歩すれば、この過程も大幅に短縮されるのだろうが、今はヘッドギアが俺の脳の各部位を順じゆん繰ぐりにノックして回るのをじっと待つしかない。

　しかしついに最後のＯＫメッセージがフラッシュし、次の瞬しゆん間かん、俺おれは暗くら闇やみの中をまっすぐに落下した。やがて下方向から虹にじ色いろの光が近づき、そのリングを潜くぐった俺の仮想の足が、すとんと異世界に着陸する。

　──と言ってもそこはまだ、暗闇に包まれたアカウント情報登録ステージだ。頭ず上じようにアルヴヘイム・オンラインのロゴが描き出され、同時に柔やわらかい女性の声でウェルカムメッセージが響ひびき渡る。

　俺は合成音声の案内に従って、アカウント及びキャラクターの作成を開始した。胸の高さに青白く光るホロキーボードが出現し、まず新規ＩＤとパスワードの入力を求められる。ＳＡＯ開始時にも使った、長年愛用して指が記憶している文字列を流用することにして素す早ばやく打ち込む。クライアントをダウンロードするタイプのＭＭＯゲームならここで課金方法の選択があるが、パッケージ購入型のＡＬＯには一ヶ月の無料プレイ期間が設定されていた。

　次ついでキャラクターネームの入力。何も考えず《Ｋｉｒｉｔｏ》と入力しようとして、俺は一いつ瞬しゆんためらった。

　現実世界の桐きりヶが谷や和かず人とがアインクラッドでキリトと名な乗のっていたことを知る人間はごく少ない。総務省の救出チームと、チームに密接な関係のあるレクト社長の結ゆう城き彰しよう三ぞうとあの須す郷ごうと言う男。それにもちろんエギルと、いまだ目覚めぬアスナ──。恐おそらくそれだけで、直すぐ葉はや両親も知らないはずだ。

　ＳＡＯ世界でのこと、特にキャラクターネームに関しては、一切の情報が公表されていない。なぜなら、あの世界ではプレイヤー同士の戦せん闘とうが頻ひん繁ぱんに発生し、その結果現実世界で恐ろしい数の人間が死亡しているからだ。誰だれが誰を殺した、という話が無制限に流る布ふすれば、おびただしい訴そ訟しようが起きることは想像に難かたくない。

　現在、法的にはＳＡＯ事件で発生した殺人の咎とがは全すべて行方不明の茅かや場ば晶あき彦ひこ一人に負わされている。また、プレイヤーの親族からの賠ばい償しよう訴そ訟しようは運営会社のアーガスを相手取って起こされ、その結果アーガスは解散してしまった。つまり、茅場がほぼ独力で最大手メーカーへと育てたアーガスに自らその幕をも降ろしたわけだが、ともかく今後プレイヤー間レベルでの訴訟が続発する事態は避さけたい、というのが国の意向らしい。

　須郷伸のぶ之ゆきに知られているのがやや不安ではあるが、それほど目立つ名前でもないし、俺は逡しゆん巡じゆんを押し切ってキリト、と入力した。性別はもちろん男性を選ぶ。

　次に、合成ボイスはキャラクターの作成を促うながした。と言っても初期段階では種族の選択があるだけらしい。容よう姿しは無数のパラメータからランダム生成され、キャンセル不可と説明される。どうしても気に入らない場合は、ゲーム内部で追加料金を支払って再作成するしかないようだ。まあこの際、どんな面めん相そうになろうとも不ふ都つ合ごうはない。

　プレイヤーの分身たるキャラクターは、いわゆる妖よう精せいをモチーフにした九種族から選択できるようだった。それぞれに多少の得え手て不ふ得え手てがあると説明される。サラマンダー、シルフ、ノームと言ったＲＰＧでお馴な染じみの名前から、ケットシー、レプラコーンとあまり聞き覚えのないものもある。

　俺おれとしては真剣にゲームを攻略する気はないのでどれでもよかったのだが、黒を基き調ちようとした初期装備が気に入ったので《スプリガン》なる種族を選択し、ＯＫボタンにタッチする。

　全ての初期設定が終了し、幸運を祈ります、という人工音声に送られて、俺は再び光の渦うずに包まれた。説明だと、それぞれの種族のホームタウンからゲームがスタートするらしい。床の感触が消え、浮遊感、次いで落下感覚が俺を襲う。光の中から、徐じよ々じよに異世界が姿を現す。深い闇に包まれた小さな町の上空に俺は出現する。

　二ヶ月ぶりに味わうフルダイブ型ゲームの感覚刺激が、仮想の全身の神経を甦よみがえらせていくのを感じながら、俺は町の中央にある細長い城へとぐんぐん近づいていく──。

　その時。

　いきなり全すべての映像がフリーズした。あちこちでポリゴンが欠け、雷らい光こうめいたノイズが視界のそこかしこを這はい回る。モザイク状に全オブジェクトの解かい像ぞう度どが減少し、世界が溶け崩れていく。

「な──なんだ!?」

　わめく暇ひまもあればこそ──。俺は再ふたたび猛もう烈れつな落下状態に陥おちいった。途と方ほうもなく広い暗闇の中を、果はてしなく落ち続けていく。

「どうなってるんだぁぁぁぁぁ」

　俺の悲鳴が、むなしく虚きよ無むの空間に吸収され、消えていった。
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　中ちゆう天てんに架かかる巨大な月が、深い森を水みな底そこのように青く染め上げている。

　アルヴヘイムの夜は短いものの、まだ曙しよ光こうが射さすまでにはずいぶん間がある。普ふ段だんなら不ぶ気き味みなだけの深夜の森だが、撤てつ退たい行動中の今はこの暗さがありがたい。

　リーファはひときわ大きな樹きの陰かげから、遥はるか高みの星空を見上げた。今のところ、天空を往ゆく不ふ吉きつな影は見えない。押し殺した声で傍かたわらのパーティーメンバーに囁ささやく。

「翅はねが回復したらすぐに飛ぶからね。準備してて」

「ええー……僕、まだ目め眩まいが……」

　情けない声で相棒が答える。

「また酔よってるのぉ？　情けないなぁ……いいかげん慣れなさいよレコン」

「そんな事言ったって怖いものは怖いよ……」

　リーファは、やれやれという心境でため息をついた。

　大樹の根元にしゃがみこむレコンという少年プレイヤーは、リーファとは現実世界でも友人で、ＡＬＯ──アルヴヘイム・オンラインを始めたのも同時期である。つまりリーファと同じく約一年のキャリアがあるはずなのだが、いつまで経たっても飛行酔いが克こく服ふくできない。空中戦闘能力が強さの全すべてと言っていいＡＬＯで、一度や二度の乱戦でへばっているようでは正直頼りない。

　とは言え、リーファはレコンのそんな所が嫌きらいではない。強しいて言えば放ほうっておけない弟、みたいなものだろうか。外見もそんなキャラクターを裏切らず、背の低い華きや奢しやな体に黄緑色のおかっぱ風の髪、長い耳も下方向に下がり、顔は泣き出す寸前で固定されたような作りだ。ランダム生成されたにしてはあまりにも現実の彼を彷ほう彿ふつとさせるその姿を、ゲームにダイブした直後に初めて見たときは大笑いしてしまったものだ。

　もっともレコンに言わせればリーファの姿も現実の彼女にかなり似ているらしい。シルフ種族の少女にしては少しばかり骨ほね太ぶとの体に、眉まゆも眼もきりっとした作り。

　せめて仮想世界では《たおやか》といった表現の似に合あう姿を期待していたのだが、まあ客観的に見れば可愛かわいい、と言っていい容よう姿しではある。それはこの世界ではかなりの幸運に恵まれないと得られないものであるし──満足できる姿を手に入れられるまで、追加料金を月額接続料の数年分投入した者もザラにいる──リーファとしては決けつして不満があるわけではない。

　付け加えれば、ＡＬＯ内での容姿はキャラクターの性能には一切影えい響きようしないので、レコンがすぐに眼を回すのは純じゆん粋すいに彼の平へい衡こう感覚の頼りなさによるものだ。

　リーファは手を伸ばし、レコンの装備したブレストアーマーの後ろを摑つかんで強引に立たせた。背中の透明な四枚の翅を覗のぞき込むと、飛行力が回復した証あかしとして薄緑色の燐りん光こうに包まれている。

「よし、もう飛べるね。次の飛行で森を抜けるよ」

「え～～……きっと追手はもう撒まいたよ～。もう少し休もうよ」

「甘い!!　サラマンダーの中に索さく敵てきスキルの高い奴やつが一人いたから、下へ手たするともう見付かってるよ。二人じゃ次の空中戦闘エアレイドには耐えられない。根性でテリトリーまで飛ぶのよ!!」

「ふわーい……」

　レコンは情けない返事をすると、左手で宙ちゆうを握る仕し草ぐさをした。その手の中に、半透明のスティック状のオブジェクトが出現する。短い棒の先端に小さな球がくっついたそれは、ＡＬＯで飛行するときに使用する補助コントローラだ。レコンが軽く手前にスティックを引くと、四枚の翅はねがふわりと伸び、わずかに輝かがやきを増す。

　それを確認して、リーファも自分の翅を広げ、二、三度震ふるわせた。こちらはコントローラを使用しない。ＡＬＯにおける一流戦士の証あかし、高等技術の《随ずい意い飛行》をマスターしているためその必要がないのだ。

「じゃ、行くよ!!」

　低い声で叫ぶと、リーファは一気に地を蹴って飛び立った。背中の翅を思い切り伸ばして、梢こずえの向こうに見える満月目め指ざして急上昇する。風が頰ほおを叩たたき、長いポニーテールを揺らす。

　数秒で森を突き抜け、リーファは樹じゆ海かいの上空に飛び出した。視界いっぱいにアルヴヘイムの風景が広がる。途と方ほうもない開放感。

「ああ……」

　遥はるかな高みを目指して上昇しながら、リーファは法ほう悦えつのため息を漏もらした。この瞬しゆん間かん、この感覚だけは何ものにも代えがたい。泣きたいほどの高こう揚よう。いにしえの昔から、人間は空行く鳥に憧あこがれてきた。そしてとうとう手に入れたのだ。己おのれ自身の翼つばさを、この幻げん想そうの世界で。

　システム的に課かせられた滞たい空くう制限が恨うらめしい。心ゆくまで、どこまでも高く遠く飛びつづけられるなら、何を犠ぎ牲せいにしても惜おしくない。

　もっとも、それはアルヴヘイムで戦う全すべてのプレイヤーの望みなのだ。他種族に先さき駆がけて、《世界樹》の上にあるという伝説の空中都市に到着し、真なる妖よう精せい《アルフ》に生まれ変わる──そうなれば、滞空制限は一切解除され、名めい実じつともにこの無限の空の支配者となれるという。

　リーファは、自分のステータスの強化にも、レアアイテムの入手にも興味がない。この世界で戦い続ける理由はただ一つ。

　今はまだ届かない金色の月目指して、リーファは一回大きく羽根を震わせた。零こぼれ落ちた光の粒つぶが、彗すい星せいのような緑色の尾となって夜空に流れた。




「り、リーファちゃん～～、待って～～」

　──という弱々しい声が下方から響ひびいてきて、リーファの意識を現実に引き戻した。上昇を停止して見下ろすと、コントローラを握ったレコンが必死に後を追ってくる。補助システムを使用した飛ひ翔しようは速度の上限が低いため、リーファが本気で飛ぶとレコンは追つい随ずいできない。

「ほらもうちょっと、がんばれがんばれ!!」

　翅はねを広げてホバリングしながらレコンに両手で手て招まねきする。顔を上げて周囲を見渡し、広大な樹じゆ海かいの彼方かなた、夜闇の中に一ひと際きわ黒くそびえ立つ世界樹を見つけると、そこを起点にシルフの領土がある方向を見定める。

　レコンがようやく同じ高度まで追いついてきたのを確認し、今度は速度を合わせて宙ちゆうを滑るように飛び始めた。

　隣となりに並んだレコンが、顔を強こわ張ばらせながら言った。

「ちょ、ちょっと高度取りすぎじゃない？」

「高いほうが気持ちいいじゃない。翅が疲れてもいっぱい滑空グライドできるしさ」

「リーファちゃんは飛ぶと人格変わるしなぁ……」

「なんか言った？」

「う、ううん、なんでも」

　軽かる口ぐちを叩たたきながら、アルヴヘイム南西域にあるシルフ領目指して巡じゆん航こうしていく。

　今日は、レコンを含む気き心ごころの知れた仲間四人と待ち合わせ、シルフ領の北東、中ちゆう立りつ域いきのダンジョンで狩りをした。幸さいわい他のパーティーと鉢はち合あわせることもなく充実した冒険を行い、たっぷりとお金とアイテムを稼かせいでさて帰ろうというところで、サラマンダーの八人パーティーに待ち伏せされてしまったのだ。

　異種族同士なら戦せん闘とう可能なＡＬＯではあるが、あからさまに追おい剝はぎめいたことをするプレイヤーはむしろ少数派と言っていい。特に今日の冒険は、現実時間では平日の午後ということもあって、そう大人数の襲しゆう撃げき部隊は現れないだろうと予想していたのだが、見み事ごとにその油ゆ断だんを突かれてしまった。

　逃亡しながらの二度のエアレイドで敵てき味み方かたとも三人ずつを減らし、もともと人数の少なかったリーファたちはわずか二人を残すのみとなってしまったが、飛行速度でサラマンダーに優まさるアドバンテージを活いかしてどうにか追つい撃げきを振り切り、あと少しでシルフ領に到達できるというところまで来た。二度の戦闘で酔よったレコンの回復に時間を取られてしまったが、この調子ならどうにかテリトリーに逃げ込めるかなと思いながら、リーファが何気なく背後の森を振り返った時──。

　鬱うつ蒼そうと立ち並ぶ巨木の下で、オレンジ色の閃せん光こうがちかりと瞬またたいた。

「レコン!!　回避!!」

　リーファは咄とつ嗟さに叫び、左下方に急速旋回した。直後、木この葉の隙すき間まを貫いて、地上から三本の火か線せんが猛もう烈れつな勢いで伸び上がってきた。

　高度を取っていたことが幸いし、長く尾を引く熱線はぎりぎりのタイミングで直前に二人が飛行していた空間を焼き焦こがしながら夜空へと消えていった。

　だが胸を撫なで下ろす暇ひまはない。攻こう撃げき魔ま法ほうが放はなたれた辺あたりの樹じゆ海かいから、五つの赤黒い影が飛び出し、急速にリーファたち目め掛がけて上昇してくる。

「もー、しつこいなあ!!」

　リーファは毒どくづくと、北西の方角に眼を凝こらした。シルフ領の中央に立つ巨大な《風の塔》の灯りはまだ見えない。

「仕し方かたない、戦せん闘とう準備!!」

　叫び、腰からゆるく湾わん曲きよくした長刀を引き抜く。

「うえー、もうヤダよ」

　泣き言をこぼしながらレコンも短剣ダガーを抜ばつ刀とうし、構かまえる。

「向こうは五人、負けてもしょうがないけど簡単に諦あきらめたら承知しないからね！　あたしがなるべく引き付けるから、どうにか一人は落として」

「善ぜん処しよします……」

「たまにはイイトコ見せてね」

　レコンの肩をちょんと突つ付つくと、リーファは顔を引き締しめ、ダイブの姿勢を取った。体をくるりと丸め、一回転して弾はずみをつけると、翅はねを鋭えい角かくに畳たたんで猛もう烈れつな勢いで急降下。くさび型のフォーメーションを組むサラマンダーたち目掛けて無む謀ぼうとも言える突進を敢かん行こうする。

　ＡＬＯ初期からの古こ参さんプレイヤーで、経験も装備も充実しているリーファたちのパーティーがみじめに敗走する破は目めになったのは、敵の人数もさることながら最近サラマンダーたちが編あみ出したフォーメーション戦法のせいと言っていい。機動力を犠ぎ牲せいにしてヘビーアーマーにぎっちり身を固め、逆にその重量を活かせる長槍ランスでの突進攻撃を繰り返すのだ。水平に何本も並んだ長大な槍やりが、怒ど濤とうの勢いで襲おそい掛かってくる重圧は凄すさまじく、シルフの利点たる軽快性を発はつ揮きできる乱戦に持ち込むのが難しい。

　だがリーファは、今日の二度の戦闘で、敵の攻撃方法の弱点をなんとなく察していた。持ち前のクソ度ど胸きようを発揮して、敵集団の先頭の一人に狙ねらいを定め臆おくすることなくダイブしていく。あっという間に距きよ離りが詰つまる。敵が構かまえる銀色のランス、その鋭するどい先せん端たんに全神経を集中する。

　キィィィという甲かん高だかいシルフの突進音と、ギュアアアという鈍にぶい金属質なサラマンダーのそれが奏かなでる不ふ協きよう和わ音おんがみるみる高まり、とうとう二者が交差した瞬しゆん間かん、大気を揺るがす爆発音となって轟とどろいた。

　リーファは歯を食くい縛しばり、首をわずかに捻ひねるだけの動きで、敵が握ったランスの必殺の威い力りよくを秘めた穂先を回避した。頰ほおを掠かすめた切っ先が、燃えるような熱さをそこに残すが無視する。直後、両手で大だい上じよう段だんに構えた長刀を敵の赤いヘルメット目掛けて、

「セイィィィィ……」

　叩たたき込む。

「ラァァァァァ!!」

　分厚いバイザーの奥で驚きよう愕がくに見開かれる眼と一いつ瞬しゆん視線がぶつかるが、それを意識する間もなく黄緑色のエフェクトフラッシュが炸さく裂れつし、激しい手て応ごたえとともに敵の巨体が吹き飛んだ。

　ひとたまりもなく錐きり揉もみ状態で落下していく敵のＨＰバーは、重じゆう装そう甲こうのせいで三割も減っていないが、頭部にあれだけの衝しよう撃げきを受ければしばらく戦列には復帰できないだろう。リーファは即座に意識を切り替え、内心で叫ぶ。

　──ここだ!!

　敵の重突進戦法の弱点は、交こう錯さく後の切り替えしに時間がかかることだ。残り四人のサラマンダーとすれ違った瞬しゆん間かん、リーファは体を捻ひねり、翅はねをいっぱいに広げて強引な左ターンを行った。

　恐ろしい横Ｇに全身が軋きしむ。それに耐えながら、少しでもクイックに旋回するために右の翅で推進、左の翅で制せい動どうという無茶な動作を行い、視界の端に同じく左旋回中の敵戦列を捉とらえる。

　重武装のサラマンダーは、リーファの狙ねらいを悟さとっても旋回半径を縮めることができない。その横腹めがけ、ターンを完了したリーファの剣が襲い掛かった。

　左端の敵に、リーファの胴どう薙なぎが見事にヒット。フォーメーションが乱れる。

　──このまま乱戦に持ち込んでやる!!

　五人の敵のうち、随ずい意い飛行を行っていたのは先さき程ほど落としたリーダーだけで、残りは全員補助コントローラ使用だ。混戦時の動きの俊しゆん敏びんさではリーファが大きく上回る。

　ちらりとレコンの姿を探すと、右端のサラマンダーと熱戦を繰り広げていた。普ふ段だんは頼りないが、彼もまたベテランプレイヤーだ。接近戦に持ち込みさえすればダガー使いの本領を発はつ揮きする。

　長刀使いのリーファも狙った敵の背後にぴたりと張り付き、的確なダメージを与え続けた。いけるかもしれない、とちらりと考える。唯ゆい一いつの不安は先せん刻こくの火属性魔法攻こう撃げきで、あれは五人の中に少なくとも一人メイジがいることを意味する。武装は全員が同じ金属鎧なので補助的に魔ま術じゆつスキルを選択している魔ま法ほう戦せん士しだろうが、サラマンダーの操あやつる火か炎えん魔ま法ほうは低級のものでも侮あなどれない威い力りよくを持っている。

　フォーメーションの常識として、メイジは左右どちらかの端だろうとリーファは予想していた。つまり、今相手にしている敵か、もしくはレコンが張り付いてちくちくと嫌いや味みな攻撃をしている奴やつだ。この距きよ離りならスペル攻撃を行う余裕はない。この二人を落とせば、あとは五分の勝負だ。

「りゃあああっ!!」

　リーファは気合とともに再ふたたび得意の両手上段斬りを放った。見み事ごとに敵の肩口にヒットし、赤くなっていたＨＰバーががりっと削れて消滅した。

「畜ちく生しよう!!」

　敵が毒づいた直後、その体が深紅の炎に包まれた。ごおっという効果音と共に燃える雫しずくが飛ひ散さんし、あとには小さな赤い炎が残される。《リメインライト》と呼ばれるこの火が消えないうちに蘇そ生せい魔ま法ほうなりアイテムを使用すればこの場で復活できるが、一分が経過してしまうと彼は自種族のテリトリーに転送されてしまい、そこで蘇生することになる。

　リーファは倒した敵のことをすぐに脳のう裏りから振り払い、新たな敵へと目標を定めて空中を突進した。残り三人はまだ長大なランスの扱あつかいに不ふ慣なれらしく、接近戦での動きが鈍い。無理な突とつ撃げきを交互に繰り返してくるが、速度の乗らない突き攻こう撃げきなど、見切りの達人であるリーファには通用しない。

　再び視線を動かすと、レコンも今まさに止とどめを刺そうというところだった。彼のＨＰバーもそれなりに減少しているが、回復魔ま法ほうが必要なほどではない。五対二の圧倒的に不利なエアレイドだったが、これなら勝てる──。そう確信し、リーファは長刀を振りかぶった。

　しかし、直後。地上から立て続けに伸び上がった炎の渦うずが、レコンの体を捉とらえた。

「うわああ!!」

　悲ひ鳴めいを上げてレコンが空中で停止する。

「バカ、止まるな!!」

　リーファの叫びが届く前に、瀕ひん死しのサラマンダーのランスがレコンの体を貫いた。

「ごめえええええん」

　断だん末まつ魔まと謝罪を同時にこなしたレコンが、緑色の旋せん風ぷうに包まれた。《エンドフレイム》と呼ばれるその死亡エフェクトに溶けるように体が消滅し、先さき程ほどと同様に小さな残り火が漂う。

　すぐに蘇生すると解わかっていても、やはり仲間が倒れるのは嫌いやなものだ。リーファは奥歯を嚙かみ締しめるが、感かん傷しように浸ひたっている余よ裕ゆうはない。再び地上から殺さつ到とうする火炎攻撃を、連続ターンで必死に避よける。

　……メイジは先頭の奴やつだったのか！

　そうと知っていれば、落下するのを追って止めを刺したものを。だが今いま更さら悔くやんでも遅い。状況は絶対的に不利だ。

　しかし、諦あきらめるつもりはない。最後の最後まで醜みにくくあがいて執しつ拗ように逆転の一本を狙う、それが剣士として長い年月培つちかったリーファの美学であり矜きよう持じでもある。

　地上からの援えん護ご魔ま法ほうで態勢を立て直した二人のサラマンダーが、遠えん距きよ離りからの突撃を開始した。

「来い!!」

　叫んで、リーファも上段に長刀を構かまえた。




　　　　　＊＊＊




「フムグ!!」

　途と方ほうもなく長い落下の末、情けない悲鳴を発しながら俺おれはどことも知れぬ場所に墜つい落らくした。声がくぐもって響ひびいたのは、最初に地面に接したのが足ではなく顔面だったからだ。深い草むらに顔を突っ込んだ姿勢で数秒間静止したあと、ゆっくりと背中から仰あお向むけに倒れる。

　ともかくも自由落下状態が終了した安あん堵ど感かんで、俺はしばらくそのまま寝ね転ころがり続けた。

　夜だ。深い森の中。

　樹じゆ齢れい何百年とも知れぬ節ふしくれだった巨木が、俺の周囲に天を衝つく勢いで伸び、四方に枝葉を広げている。梢こずえを透かして見えるのは星ほし屑くずを散ちりばめた黒い空、そして真上で金色に輝かがやく巨大な満月。

　虫の声がする。それに被かぶせて夜鳥が低く歌っている。遠く響く獣けものの遠とお吠ぼえ。鼻び腔こうをくすぐる植物の香かおり。肌はだを撫なでていく微び風ふう。全すべてが恐ろしく鮮あざやかに俺の五感を包み込んでいる。現実以上の現実感──まごうことなき仮想世界の手て触ざわりだ。

　エギルに話を聞いた時には半信半疑だったが、確かにこの《ＡＬＯ》のモデリングの高精細さはＳＡＯと何ら遜そん色しよくがないように思える。一年足らずの開発期間でどうやってここまでの物を、という疑問も、神経系を駆け巡る圧倒的な情報量が押し流していく。

「また……来ちゃったなぁ……」

　俺は眼を閉じてひとりごちた。あの世界から解き放たれて二ヶ月、一度はもう決して訪れることはあるまいとすら思った全感覚投入型ＶＲワールドに、再ふたたびこうして横たわっている。性しよう懲こりもなく──、という言葉が脳のう裏りをよぎり、思わず苦笑する。

　だが、あの世界とひとつだけ異なるのは、ＨＰがゼロになっても現実の俺は死なないことと、いつでもここから出られるという保証があることだ……と、そこまで考えたところで、俺は不ふ意いにギクリとした。

　先さき程ほどのオブジェクト表示異常、謎なぞの空間移動、あれらは何だったのか。そもそも俺はなぜこんな所にいるのか。開始地点は種族のホームタウンだとナビゲータが言っていたではないか。ここはどう見ても街中ではない。

「おい、まさか……まさかね……」

　俺は片かた頰ほおを引き攣つらせながら、右手を上げ、揃そろえた人差し指と中指を振ふった。が、何も起こらない。冷や汗をかきながら何度か試したところで、先程聞き流したチュートリアルでメニューの呼び出しと飛行コントローラ操作は左手と教えられたことを思い出す。

　左手の指を振ると、今度は軽けい快かいな効果音とともに半透明のメインメニューウインドウが開いた。デザインはＳＡＯのものとほとんど同一だ。右に並ぶメニューを食い入るように見つめる。

「あ、あった……」

　一番下に、《Log Out》と表示されたボタンが光っていた。ためしに押してみると、フィールドでは即時ログアウトはできませんが云うん々ぬん、という警告メッセージとともにイエス／ノーボタンが現れる。

　ひとまず俺おれは安あん堵どのため息をついた。草地に片手を突き、上体を起こす。

　改めて周囲を見渡すと、どうやら広大な森のど真ん中にいるようだった。巨木の連なりが無限に続くばかりで、灯あかり一つ見えない。なぜこんな所に落っこちたのか見当もつかないが、とりあえずマップを開いてみようと、再びウインドウに眼を落とす。ボタンに指を伸ばしかけ──俺はあることに気付き、ぴたりと動きを止めた。

「うあ……!?」

　思わず口から短い声が洩れる。

　ウインドウ最上部には、キリトというお馴な染じみの名前とスプリガンなる種族名の表示。その下に生ヒ命ツ力トポイント、魔マ力ナポイントというステータス数値がある。それぞれ４００、80といういかにも初期値然とした数字だ。ここまでは問題ない。

　俺を驚かせたのは、更さらにその下にある習得スキル欄らんだった。何を選択した覚えもないので、当然全すべて空欄と思いきや、様々なスキル名が八個も列記されているではないか。スプリガン種族の初期スキルかもしれないが、それにしては数が多い。欄に指先を触れさせ、スキル窓を開いて詳しよう細さいに確認する。

　並んでいるのは、《片手剣》やら《体術》、《武器防御》といった戦せん闘とう系けいスキルから《釣り》のような生活系スキルまでと一貫性がなく、その上熟練度の数値が異常だ。ほとんどのスキルが九〇〇台で、中には一〇〇〇に達してマスター表示が付いているものもあるではないか。通常、ＭＭＯＲＰＧ内のスキルというのは気の遠くなるような時間をかけて初めて完全習得できるもので、初期値からマックスということは絶対に有り得ない。

　これはどう考えてもデータがバグっている。こんな所に飛ばされてしまったことといい、システムが不安定なのだろうか。

「大丈夫なのかよこのゲーム……。ＧＭゲームマスターサポートってあるのかな……」

　首を捻ひねりつつ再びコマンド群を辿たどろうとして、俺はふとなにか記憶にひっかかるものを感じた。スキル一覧窓に眼を戻す。なぜか、熟練度の数値に見み覚おぼえがあるような気がしたのだ。片手剣一〇〇〇……体術九九一……釣り六四三……。

　不ふ意いに電でん撃げきのような天てん啓けいに打たれ、俺は喘あえいだ。

　見覚えがあるはずだ。これらは、俺がＳＡＯ世界で二年をかけて鍛きたえた各種スキルの熟練度数値そのままだ。《二に刀とう流りゆう》を始め幾いくつか欠損しているが、それらはこのＡＬＯと共通していないのだろう。つまり、浮遊城アインクラッドとともに消滅したはずの《剣士キリト》の最終的ステータスが今、眼の前に表示されている。

　俺は激しく混乱した。ありえない事が起きている、としか思えない。異なる会社が運営する、まったく別のゲームなのだ。セーブデータが勝手に移動したとでも言うのか。それとも──ここは……

「ＳＡＯの中なのか……？」

　ぺたりと座すわり込む俺おれの唇くちびるから、うつろな声が漏もれた。

　白く飛んだ意識がどうにか回復するのに、たっぷり数十秒を要した。

　頭をぶんぶんと振り、無理やり思考のギアを上げてから、俺はもう一度ウインドウに眼を戻した。

　何が何だか解わからないが、とりあえず他ほかの情報がないか探ってみることにして、今度はアイテム欄らんを開いてみる。

「うわ……」

　そこに現れたのは、激しく文字化けした数十行もの羅ら列れつだった。謎なぞの漢字、数字、アルファベットが入り混じり、何がなにやら見当がつかない。

　多た分ぶん、これは俺がアインクラッドで所持していたアイテム群の残ざん滓しなのだろう。やはり何らかの原因で、旧キリトのデータがこの世界に存在するのだ。

「あっ……待てよ……」

　俺は突然、ある可能性に思い至いたった。

　アイテムが残っているなら──《あれ》もあるはずだ。アイテム欄を食い入るように見つめ、指先で画面をスクロールしていく。

「頼む……あってくれ……頼むよ……」

　意味をなさない文字列の奔ほん流りゆうが高速で瞬またたく。心臓が早はや鐘がねのように鳴り響ひびく。

「…………！」

　俺の指が無意識のうちにぴたりと止まった。その下に、暖あたたかなライムグリーンに発光するアルファベットの並びがあった。《MHCP001》。

　呼吸をするのも忘れ、俺は震ふるえる指でその名前に触れた。アイテムが選択され、カラーが反転する。指を移動させ、アイテム取り出しボタンを押す。

　ウインドウの表面に、滲にじむように白い輝かがやきが浮かび上がった。光はすぐに小さなオブジェクトへと凝ぎよう集しゆうする。涙るい滴てき型がたにカットされた、無色透明のクリスタル。中心部分がとくん、とくんと瞬またたいている。

　俺は両手で宝石をすくいとると、そっと持ち上げた。ほのかな温ぬくもりを感じる。それを意識しただけで、目め頭がしらが熱くなってくる。

　神様、お願いします──。胸のなかでそう念ねんじながら、俺は人差し指の先でそっとクリスタルを二度叩たたいた。その途と端たん、手の中で純白の光が爆発した。

「あっ……!?」

　声を洩もらしながら、腰を浮かせて一歩下がる。光の結晶体は俺の手を離はなれ、地上から二メートルほどの高さで停止した。光はどんどん強くなる。周囲の木々が青白く染め上げられ、月すらその輝きを失う。

　俺が眼をいっぱいに開いて見守るなか、渦うず巻まく白光の中心部分にひとつの影が生まれ始めた。それは徐じよ々じよに形を変え、色彩をまとっていく。四方にたなびく長い黒髪。純白のワンピース。すらりと伸びた手足。瞼まぶたを閉じ、両手を胸の前で組み合わせたひとりの少女が、まるで光そのものの化け身しんででもあるかのような輝かがやきをまといながら、ふわりと俺おれの眼がん前ぜんに舞い降りてきた。

　光の爆発は、始まったときと同じように唐とう突とつに消え去った。地上からすこし浮いた場所で静止した少女の長い睫まつ毛げが震え、両眼が静かに開いていく。やがて、夜空のように深い色の瞳ひとみが、まっすぐに俺を見つめた。

　俺は動けなかった。声が出ない。瞬まばたきすらできない。

　そんな俺を見ていた少女の、桜色の唇くちびるがゆっくりと綻ほころんだ。天使のような──という言葉でしか表現できない微び笑しよう。それに勇気づけられ、俺は口を開いた。

「俺だよ……ユイ。解わかるか……？」

　そこまで言ってから、はっとして俺は自分の体を見下ろした。今の俺は、あの世界とはまるで異なる姿だ。自分では確認できないが、服装はおろか顔の造ぞう作さくも違うはずだ。

　だが、心配は杞き憂ゆうだった。少女──ユイの唇が動き、懐なつかしい鈴すずの音のような声が響ひびいた。

「また、会えましたね、パパ」

　大おお粒つぶの涙を煌きらめかせながら、両手を差し伸べたユイが俺の胸に飛び込んできた。

「パパ……パパ!!」

　何度も叫びながら、細い腕を俺の首にかたく回し、頰ほおをすり寄せる。俺もその小さな体をぎゅっと抱きしめる。喉のどの奥から堪こらえきれない嗚お咽えつが漏もれる。

　ユイ。今は無きＳＡＯ世界で出会い、たった三日だけ一いつ緒しよに暮らし、そして消えてしまった少女。短い時間だったが、あの日々は俺の中でかけがえのない記憶として焼きついていた。アインクラッドでの長く辛つらい戦いの中、間違いなく俺が真に幸福だと感じていたあのわずかな日々──。

　郷きよう愁しゆうにも似た切ない甘さに包まれながら、俺はユイを固く抱いたままいつまでも立ち尽くしていた。こんな奇き跡せきも起きるのだ。だから、アスナとも、きっとまた出会える。もう一度あの暮らしを取り戻せる。

　それは、現実世界に帰き還かんしてから初めて芽め生ばえた確信だった。




「で、こりゃ一体どういうことなんだろ？」

　森の中、先せん刻こく墜つい落らくした空き地の片隅に手ごろな切り株を見つけて腰掛けた俺は、アスナのことを真っ先に口にしたい衝しよう動どうを抑おさえて、膝ひざの上のユイに訊たずねた。

　俺の胸に頰をすり寄せて至し福ふくの笑えみを浮かべていたユイは、きょとんとした顔で見上げた。

「…………？」

「いや、ここＳＡＯの中じゃないんだよ実は……」

　ユイが消滅してからの経けい緯いをかいつまんで説明する。サーバーから消去されようとしていたユイを圧あつ縮しゆくし、クライアント環境データの一部として保存したこと。ゲームクリアとアインクラッドの消滅。そして新たな世界アルヴヘイムと、そこになぜか存在する旧キリトのデータ。だが、いまだ覚かく醒せいしないアスナのことだけは、簡単には言葉にできなかった。

「ちょっと待ってくださいね」

　ユイは眼をつぶると、何かの声に耳を澄すますかのように首を傾けた。

「ここは──」

　ぱちりと瞼まぶたを開け、俺おれを見る。

「この世界は、《ソードアート・オンライン》サーバーのコピーだと思われます」

「コピー……？」

「はい。基き幹かんプログラム群やグラフィック形式は完全に同一です。わたしがこの姿を再現できていることからも、それは明らかです。ただカーディナル・システムのバージョンが少し古いですね。その上に乗っているゲームコンポーネントはまったく別個のものですが……」

「ふむう……」

　俺は考え込んだ。

　このアルヴヘイム・オンラインがリリースされたのはＳＡＯ事件の十二ヶ月後、アーガスが消滅し、事後処理をレクトが委託されたしばらく後だ。アーガスの技術資産をレクトが吸収したということになれば、それをそのまま流用して新規のＶＲＭＭＯゲームを立ち上げるということは充分考えられる。ゲームの根こん幹かんたる全感覚シミュレート／フィードバック・プログラムを出で来き合あいで済すませれば、開発費は大幅に抑おさえられるだろう。俺がこの世界の精度をＳＡＯ並だと驚いたことも、至し極ごく当然の話だったのだ。

　つまり、ＡＬＯがＳＡＯのコピーシステム上で動いている、という話は理解できる。だが──。

「でも……何で俺の個人データがここにあったんだろう……」

「ちょっとパパのデータを覗のぞかせてくださいね」

　ユイは再ふたたび眼を閉じた。

「……間違いないですね。これはＳＡＯでパパが使用していたキャラクター・データそのものです。セーブデータのフォーマットがほぼ同じなので、二つのゲームに共通するスキルの熟練度を上書きしたのでしょう。ヒットポイントとマナポイントは別形式なので引き継がれなかったようです。所持アイテムは……破は損そんしてしまっているようですね。このままではエラー検出プログラムに引っかかると思います。アイテムは全すべて破棄したほうがいいです」

「そうか、なるほどな」

　俺はアイテム欄らんに指を滑らせると、文字化けしているアイテムをまとめて選択した。

　この中には、アインクラッドでの思い出の詰まった品が幾いくつもあるはずだが、今は感かん傷しようを捨てて動かねばならない時だ。それに、どうせもう名前も解わからず、オブジェクト化もできないのだ。

　意を決してそれらをデリートすると、残ったのは正規の初期装備品だけとなった。

「このスキル熟練度はどうしたもんだろう」

「システム的には問題ありません。プレイ時間と比較すれば不自然ではありますが、人間のＧＭが直接確認しない限り大だい丈じよう夫ぶでしょう」

「そ、そうか。ううむ……こりゃもうビーターというよりチーターだよな……」

　──だがまあ、キャラクターが強力であるに越したことはない。俺はこれから世界樹とやらに登り、アスナを探し出さねばならないのだ。まっとうにゲームをプレイする気はもとよりない。

　それに、ステータス窓を仔し細さいに眺ながめているうちに、この世界ではキャラクターの数値的強さにはあまり重きが置かれていないらしいということが解った。ＳＡＯに存在した敏びん捷しよう力りよくや筋力のパラメータはそもそも見当たらないし、ヒットポイントやマナポイントの上昇幅も微び々びたるものである。各種武器スキルは、上昇しても装備できる武器の種類が増えるだけで、威い力りよくには影えい響きようしない。当然ＳＡＯ最大の特徴だった各種ソードスキルも存在しない。

　つまり、このＡＬＯは、プレイヤー本人の動きと判断力が強さを決定するというアクション重視の味付けをされたゲームなのだろう。ＳＡＯのように、ずっとレベルの低い敵相手なら棒立ちで打たれるがままになってもＨＰはろくに減らない、などということはなさそうだ。

　唯ゆい一いつ未知数なのはＳＡＯでは排除されていた《魔ま法ほう》で、恐らくはスプリガンの初期スキルらしい《幻属性魔法》というのが所持欄らんに登録されているが、こればかりは使ってみないと──あるいは食くらってみないと何とも言えない。

　ウインドウを閉じた俺は、相変わらず胸に密着して猫のように眼を細めているユイに訊たずねた。

「そう言えば、ユイはこの世界ではどういう扱いになってるんだ……？」

　彼女の実体は人間ではない。ＳＡＯのケアプログラムが異常変化を起こし、その結果生まれた人工知能、いわゆる《ＡＩ》である。

　二〇二五年現在、いくつかの研究機関が《限りなく知能に近い人工知能》を発表している。プログラムの《知性的振る舞い》は、突つき詰つめていくと見かけ上は擬ぎ似じ的てきな知能と真の知能との境さかい目が曖あい昧まいになっていき、現在ではそれら境きよう界かい上じようのＡＩがもっとも先進的なものとされている。

　ユイもそのような存在なのかもしれないし、あるいは最初に生まれた真のＡＩなのかもしれない。だが俺にとってはどうでもいいことだ。俺はユイを愛しているし、彼女も俺を慕したってくれている。それで充分だ。

「えーと、このアルヴヘイム・オンラインにもプレイヤーサポート用の擬似人格プログラムが用意されているようですね。《ナビゲーション・ピクシー》という名称ですが……わたしはそこに分類されています」

　言うなり、ユイは一いつ瞬しゆん難しい顔をした。直後、その体がぱっと発光し、次いで消滅してしまった。

「お、おい!?」

　俺おれは慌あわてて声を上げる。跳はね起きようとしてから、ようやく膝ひざの上にちょこんと乗っているモノに気付いた。

　身長は十センチほどだろうか。ライトマゼンタの、花びらをかたどったミニのワンピースから細い手足が伸びている。背中には半透明の翅はねが二枚。まさに妖よう精せいと言うべき姿だ。愛くるしい顔と長い黒髪は、サイズこそ違うがユイのままである。

「これがピクシーとしての姿です」
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　ユイは俺の膝上で立ち上がると、両腰に手を当てて翅をぴこぴこと動かした。

「おお……」

　俺はやや感動しながら指先でユイのほっぺたをつついた。

「くすぐったいですー」

　笑いながらユイは俺の指から逃のがれ、しゃらんという効果音と共に空中に浮き上がった。そのまま俺の肩に座すわる。

「……じゃあ、前と同じように管理者権限もあるのか？」

「いえ……」

　少ししゅんとした声。

「できるのは、リファレンスと広域マップデータへのアクセスくらいです。接触したプレイヤーのステータスなら確認できますが、主データベースには入れないようです……」

「そうか……実はな……」

　俺おれは表情を改め、ここでついに本題を切り出した。

「ここに、アスナが……ママがいるらしいんだ」

「えっ……ママが……!?」

　ユイが肩から飛び上がり、俺の顔の前で停止した。

「どういうことですか……？」

「……」

　俺は須す郷ごうのことから説明しようとしたが、寸すん前ぜんで思いとどまった。ユイをかつて崩ほう壊かい寸前まで追い込んだのは人間の負の感情だ。これ以上ユイを人の悪意で汚染したくはない。

「……アスナは、ＳＡＯサーバーが消滅しても現実に復帰していないんだ。俺はこの世界でアスナに似た人を見たという情報を得てここにやってきた。もちろん他人の空そら似にかもしれないんだけど……藁わらにもすがる、ってやつかな……」

「……そんなことが……。ごめんなさいパパ、わたしに権限があればプレイヤーデータを走そう査さしてすぐに見つけられるのに……」

「いや、大体の居場所は見けん当とうが付いてるんだ。世界樹……とか言ってたな。場所、判わかるかい？」

「あ、はい。ええと、ここからは大体北東の方向ですね。でも相当に遠いです。リアル距きよ離り置ち換かんで五十キロメートルはあります」

「うわ、それは凄すごいな。アインクラッド基き部ぶの直径の五倍か……。そういえば、俺はなんでこんな何もない森にログインしたんだ？」

　ふと思いついた疑問を口にすると、ユイもきゅっと首をかしげた。

「さあ……位置情報も破は損そんしたのか、あるいは近きん傍ぼうの経路からダイブしているプレイヤーと混信したのか、何とも言えません」

「どうせなら、世界樹の近くに落ちてくれればよかったのにな。うーん、そういえばここでは飛べるって聞いたなぁ……」

　俺は立ち上がり、首を捻ひねって肩越しに覗のぞき込んだ。

「おお、羽根がある」

　背中から、クリアグレーに透き通る鋭するどい流線型の羽根──というよりも昆虫の翅はねと言うべきものが伸びている。だが動かし方がさっぱり分からない。

「どうやって飛ぶんだろ」

「補助コントローラがあるみたいです。左手を立てて、握るような形を作ってみてください」

　再び肩に乗ったユイの言葉に従って、俺は手を動かした。するとその中に、簡単なジョイスティック状のオブジェクトが出現した。

「えと、手前に引くと上昇、押し倒すと下降、左右で旋せん回かい、ボタン押し込みで加速、離すと減速となっていますね」

「ふむふむ」

　俺おれはスティックをゆっくり手前に倒してみた。すると、背中の翅はねがぴんと伸び、ぼんやりとした燐りん光こうを放はなち始める。そのままスティックを引き続ける。

「おっ」

　不ふ意いに、体がふわりと浮いた。ゆっくりとした速度で森の中を上昇していく。一メートルほど浮いたところでニュートラルに戻し、今度はてっぺんの球を押し込んだ。すると体が滑るように前方に移動していく。

　下降や旋回を試すうち、俺はすぐに操作を吞のみ込むことができた。かつて遊んだ飛行系ＶＲゲームに比べれば相当に単純な操作系だ。

「なるほど、大体わかった。とりあえず基本的な情報が欲ほしいよな……。一番近くの街ってどこかな？」

「西のほうに《スイルベーン》という街がありますね。そこが一番……、あっ……」

　突然ユイが顔を上げた。

「どうした？」

「プレイヤーが近づいてきます。三人が一人を追っているようですが……」

「おお、戦せん闘とう中かな。見に行こうぜ」

「あいかわらずパパはのんきですねえ」

　ユイの頭をこつんと突付き、俺はウインドウを操作して初期アイテムの片手用直ちよく剣けんを背中に装備した。抜いて、数回振ってみる。

「うわあ、なんかちゃっちい剣だなぁ。軽いし……まあいっか……」

　鞘さやに収め、俺は再びスティックを出して握った。

「ユイ、先せん導どう頼む」

「了解です」

　鈴すずのような音とともに肩から飛び立ったユイを追って、俺も空中移動を開始した。




　　　　　＊＊＊




　サラマンダーの放はなった火か炎えん魔ま法ほうが、ついにリーファの背を捉とらえた。

「うぐっ!!」

　無論痛みや熱は感じないが、背後から大きな手で張り飛ばされたような衝しよう撃げきを受けて姿勢を崩くずす。逃亡を図りながら風属性の防ぼう御ぎよ魔法を張っておいたお陰かげでＨＰバーには余よ裕ゆうがあるものの、シルフ領はまだまだ遠い。

　その上、リーファは加速が鈍り始めたのに気付く。忌いま々いましい滞空制限だ。あと数十秒で翅はねがその力を失い、飛べなくなる。

「くうっ……」

　歯は嚙がみをしながら、樹じゆ海かいに逃げ込むべく急角度のダイブ。敵にメイジがいる以上、魔ま法ほうを使っても隠かくれおおせるのは難しいだろうが、諦あきらめておとなしく討うたれるのは趣味ではない。

　梢こずえの隙すき間まに突入し、幾いく重えにも折り重なった枝をすり抜けながら地表に近づいていく。そうするうちにも速度はどんどん落ちる。やがて前方に草の繁しげった空き地を見つけそこにランディングを敢かん行こう、靴くつ底ぞこを滑すべらせながら制せい動どうをかけ、正面の大たい木ぼくの裏に飛び込むと身を伏ふせた。すぐさま両手を宙ちゆうにかざし、隠いん行こう魔法の発動を開始する。

　ＡＬＯでは、魔法を使用するためには、ファンタジー映画よろしく実際に口で《呪文スペル》を詠えい唱しようしなくてはならない。システムが認識できるよう、一定以上のボリュームと明確な発音が必要とされるし、途中でつっかえれば魔法はあっけなく失敗フアンブルし、最初から詠唱し直しとなってしまう。

　暗記しているスペルを、可能な限りの早口でどうにか無事に唱え終えた途と端たん、薄緑色の大気の流れが足あし許もとから湧わき上がり、リーファの体を覆おおった。

　これで敵の視線からはガードされる。しかし、高レベルの索さく敵てきスキルもしくは看かん破ぱ魔法を使われればその限りではない。息を詰め、ひたすら身を縮める。

　やがて、サラマンダー特有の鈍にぶい飛ひ翔しよう音おんが複数近づいてきた。背後の空き地に着陸する気配。がちゃがちゃと鎧よろいの鳴る音に重なって、低い叫び声が響ひびく。

「このへんにいるはずだ！　探せ!!」

「いや、シルフは隠かくれるのが上う手まいからな。魔法を使おう」

　その言葉に、野の太ぶといスペルの詠唱が続く。リーファは思わず毒どくづきそうになって口をつぐむ。──数秒後、ざわざわと草の鳴る音が背後から近づいてきた。

　巨木の根を乗り越えてこちらに這い寄ってくる幾いくつかの小さな影は、赤い皮ひ膚ふと眼を持つトカゲだ。火属性の看破魔法である。数十匹のサーチャーが放射状に放たれ、隠いん行こう中のプレイヤーまたはモンスターに接触すると燃え上がって場所を教える。

　──来るな、あっち行け！

　トカゲの進路はランダムだ。リーファは必死に小さな爬は虫ちゆう類るいに向かって念ねんずる。が、願い空むなしく一匹がリーファを包む大気の膜まくに触ふれた。瞬しゆん間かん、一声甲かん高だかく鳴いて、赤々と燃え上がる。

「いたぞ、あそこだ!!」

　金属鎧を鳴らして駆かけ寄ってくる気配。リーファはやむなく木の陰かげから飛び出す。一回転して立ち上がり、抜ばつ剣けんして構かまえると、三人のサラマンダーも立ち止まってランスをこちらに向けてきた。

「梃て子こ摺ずらせてくれるじゃねーの」

　右端の男が兜かぶとのバイザーを跳はね上げ、興奮を隠し切れない口調で言った。

　中央に立つリーダー格の男が、落ち着いた声で言葉を続ける。

「悪いがこっちも任務だからな。金とアイテムを置いていけば見逃す」

「なんだよ、殺そうぜ!!　オンナ相手超ひさびさじゃん」

　今度は左の男が、同じくバイザーを上げながら言った。暴力に酔った、粘ねばりつく視線を向けてくる。

　一年のプレイ経験から言うと、この手の、《女性プレイヤー狩り》に執しゆう着ちやくを見せる連中は少ないとは言えない。リーファは嫌悪感で肌はだが粟あわ立だつのを意識する。卑ひ猥わいな言葉を発したり、戦せん闘とう以外の目的で無む闇やみと体に触れたりすればハラスメント行為で即座に通報されてしまうが、殺さつ傷しよう自体はゲームの目的でもあるゆえに自由だ。ＶＲＭＭＯで女性プレイヤーを殺すのはネットにおける最高の快楽とうそぶく連中すらいるのだ。

　正常に運営されているＡＬＯですらこうなのである。いまや伝説となった《あのゲーム》の内部はさぞ……と思うと背筋が寒くなる。

　リーファは両足でしっかりと地面を踏みしめると、愛用のツーハンドブレードを大上段に構えた。視線に力を込め、サラマンダーたちを睨にらむ。

「あと一人は絶対に道連れにするわ。デスペナルティの惜おしくない人からかかってきなさい」

　低い声で言うと、両脇のサラマンダーが猛たけり立つように奇声を上げながらランスを振り回した。それを両手で制しながらリーダーが言った。

「諦あきらめろ、もう翅はねが限界だろう。こっちはまだ飛べるぞ」

　確かに、言われたとおりだった。ＡＬＯにおいて、飛行する敵に地上で襲われるのは絶対的に不利なポジションである。一対三となれば尚なお更さらだ。しかし諦める気はない。金を渡して命いのち乞ごいをするなどもってのほかだ。

「気の強い子だな。仕方ない」

　リーダーも肩をすくめると、ランスを構え、翅を鳴らして浮き上がった。左右のサラマンダーも左手にスティックを握り、追つい随ずいする。

　たとえ三本の槍やりに同時に貫つらぬかれようとも、最初の敵に全力を込めた一ひと太た刀ちを浴びせる覚悟でリーファは腕に力を込めた。敵が三方からリーファを取り囲み──今まさに突とつ撃げきしようという、その時だった。

　突然後ろの灌かん木ぼくががさがさ揺れると、黒い人影が飛び出てきた。それはサラマンダーのすぐ横をすり抜け、空中でぐるぐる錐きり揉もみしたと思ったら、派手な音を立てて草の中に墜つい落らくした。

　予想外のことに、リーファと三人のサラマンダーの動きが止まった。あっけに取られて闖ちん入にゆう者しやを凝ぎよう視しする。

「うう、いてて……。着陸がミソだなこれは……」

　緊張感のない声とともに立ち上がったのは、浅黒い肌はだの男性プレイヤーだった。つんつんと尖とがった威い勢せいのいい髪形、やや吊つり上った大きな眼、どことなくやんちゃな少年と言った気配だ。背中から伸びるクリアグレーの翅はねはスプリガンの証あかしである。

　遥はるか東の辺境にテリトリーを持つスプリガンがこんな所で何を、と思いながら彼の装備をチェックしたリーファは眼を疑った。黒い簡素な胴着ダブレツトにズボンのみでアーマーの類はなく、武器は背中の貧弱な剣一本。どう見ても初期装備そのままだ。初心者ニユービーがこんな中立域の奥深くに出てくるとは何を考えているのか。

　右も左も判らない新米プレイヤーが無む惨ざんに狩られるシーンを見るに忍しのびなく、リーファは思わず叫んでいた。

「何してるの！　早く逃げて!!」

　だが黒衣の少年は動じる気配もない。まさか他種間ならキル有りというルールを知らないのだろうか。右手をずぼっとポケットに突っ込むと、リーファと上空のサラマンダーたちをぐるりと見渡し、声を発した。

「重戦士三人で女の子一人を襲うのはちょっとカッコよくないなぁ」

「なんだとテメエ!!」

　のんびりした言葉に激発した二人のサラマンダーが、宙ちゆうを移動して少年を前後から挟はさみ込んだ。ランスを下方に向け、突進の姿勢を取る。

「くっ……」

　助けに入ろうにも、リーダー格の男が上空でこちらを牽けん制せいしているためうかつに動けない。

「一人でノコノコ出てきやがって馬ば鹿かじゃねえのか。望みどおりついでに狩ってやるよ！」

　少年の前方に陣じん取どったサラマンダーが、音高くバイザーを降ろした。直後、広げた翅からルビー色の光を引きつつ突とつ撃げきを開始。後方の一人は、少年が回避した所を仕し留とめるべく時間差で襲い掛かるつもりらしい。

　到とう底ていニュービーにどうにかできる状況ではなかった。ランスが体を貫つらぬく瞬間を見たくなくて、リーファが唇くちびるを嚙かんで眼を逸そらせようとした──その寸すん前ぜん。

　信じられないことが起こった。

　右手をポケットに突っ込んだまま、無む造ぞう作さに左手を伸ばした少年が、必殺の威い力りよくをはらんだランスの先端をがっしと摑つかんだのだ。ガードエフェクトの光と音が空気を震ふるわせる。あっけに取られて眼と口をぽかんと開けるリーファの眼前で、少年はサラマンダーの勢いを利用して腕をぶんと回すと、摑んだランスごと背後の空間に放り投げた。

「わあああああ」

　悲鳴を上げながら吹っ飛んだサラマンダーが、待機していた仲間に衝しよう突とつし、両者は絡からまったまま地面に落下した。がしゃがしゃん！　という金属音が重なって響ひびく。

　少年はくるりと振り返ると、背中の剣に手をかけ──そこで動きを止めて、やや途と惑まどったような表情でリーファを見た。

「ええと……あの人たち、斬ってもいいのかな？」

「……そりゃいいんじゃないかしら……。少なくとも先方はそのつもりだと思うけど……」

　もう何がなにやら、呆ぼう然ぜんと答える。

「それもそうか。じゃあ失礼して……」

　少年は右手で背から貧ひん相そうな剣を抜くと、だらりと地面に垂らした。斬る、と威い勢せいのいいことを言っているわりには動きに気合というものがない。すっと重心を前に移しながら左足を一歩前に──
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　突然、ズバァン!!　という衝しよう撃げき音おんと共に少年の姿が搔かき消えた。今までどんな敵と相対しようとも、その太た刀ち筋すじが見えなかったことはないリーファの眼ですら追いきれなかった。慌あわてて首を右に振ると、遥はるか離れた場所に少年が低い姿勢で停止していた。剣を真正面に振り切った形である。

　と、二人のサラマンダーのうち、立ち上がりかけていた方の体が赤いエンドフレイムに包まれた。直後に四散。小さな残り火が漂う。

　──速過ぎる!!

　リーファは激しく戦せん慄りつした。いまだかつて眼にしたことのない次元の動きを見た衝しよう撃げきで全身がぞくぞくと震ふるえた。

　この世界でキャラクターの運動速度を決定しているものは唯ただ一つ、フルダイブシステムの電子信号に対する脳神経の反応速度である。アミュスフィアがパルスを発し、脳がそれを受け取り、処理し、運動信号としてフィードバックする、そのレスポンスが速ければ速いほどキャラクターのスピードも上昇する。生来の反射神経に加えて、一般的に長期間の経験によってもその速度は向上すると言われている。

　自慢ではないがリーファはシルフの中で五ご指しに入るスピードの持ち主と称しようされている。長年鍛きたえた反射神経と、一年に及ぶＡＬＯプレイ歴によって、一対一ならばどんな相手にも遅れは取らないと近頃は自信を深めていたのだが──。

　リーファと、空中のサラマンダー隊リーダーが啞あ然ぜんとして見守る中、少年はのそっと立ち上がり、再び剣を構えつつ振り向いた。

　突進をいなされたもう一人のサラマンダーは、まだ何が起こったのか理解していないようだ。見失った相手を探して見けん当とう違いの方向をきょろきょろと見回している。

　その相手に向かって、容よう赦しやなく少年が再びアタックする素振りを見せた。今度こそ見失うまいとリーファは眼を凝こらす。

　初動は決して速くない。気き負おいのない、ゆらりとした動きだ。だが一歩踏み出した足が地面に触れた瞬しゆん間かん──

　再び大気を揺るがす大音響とともにその姿が霞かすんだ。今度はどうにか見えた。映画を早送りしたような、コマの落ちた映像がリーファの眼に焼きつく。少年の剣が下段から跳はね上がり、サラマンダーの胴どうを分断。エフェクトフラッシュすら一いつ瞬しゆん遅れた。少年はそのまま数メートルも移動し、剣を高く振り切った姿勢で停まる。再び死を告げる炎が噴き上がり、二人目のサラマンダーも消滅した。

　スピードにばかり眼を奪われていたリーファだが、今いま更さらのように少年の攻撃が発生させたダメージ量の凄すさまじさに気付いた。二人のサラマンダーのＨＰバーは、全快状態でこそなかったもののまだ半分は残っていた。それを一いち撃げきで吹き消すとは尋じん常じようではない。

　ＡＬＯにおいて、攻撃ダメージの算出式はそれほど複雑なものではない。武器自体の威力、ヒット位置、攻こう撃げきスピード、被ダメージ側の装甲、それだけだ。この場合、武器の威い力りよくはほぼ最低、それに対してサラマンダーの装そう甲こうはかなりの高レベルだったと思われる。つまりそれをあっさり覆くつがえすほど少年の攻撃精度と、何よりもスピードが驚きよう異い的てきだったというわけだ。

　少年は再びのんびりとした動作で体を起こすと、上空でホバリングしたままのサラマンダーのリーダーを見上げた。剣を肩で担かつぎ、口を開く。

「どうする？　あんたも戦う？」

　その、あまりにも緊張感のない少年の言葉に、我に返ったサラマンダーが苦笑する気配がした。

「いや、勝てないな、やめておくよ。アイテムを置いていけというなら従う。もうちょっとで魔ま法ほうスキルが九〇〇なんだ、死デ亡ス罰ペ則ナが惜おしい」

「正直な人だな」

　少年も短く笑う。リーファに視線を向け、

「そちらのお姉さん的にはどう？　彼と戦いたいなら邪じや魔まはしないけど」

　乱入して大おお暴あばれしておきながらこの言い草にはリーファも笑うしかなかった。刺し違えても一人は倒すという気負いがいつの間にか抜けてしまっていた。

「あたしもいいわ。今度はきっちり勝つわよ、サラマンダーさん」

「正直君ともタイマンで勝てる気はしないけどな」

　言うと、赤い重戦士は翅はねを広げ、燐りん光こうを残して飛び立った。がさり、と一回樹の梢こずえを揺らし、暗い夜空へ溶け去るように遠ざかっていく。あとにはリーファと黒衣の少年、二つの赤いリメインライトだけが残された。それらも一分が経過するとともにふっと消えた。

　リーファは再ふたたびわずかに緊張しながら、少年の顔を見た。

「……で、あたしはどうすればいいのかしら。お礼を言えばいいの？　逃げればいいの？　それとも戦う？」

　少年は右手の剣をさっと左右に切り払うと、背中の鞘さやに音を立てて収めた。

「うーん、俺おれ的てきには正義の騎き士しが悪漢からお姫様を助けた、っていう場面なんだけどな」

　片かた頰ほおでにやりと笑う。

「感激したお姫様が涙ながらに抱きついてくる的な……」

「ば、バッカじゃないの!!」

　リーファは思わず叫んでいた。顔がかあっと熱くなる。

「なら戦ったほうがマシだわ!!」

「ははは、冗談冗談」

　いかにも楽しそうに笑う少年の顔を見ながらギリギリと歯は軋ぎしりする。どう言い返してやろうかと必死に考えていると、不ふ意いにどこからともなく声がした。

「そ、そうですよ、そんなのダメです!!」

　幼い女の子の声だ。咄とつ嗟さに周囲をきょろきょろと見回すが人影はない。と、少年がやや慌あわてた様子で言った。

「あ、こら、出てくるなって」

　視線を向けると、少年の短衣の胸ポケットから何やら光るものが飛び出すところだった。小さなソレはしゃらんしゃらんと音を立てながら少年の顔のまわりを飛び回る。

「パパにくっついていいのはママとわたしだけです！」

「ぱ、ぱぱぁ!?」

　あっけに取られながら数歩近寄ってよくよく見ると、それは手のひらに乗るような大きさの妖よう精せいだった。ヘルプ窓から召しよう喚かんできるナビゲーション・ピクシーだ。だがあれは、ゲームに関する基本的な質問に定型文で答えるだけの存在だったはずなのだが。

　リーファは少年に対する警戒も忘れ、飛び回る妖精にまじまじと見入った。

「あ、いや、これは……」

　少年は焦あせった様子でピクシーを両手で包み込むと、引き攣つった笑いを浮べた。リーファはその手の中を覗のぞき込みながら訊たずねた。

「ねえ、それってプライベート・ピクシーってやつ？」

「へ？」

「あれでしょ、プレオープンの販促キャンペーンで抽ちゆう選せん配布されたっていう……。へえー、初めて見るなぁ」

「あ、わたしは……むぐ！」

　何か言いかけたピクシーの顔を少年の手が覆おおった。

「そ、そう、それだ。俺おれクジ運いいんだ」

「ふうーん……」

　リーファは改めてスプリガンの少年を上から下まで眺ながめた。

「な、なんだよ」

「や、変な人だなあと思って。プレオープンから参加してるわりにはバリバリの初期装備だし。かと思うとやたら強いし」

「ええーと、あれだ、昔アカウントだけは作ったんだけど始めたのはつい最近なんだよ。ずっと他ほかのＶＲＭＭＯやってたんだ」

「へえー」

　どうも腑ふに落ちないところもあったが、他のゲームでアミュスフィアに慣れているというなら、ずば抜けた反射速度を持っていることについても頷うなずけなくもない。

「それはいいけど、なんでスプリガンがこんなところをうろうろしてるのよ。領地はずうっと東じゃない」

「み、道に迷って……」

「迷ったぁ!?」

　情けない顔で少年が返した答えに、リーファは思わず吹き出してしまった。

「ほ、方向音おん痴ちにも程があるよー。きみ変すぎ!!」

　傷ついた表情でうなだれる少年を見ているとお腹の底から笑いがこみ上げてくる。ひとしきりけらけらと笑うと、リーファは右手に下げたままだった長刀を腰の鞘さやに収め、言った。

「まあ、ともかくお礼を言うわ。助けてくれてありがとう。あたしはリーファっていうの」

「……俺はキリトだ。この子はユイ」

　少年が手を開くと、頰ほおを膨ふくらませたピクシーが顔を出した。ぺこりと頭を下げて飛び立ち、少年の肩に座すわる。

　リーファは、なんとなくこのキリトと名な乗のる少年ともう少し話をしたいと感じている自分に気付いて少々驚いた。人見知りとまでは言わないが、決してこの世界で友達を作るのが得意ではない自分にしては珍めずらしいことだった。悪い人ではなさそうだし、思い切って言ってみる。

「ねえ、君このあとどうするの？」

「や、とくに予定はないんだけど……」

「そう。じゃあ、その……お礼に一杯おごるわ。どう？」

　するとキリトと名な乗のる少年は顔中でにこりと笑った。リーファは内心でへえ、と思う。感情表現の大おお雑ざつ把ぱなＶＲ世界で、ここまで自然に笑える人間はなかなかいない。

「それは嬉うれしいな。じつは色々教えてくれる人を探してたんだ」

「色々って……？」

「この世界のことさ。とくに……」

　不ふ意いに笑いを収め、視線を北東の方角に向ける。

「……あの樹のことをね」

「世界樹？　いいよ。あたしこう見えてもけっこう古参なのよ。……じゃあ、ちょっと遠いけど北のほうに中立の村があるから、そこまで飛びましょう」

「あれ？　スイルベーンって街のほうが近いんじゃあ？」

　リーファはやや呆あきれながらキリトの顔を見る。

「そりゃそうだけど……ほんとに何も知らないのねえ。あそこはシルフ領だよ」

「何か問題あるの？」

　あっけらかんとしたキリトの言葉に思わず絶ぜつ句くする。

「……問題っていうか……街の圏内じゃ君はシルフを攻こう撃げきできないけど、逆はアリなんだよ」

「へえ、なるほどね……。でも、別にみんなが即襲ってくるわけじゃないんだろう？　リーファさんもいるしさ。シルフの国って綺き麗れいそうだから見てみたいなぁ」

「……リーファでいいわよ。ほんとに変な人。まあそう言うならあたしは構かまわないけど……命の保証まではできないわよ」

　リーファは肩をすくめると答えた。愛着のあるシルフ領を見てみたいと言われれば嫌いやな気はしない。それに、この辺では滅めつ多たに見かけないスプリガンを連れて帰ればみんな驚くだろうなあ、と思うと悪戯いたずら心ごころもわいてくる。

「じゃあ、スイルベーンまで飛ぶよ。そろそろ賑にぎやかになってくる時間だわ」

　ウインドウをちらりと確認すると、リアル時間は午後四時になったところだった。まだもう少し潜もぐっていられる。

　リーファは、飛ひ翔しよう力りよくがかなり回復し、輝かがやきの戻った翅はねを広げて軽く震ふるわせた。するとキリトが首を傾かしげながら言った。

「あれ、リーファは補助コントローラなしで飛べるの？」

「あ、まあね。君は？」

「ちょっと前にこいつの使い方を知った所だからなぁ」

　キリトは左手を動かす仕し草ぐさをする。

「そっか。随ずい意い飛行はコツがあるからね、できる人はすぐできるんだけど……試してみよう。コントローラ出さずに、後ろ向いてみて」

「あ、ああ」

　くるりと体を半回転させたキリトの、決して大きいとは言えない背中に両手の人差し指を伸ばし、肩けん甲こう骨こつの少し上に触れる。肩に座すわったピクシーが興味しんしんといった風に見下ろしてくる。

「今触ってるの、わかる？」

「うん」

「あのね、随意飛行って呼ばれてはいるけど、ほんとにイメージ力だけ飛ぶわけじゃないの。ここんとこから、仮想の骨と筋肉が伸びてると想定して、それを動かすの」

「仮想の骨……と筋肉……」

　あやふやな声で繰り返すキリトの肩甲骨がぴくぴくと動く。その頂点から、黒い服を貫いて伸びる実体のない灰色の翅はねが、動きに同期して小こ刻きざみに震ふるえる。

「おっ、そうよ、そんな感じ。最初は思い切って肩や背中の筋肉を動かして、翅と連動する感覚を摑つかんで！」

　言った途と端たん、少年の背中がぎゅっと内側に収しゆう縮しゆくした。翅の振動がピッチを上げ、ひぃぃぃんという音が生まれる。

「そう、そのまま！　今の動きをもう一度、もっと強く！」

「むむむ……」

　キリトが唸うなりながら両腕をぐいっと引き絞しぼった。充分な推力が生まれたと感じた瞬しゆん間かん、リーファはどんっ、と思い切りその背中を押し上げた。

「うわっ!?」

　途端、スプリガンはロケットのように真上へと飛び出した。

「うわあああぁぁぁぁ──」

　キリトの体はたちまち小さくなり、悲鳴も遠ざかる。ばさばさと葉を鳴らす音がしたと思うとあっという間に梢こずえの彼方かなたへと消えていった。

「…………」

　リーファは、キリトの肩から転げ落ちたピクシーと顔を見合わせた。

「やばっ」

「パパー!!」

　二人同時に慌あわてて飛び立ち、後を追う。樹じゆ海かいを脱し、ぐるりと夜空を見渡すと、やがて金色の月に影を刻みながら右へ左へとふらふら移動する姿を見つけた。

「わあああああぁぁぁぁぁ………止めてくれええええぇぇぇぇぇ」

　情けない悲鳴が広い空に響ひびき渡る。

「……ぷっ」

　再び顔を見合わせたリーファと、ユイというピクシーは同時に吹き出した。

「あはははははは」

「ご、ごめんなさいパパ、面白いです～～」

　並んで空中にホバリングしたまま、お腹を抱えて笑う。少し収まったと思うと、またキリトの悲鳴が聞こえてきて笑いの発作がぶり返す。

　足をばたばたさせて爆笑しながら、リーファは、こんなに笑ったのいつ以来かなあと考えていた。少なくとも、この世界では初めてなのは間違いなかった。

　散さん々ざん笑って満足すると、リーファは無む軌き道どうに飛び回るキリトの襟えり首くびを捕まえて停止させ、あらためて随ずい意い飛行のコツを伝でん授じゆした。初心者にしては中々筋が良く、十分ほどのレクチャーでどうにか自由に飛べるようになった。

「おお……これは……これはいいな！」

　旋せん回かいやループを繰り返しながらキリトが大声で叫んだ。

「そーでしょ！」

　リーファも笑いながら叫び返す。

「何ていうか……感動的だな。このままずっと飛んでたいよ……」

「うんうん！」

　嬉うれしくなって、リーファも翅はねを鳴らしてキリトに近づくと、軌道を合わせて平行飛行に入った。

「あー、ずるいです、わたしも！」

　ピクシーも二人の間に位置を取り、飛び始める。

「慣れてきたら、背筋と肩けん甲こう骨こつの動きを極力小さくできるように練習するといいよ。あんまり大きく動かしてると、空中戦闘エアレイドのときちゃんと剣を振れないから。……それじゃあ、このままスイルベーンまで飛ぼっか。ついてきて！」

　リーファはくるりとタイトターンして方向を見定めると、森の彼方かなた目め指ざして巡じゆん航こうに入った。飛び始めて間もないキリトの事を慮おもんぱかって速度を抑ひかえ目にしておいたのだが、すぐに真横に追いついてきたキリトが言った。

「もっとスピード出してもいいぜ」

「ほほう」

　リーファはにやっと笑うと翅を鋭えい角かくに畳たたみ、ゆるい加速に入った。キリトが音を上げるところを見てやろうと、じわじわと速度を増していく。全身を叩たたく風圧が強まり、風切り音が耳元で唸うなる。

　だが驚いたことに、リーファがマックススピードの七割程度にまで達しても、キリトは真横で追つい随ずいしてきた。システム的に設定された最高速度に到達する以前に、普通は心理的圧迫を感じて加速が鈍るものだが、初めての随ずい意い飛行でこのレンジにまでついてくるとは尋じん常じような精神力ではない。

　リーファは口くち許もとを引き締しめ、最大加速に入った。未いまだかつてこのスピード領域で編隊飛行をしたことはない。それに耐えられる仲間がいなかったからだ。

　眼下の樹じゆ海かいが激流となって吹っ飛んでいく。キュイイイ、という弦げん楽がつ器きの高音にも似たシルフの飛ひ翔しよう音おんと、ヒュウウウという管かん楽がつ器きを思わせるスプリガンの翅はね音おとが美しい重奏をかなでる。

「はうー、わたしもうだめです～」

　ユイという名のピクシーがキリトの胸ポケットにすぽんと飛び込んだ。リーファとキリトは顔を見合わせ、笑う。

　気付くと、前方で森が切れ、その向こうに色とりどりの光点の群が姿を現しつつあった。中央から一ひと際きわ明るい光のタワーが伸びている。シルフ領の首都《スイルベーン》と、そのシンボルである《風の塔》だ。街はぐんぐん近づき、すぐに大きな目め貫ぬき通どおりと、そこを行き交かう大勢のプレイヤーまでも見て取れるようになってくる。

「お、見えてきたな！」

　風かぜ切きり音に負けない大声でキリトが言った。

「真中の塔の根元に着陸するわよ！　……って……」

　不ふ意いにあることに気付いて、リーファは笑顔を固まらせた。

「キリトくん、君、ランディングのやりかた解わかる……？」

「…………」

　キリトも顔を強こわ張ばらせた。

「解りません……」

「えーと……」

　すでに、視界の半ば以上が巨大な塔に占められている。

「ゴメン、もう遅いや。幸運を祈るよ」

　リーファはにへへと笑うと、一人だけ急減速に入った。翅をいっぱいに広げて制せい動どうをかけ、足を前に出す姿勢で広場めがけて降下を開始する。

「そ……そんなバカなああぁぁぁ────」

　黒衣のスプリガンが絶ぜつ叫きようとともに塔の外壁目め掛がけて突っ込んでいくのを見送りながら、心の中で合がつ掌しよう。

　数秒後、びたーん!!　という大音響が空気を震ふるわせた。




「うっうっ、ひどいよリーファ……飛行恐怖症になるよ……」

　翡ひ翠すい色いろの塔の根元、色とりどりの花が咲き乱れる花か壇だんに座り込んだキリトが恨うらみがましい顔で言った。

「眼がまわりました～」

　彼の肩に座すわるピクシーも頭をふらふらさせている。リーファは両手を腰に当て、笑いを嚙かみ殺しながら答えた。

「キミが調子に乗りすぎなんだよ～。それにしてもよく生きてたねえ。絶対死んだと思った」

「うわっ、そりゃあんまりだ」

　最高速度で壁面に激突しておきながら、キリトのＨＰバーはまだ半分以上残っていた。運がいいのか受身が上う手まいのか、本当に謎なぞの多い初心者ニユービーである。

「まあまあ、回復ヒールしてあげるから」

　リーファは右手をキリトに向けてかざすと回復スペルを唱となえた。青く光る雫しずくが掌てのひらから放たれ、キリトに降りかかる。

「お、すごい。これが魔ま法ほうか」

　興味津しん々しんというふうにキリトが自分の体を見回す。

「高位の治ち癒ゆ魔法はウンディーネじゃないとなかなか使えないんだけどね。必ひつ須すスペルだから君も覚えたほうがいいよ」

「へえ、種族によって魔法の得え手て不ふ得え手てがあるのか。スプリガンてのは何が得意なの？」

「トレジャーハント関連と幻げん惑わく魔法かな。どっちも戦せん闘とうには不向きなんで不人気種族ナンバーワンなんだよね」

「うへ、やっぱり下調べは大事だな」

　肩をすくめながらキリトが立ち上がった。大きくひとつ伸びをして、周囲にぐるりと視線を向ける。

「おお、ここがシルフの街かぁ。綺き麗れいな所だなぁ」

「でしょ！」

　リーファも改めて住み慣れたホームタウンを眺ながめる。

　スイルベーンは、別名《翡翠の都》と呼ばれている。華きや奢しやな尖せん塔とう群ぐんが空中回かい廊ろうで複雑に繫つながり合って構成される街並みは、色合いの差こそあれ皆みな艶つややかなジェイドグリーンに輝かがやき、それらが夜闇の中に浮かび上がる有様は幻想的の一言だ。ことに、風の塔の裏手に広がる《領主館》の壮そう麗れいさは、アルヴヘイムのどんな建物にも引けを取らないとリーファは信じている。

　二人とひとりが声もなく光の街を行き交う人々に見入っていると、不ふ意いに右手から声をかける者がいた。

「リーファちゃん！　無事だったの！」

　顔を向けると、手をぶんぶん振りながら近寄ってくる黄緑色の髪の少年シルフが見えた。

「あ、レコン。うん、どうにかねー」

　リーファの前で立ち止まったレコンは眼を輝かがやかせながら言った。

「すごいや、アレだけの人数から逃げ延びるなんてさすがリーファちゃん……って……」

　今いま更さらのようにリーファの傍かたわらに立つ黒衣の人影に気付き、口を開けたまま数秒間立ち尽くす。

「な……スプリガンじゃないか!?　なんで……!?」

　飛び退しさり、腰のダガーに手をかけようとするレコンをリーファはあわてて制した。

「あ、いいのよレコン。この人が助けてくれたの」

「へっ……」

　啞あ然ぜんとするレコンを指差し、キリトに言う。

「こいつはレコン。あたしの仲間なんだけど、キミと出会うちょっと前にサラマンダーにやられちゃったんだ」

「そりゃすまなかったな。よろしく、俺おれはキリトだ」

「あっ、どもども」

　レコンはキリトの差し出す右手を握り、ぺこりと頭を下げてから、

「いやそうじゃなくて！」

　また飛び退る。

「だいじょぶなのリーファちゃん!?　スパイとかじゃないの!?」

「あたしも最初は疑うたがったんだけどね。スパイにしてはちょっと天然ボケ入りすぎてるしね」

「あっ、ひでえ！」

　あはははと笑いあうリーファとキリトを、レコンはしばらく疑わしそうな眼で見ていたが、やがて咳せき払ばらいして言った。

「リーファちゃん、シグルドたちは先に《水すい仙せん館かん》で席取ってるから、分配はそこでやろうって」

「あ、そっか。う～ん……」

　キャラクターの所持している非装備アイテムは、敵プレイヤーに殺されるとランダムに三十パーセントが奪われてしまうが、パーティーを組んでいる場合に限っては保険枠というものがあり、そこに入れているアイテムは死亡しても自動的に仲間に転送されるようになっている。

　リーファたちも今日の狩りで入手したアイテムのうち価値のあるものは保険扱いにしておいたので、最終的にはリーファが全すべての稼かせぎを預かることとなり、サラマンダー連中もそれを知っているゆえにしつこく追ってきたわけだが、キリトの助力によってどうにか全てをスイルベーンまで持ち帰ることができた。

　このような場合は、死亡して先に転送された仲間と馴な染じみの店で改めてアイテム分配をするのが慣例となっていたが、リーファは少々悩んだすえにレコンに言った。

「あたし、今日の分配はいいわ。スキルに合ったアイテムもなかったしね。あんたに預けるから四人で分けて」

「へ……リーファちゃんは来ないの？」

「うん。お礼にキリト君に一杯おごる約束してるんだ」

「…………」

　先ほどとは多少色合いの異なる警戒心を滲にじませながらレコンがキリトを見る。

「ちょっと、妙みような勘かん繰ぐりしないでよね」

　リーファはレコンのつま先をブーツでこつんと蹴けっておいて、トレードウインドウを出すと稼かせいだアイテムの全すべてを転送した。

「次の狩りの時間とか決まったらメールしといて。行けそうだったら参加するからさ、じゃあ、おつかれ！」

「あ、リーファちゃん……」

　なんだか照れくさくなってきてしまったリーファは、強引に会話を打ち切るとキリトの袖そでを引っ張って歩きだした。




「さっきの子は、リーファの彼氏？」

「コイビトさんなんですか？」

「ハァ!?」

　キリトと、その肩口から顔を出したユイに異口同音に訊たずねられ、リーファは思わず石いし畳だたみに足を引っ掛けた。慌あわてて翅はねを広げて体勢を立て直す。

「ち、違うわよ！　パーティーメンバーよ、単なる」

「それにしちゃずいぶん仲良さそうだったよ」

「リアルでも知り合いって言うか、学校の同級生なの。でもそれだけよ」

「へえ……クラスメイトとＶＲＭＭＯやってるのか、いいな」

　どこかしみじみした口調で言うキリトに、軽く顔をしかめて見せる。

「うーん、いろいろ弊へい害がいもあるよー。宿題のこと思い出しちゃったりね」

「ははは、なるほどね」

　会話を交わしながら裏通りを歩いていく。時折りすれ違うシルフのプレイヤーは、キリトの黒髪を見るとギョッとした表情を浮かべるが、隣となりで歩くリーファに気付くと不審がりながらも何も言わずに去っていく。それほどアクティブに活動しているわけではないリーファだが、スイルベーンで定期的に行われる武闘大会イベントで何度か優勝しているので顔はそこそこ通っているのだ。

　やがて、前方に小ぢんまりとした酒場兼宿屋が見えてくる。デザート類が充実しているのでリーファが贔ひい屓きにしている《すずらん亭》という店だ。

　スイングドアを押し開けて店内を見渡すと、プレイヤーの客は一組もいなかった。まだリアル時間では夕方になったばかりなので、冒険を終えて一杯やろうという人間が増えるにはしばらく間がある。

　奥まった窓際の席にキリトと向き合って腰掛ける。

「さ、ここはあたしが持つから何でも自由に頼んでね」

「じゃあお言葉に甘えて……」

「あ、でも今あんまり食べるとログアウトしてから辛つらいわよ」

　メニューの魅力的なデザート類を睨にらみながらリーファもしばし唸うなる。

　実に不思議なのだが、アルヴヘイムで食事をすると仮想の満腹感が発生し、それは現実に戻ってからもしばらく消えることはない。カロリーの心配なしに甘い物が好き放題食べられるというのは、リーファにとってはＶＲＭＭＯ最大の魅力の一つなのだが、それで現実世界での食欲がなくなると母親にこっ酷ぴどく怒られてしまうのだ。

　実際このシステムをダイエットに利用したプレイヤーが栄養失調に陥おちいったり、あるいは生活の全すべてをゲームに捧ささげた一人暮らしのヘビープレイヤーが食事を忘れて衰弱死したりというニュースはいまやあまり珍めずらしくない。

　結けつ局きよくリーファはフルーツババロア、キリトは木の実のタルト、少々驚いたがユイはチーズクッキーをオーダーし、飲み物は香草ワインのボトルを一本取ることにした。ＮＰＣノンプレイヤーキラクターのウェイトレスが即座に注文の品々をテーブルに並べる。

「それじゃあ、改めて、助けてくれてありがと」

　不思議な緑色のワインを注いだグラスをかちんと合わせ、リーファは冷たい液体を乾いたのどに一気に放り込んだ。同じく一息でグラスを干すと、キリトははにかむように笑いながら言った。

「いやまあ、成り行きだったし……。それにしても、えらい好戦的な連中だったな。ああいう集団ＰＫプレイヤーキルってよくあるの？」

「うーん、もともとサラマンダーとシルフは仲悪いのは確かなんだけどね。領地が隣となり合ってるから中立域の狩かり場ばじゃよく出くわすし、勢力も長い間拮きつ抗こうしてたし。でもああいう組織的なＰＫが出るようになったのは最近だよ。きっと……近いうちに世界樹攻略を狙ねらってるんじゃないかな……」

「それだ、その世界樹について教えて欲ほしいんだ」

「そういや、そんな事言ってたね。でも、なんで？」

「世界樹の上に行きたいんだよ」

　リーファは少々呆あきれながらキリトの顔を見た。冗談を言ってるわけではないらしく、黒い瞳ひとみに真剣な色が宿っている。

「……それは、多分全プレイヤーがそう思ってるよきっと。っていうか、それがこのＡＬＯっていうゲームのグランド・クエストなのよ」

「と言うと？」

「滞空制限があるのは知ってるでしょ？　どんな種族でも、連続して飛べるのはせいぜい十分が限界なの。でも、世界樹の上にある空中都市に最初に到達して、《妖よう精せい王オベイロン》に謁えつ見けんした種族は全員、《アルフ》っていう高位種族に生まれ変われる。そうなれば、滞空制限はなくなって、いつまでも自由に空を飛ぶことができるようになる……」

「……なるほど……」

　ナッツタルトを一口齧かじり、キリトが頷うなずいた。

「それは確かに魅力的な話だな。世界樹の上に行く方法っていうのは判わかってるのか？」

「世界樹の内側、根元のところは大きなドームになってるの。その頂上に入り口があって、そこから内部を登るんだけど、そのドームを守ってるＮＰＣのガーディアン軍団が凄すごい強さなのよ。今まで色んな種族が何度も挑いどんでるんだけどみんなあっけなく全滅。サラマンダーは今最大勢力だからね、なりふり構かまわずお金貯ためて、装備とアイテム整えて、次こそはって思ってるんじゃないかな」

「そのガーディアンてのは……そんなに強いの？」

「もう無む茶ちや苦く茶ちやよ。だって考えてみてよ、ＡＬＯってオープンしてから一年経たつのよ。一年かけてクリアできないクエストなんてありだと思う？」

「それは確かに……」

「実はね、去年の秋頃、大手のＡＬＯ情報サイトが署名集めて、レクトプログレスにバランス改善要求出したんだ」

「へえ。それで……？」

「お決まりっぽい回答よ。『当ゲームは適切なバランスのもとに運営されており』なんたらかんたら。最近じゃあね、今のやり方じゃあ世界樹攻略はできないっていう意見も多いわ」

「……何かキークエストを見落としている、もしくは……単一の種族だけじゃ絶対に攻略できない？」

　ババロアを口許に運ぼうとしていた手を止め、リーファは改めてキリトの顔を見た。

「へえ、いいカンしてるじゃない。クエスト見落としのほうは、今躍やつ起きになって検証してるけどね。後の方だとすると……絶対に無理ね」

「無理？」

「だって矛む盾じゆんしてるもの。『最初に到達した種族しかクリアできない』クエストを、他ほかの種族と協力して攻略しようなんて」

「……じゃあ、事実上世界樹を登るのは……不可能ってことなのか……？」

「……あたしはそう思う。そりゃ、クエストは他にもいっぱいあるし、生産スキル上げるとかの楽しみ方も色々あるけど……でも、諦あきらめきれないよね、いったん飛ぶことの楽しさを知っちゃうとね……。たとえ何年かかっても、きっと……」

「それじゃ遅すぎるんだ！」

　不ふ意いにキリトが押し殺した声で叫んだ。リーファがびっくりして視線を上げると、眉み間けんに深い谷が刻まれ、口くち許もとが震ふるえるほど歯を食くい縛しばったキリトの顔がそこにあった。

「パパ……」

　両手でチーズクッキーを抱えて端はしをかりかり齧かじっていたピクシーが、クッキーを置いて飛び上がり、キリトの肩に座すわった。宥なだめるように黒衣の少年の頰ほおに小さな手を這はわせる。やがて、キリトの体からふっと力が抜けた。

「……驚かせてごめん」

　キリトが低い声で言った。

「でも俺おれ、どうしても世界樹の上に行かなきゃいけないんだ」

　研とぎ上げた刃やいばのように鋭するどい輝かがやきを放つキリトの黒い瞳ひとみにまっすぐ見つめられ、リーファの心臓は不意にわけもなく早はや鐘がねのように鳴り響ひびき始めた。動どう揺ようを静めようとワインを一口ごくりと飲んでから、どうにか口を開く。

「なんで、そこまで……？」

「人を……探してるんだ」

「ど、どういうこと？」

「……簡単には説明できない……」

　キリトは、リーファを見てかすかに微ほほ笑えんだ。だがその瞳は、深い絶望の色に染まっているように見えた。いつか、どこかで眼にしたことがある瞳だった。

「……ありがとうリーファ、色々教えてもらって助かったよ。ご馳ち走そう様さま、ここで最初に会ったのが君でよかった」

　立ち上がりかけたキリトの腕を、リーファは無意識のうちに摑つかんでいた。

「ちょ、ちょっと待ってよ。世界樹に……行く気なの？」

「ああ。この眼で確かめないと」

「無む茶ちやだよ、そんな……。ものすごく遠いし、途中で強いモンスターもいっぱい出るし、そりゃ君も強いけど……」

　あっ、と思った時にはもう口が勝手に動いていた。

「────じゃあ、あたしが連れていってあげる」

「え……」

　キリトの眼が丸くなる。

「いや、でも、会ったばかりの人にそこまで世話になる訳には……」

「いいの、もう決めたの!!」

　時間差でかあっと熱くなってきた頰ほおを隠すようにリーファは顔をそむけた。ＡＬＯには、翅はねがあるかわりに瞬しゆん間かん移動手段は一切存在しない。世界樹が存在するアルヴヘイムの央都《アルン》まで行くのは、現実世界での小旅行に匹ひつ敵てきするほどの旅となる。なのに、まだ出会って数時間の少年に同行を申し出るとは、自分でも信じられない行動だった。

　でも──なぜか放っておけなかった。

「あの、明日も入れる？」

「あ、う、うん」

「じゃあ午後三時にここでね。あたし、もう落ちなきゃいけないから、あの、ログアウトには上の宿屋を使ってね。じゃあ、また明日ね！」

　立て続けに言うと、リーファは左手を振ってウインドウを出した。シルフ領内ではどこでも即時ログアウトが可能なので、そのままボタンに触れる。

「あ、待って！」

　キリトの声に顔を上げると、少年はにこりと笑いながら言った。

「──ありがとう」

　リーファもどうにか笑みを浮べ、こくりと一回頷うなずくと、ＯＫボタンを押した。世界が虹にじ色いろの光に包まれ、次いでブラックアウトした。リーファとしての肉体感覚が徐じよ々じよに薄うすれるなか、頰の熱さと心臓の鼓こ動どうだけが最後まで残っていた。




　──ゆっくりと瞼まぶたを開ける。

　見慣れた自室の天てん井じよう、そこに貼った大きなポスターが眼に飛び込んでくる。Ｂ全版に引き伸ばし、プリントしてもらったスクリーンショットだ。無限の空をゆく鳥の群、その中央に長いポニーテールをなびかせて飛ひ翔しようする妖よう精せいの少女が写っている。

　桐きりヶが谷や直すぐ葉はは両手を上げ、ゆっくりと頭からアミュスフィアを外した。二つのリングが並んだ円冠状のその機械は、初代ナーヴギアと比べるとあまりに華きや奢しやだが、その分拘こう束そく具ぐめいた印象は減っている。

　仮想世界から戻っても、頰の火ほ照てりは消えていなかった。直葉はベッドの上で上体を起こすと、おもむろに両手で顔を挟はさみ込み、胸の奥で無言の喚わめき声を上げた。

　……うわ─────！

　今いま更さらながら、自分の行動にとてつもない気恥ずかしさが込み上げてくる。以前から、リーファでいるときの直葉は大だい胆たんさが五割増しだとレコンこと同級生の長なが田た慎しん一いちに言われていたが、今日のは極きわめ付きだった。両足をばたばたさせながらひとしきり悶もだえる。

　不思議な少年だった。いや、プレイヤーとしての彼が少年かどうかはわからないが、直葉の勘かんは自分と大差ない年齢だろうと告げている。しかしその割りには妙に落ち着いた物もの腰ごし、かと思うとやんちゃな言動、どうにも摑つかみ所がなかった。

　謎なぞなのは性格だけではない。あの恐ろしいまでの強さ──。剣を交まじえても多分勝てない、と思わされた相手は一年のＡＬＯ歴のなかでも初めてだった。ごく小さく、その名前を口に出す。

「キリト君……か……」




　仮想世界を自分の眼で見てみたい、と直すぐ葉はが初めて思ったのは、ＳＡＯ事件後一年が経たとうとした頃ころだった。

　それまでの直葉にとって、ＶＲＭＭＯゲームというのは、比ひ喩ゆではなく文字通りに兄を奪っていった憎ぞう悪おの対象でしかなかった。だが病室で眠る和かず人との手を握り、語りかけるうちに、いつしか和人がそこまで愛した世界というのはどういうものなのだろうか、という気持ちが芽め生ばえはじめたのだった。和人のことを、もっと知りたい──その為ためには、彼の世界を自分の眼で見なければ。自分から、兄との距きよ離りを縮ちぢめる努力をしなくてはと、そう思ったのだ。

　アミュスフィアが欲ほしい、と言ったとき、翠みどりはしばらくじっと直葉の顔を見ていたが、やがてゆっくり頷うなずき、時間と体にだけは気をつけなさい、と笑った。

　その翌日、学校の昼休みに直葉は、クラスで一番のゲームマニアと称しようされ──あるいは揶や揄ゆされていた長なが田た慎しん一いちの机の前に立ち、聞きたいことがあるから屋上まで付き合って、と告げた。その時クラスに満ちた沈ちん黙もく、次いで驚きよう愕がくは今でも語り草となっている。

　屋上の金かな網あみにもたれた直葉は、妙みような期待に眼を輝かがやかせながら直立不動で立つ長田慎一に向かって、ＶＲＭＭＯのことを教えてほしいと言った。長田は数秒間の百ひやく面めん相そうのあと、どういうタイプのが希望なのか、と聞いてきた。

　直葉としては、勉強と剣道部の練習に割く時間を減らすわけにはいかなかったのでそのように言うと、長田は眼鏡めがねをせわしなく押し上げながら「ふむ、じゃあ、あんまり廃仕様じゃなくて、スキル制のやつがいいよね」等々とぶつぶつ呟つぶやいた挙あげ句く、推すい薦せんしてきたのがアルヴヘイム・オンラインだったというわけだ。

　よもや長田が一いつ緒しよにＡＬＯを始めるとは思わなかったが、彼の懇こん切せつ丁てい寧ねいなレクチャーもあって、直葉は自分でも驚くほどの速さで仮想ゲーム世界に適合してしまった。その理由は主に二つ。

　一つ目は、直葉が長年研けん鑽さんを積んだ剣道の技が、ＡＬＯ内部でも有効に機能したからだ。

　一般的に、プレイヤー同士の戦せん闘とうでは、基本的に回避ということは考えない。敵の攻こう撃げきを食らいつつ自分の武器をヒットさせ、累るい積せきしたダメージの総量で決着がつくことになる。しかし直葉の場合、鍛きたえ上げた反射速度とカンによって容易たやすく攻撃を避けることができたため、反則的なまでの強さを発はつ揮きするのはむしろ当然と言えた。

　無論ＡＬＯ以外のレベル制ＭＭＯであれば、ゲームに費ついやせる絶対的な時間の少ない直葉はとてもコアなプレイヤーには太た刀ち打うちできなかったろう。事実リーファの数値的ステータスは、古参プレイヤーとしては平均を下回る。それでもシルフ五ご傑けつと言われるほどの実力を維い持じできるのは完全スキル制のゲームであればこそだ。

　そして、直すぐ葉はがＡＬＯに魅みせられた二つ目の理由──、それは無論あのゲームだけが持つフライト・システムである。

　初めて随ずい意い飛行のコツを会え得とくし、空を思うままに飛び回ったときの感動はいまだ容易に思い出すことができる。

　体の小さい直葉は、剣道の試合でもリーチ差に苦しめられることが多く、打ち込みをもっと速く、もっと遠く、というのは遥はるか昔から体に染しみ付いた欲よつ求きゆうだった。それゆえ、ＡＬＯにおいて愛用の長刀を大だい上じよう段だんに構え──片手がふさがる補助飛行ではこれができない──超々ロングレンジからの突進を行うのは筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい快感だった。無論それに留とどまらず、体がばらばらになりそうな鋭えい角かくダイブや、あるいは鳥の群に混じってのんびりと高空をクルーズしたりと、飛ひ翔しよう行為そのものに直葉は深く魅みせられてしまった。

　飛ぶのが苦手なレコンあたりは直葉のことを《スピードホリック》などと言うが、直葉に言わせれば飛ばずしてＡＬＯの楽しみを語るなかれというところだ。

　ともかく、それから一年が経たち、直葉はもういっぱしのＶＲＭＭＯプレイヤーだと言っていい。最初は兄との距きよ離りを縮ちぢめるためにだけ訪れた仮想世界を、今の直葉は深く愛している。

　直葉のもとに還かえってきた和かず人とに、ＡＬＯの話をしたい、やっと自分にも解わかるようになった異世界での辛つらさや楽しさを共有したい──と日に何度も思う。しかし彼の瞳ひとみによぎる影かげを見ると、どうしても言葉を切り出すことができない。

　ＳＡＯ事件という、あれだけの凄すさまじい体験を経へても、和人の仮想世界への愛情が変わっていないのは確かだと思う。全すべて回収されたはずのナーヴギアを、どんな手段を用いてか自室に持ち帰っていることや、フォトスタンドに挟はさんで卓たく上じように飾られたＳＡＯのＲＯＭカードがそれを示している。

　だが、和人にとっては、多分まだＳＡＯ事件は終わっていないのだ。《あの人》が眠りから目覚める、その時まで──。

　そのことを考えると直葉の心は千ち々ぢに乱れる。昨夜のような、深い絶望に囚とらわれて泣く和人は二度と見たくない。いつも笑っていてほしい。そのためにも、あの人に早く目覚めてほしいと思う。

　しかしその時は、和人の心はまた直葉の手の届かないところに行ってしまう。

　いっそ本当の兄妹のままだったら。それなら、この気持ちに気付くこともなかった。この、和人を独占したい、という気持ちが生まれることもなかったのに──。

　ベッドの上に横たわり、アルヴヘイムの空を写したポスターを見上げながら、なぜ現実の人間には翅はねがないのかな、と直葉は思った。リアルの空をどこまでも飛んで、ぐちゃぐちゃに絡からまった心の糸をいっぺんに解といてしまいたかった。
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　リーファというシルフの少女がつい今しがたまで座っていた椅い子すを、俺おれはやや呆あつ気けに取られながら見つめた。

「──どうしたんだろう彼女」

　呟つぶやくと、肩の上でユイも首を傾かしげる気配がした。

「さあ……。今のわたしにはメンタルモニター機能がありませんから……」

「ううむ。まあ、道案内してくれるっていうのは有あり難がたいな」

「マップならわたしにもわかりますけど、確かに戦力は多いほうがいいですね。でも……」

　ユイが立ちあがり、俺の耳に顔を寄せて、言った。

「浮気しちゃダメですよパパ」

「しない、しないよ!!」

　泡あわを食って首をぶんぶん振る俺の肩から笑いながら飛び立つと、ユイは再びテーブルの上に着陸し、食べかけのチーズクッキーを両手で抱え上げた。

「くそう、からかいやがって……」

　俺は憮ぶ然ぜんとしてハーブワインのボトルを直接呷あおる。

　だが、確かに意識しておいたほうがいい。浮気云うん々ぬんではなく、彼女──リーファはあくまでゲーム内でのキャラクターであり、その向こうには別人格の見知らぬプレイヤーがいるのだ、ということを。

　俺にとっては長い間、仮想世界が唯一の現実だった。あの世界ではキャラクターとプレイヤーの人格を分けて考えることは無意味であり、悪意も好意も全すべてが真実の感情だった。そう考えねば生き残れなかった。

　だがここでは無論その限りではない。プレイヤーによって程度は異なるだろうが、誰だれもが仮想のキャラクターを演じているのだ。盗とう賊ぞくとして他のキャラクターを襲おそい、奪うばい、殺さつ戮りくすることすら咎とがめられない──いやむしろ推すい奨しようされているとすら言っていい。

「難しいな……ＶＲＭＭＯって……」

　我知らず嘆たん息そくしてから、自分の台詞せりふに苦にが笑わらいを浮かべる。空になったボトルを置き、自分と同じくらいの大きさのクッキーに挑いどみ続けているユイの服を摘つまみ上げて肩に載せると、俺は一時この世界を離れるため席を立った。

　ＭＭＯＲＰＧにおける《ログアウト》という行為は、プレイヤーの利便性とゲーム的公正さがせめぎ合ういささかの問題をはらんでいる。

　つまり、急な用事を思い出したり、突然生理的欲よつ求きゆうを覚えたりといった事情によってゲームから即そく座ざに落ちたくなる場合は多いのだが、それを無制限に認めると、今度は戦せん闘とう中ちゆうにピンチに陥おちいったり、盗みを働いて追われたりといった状況で、ログアウトを利用したお手軽な脱出方法がまかり通ってしまうことになる。そのため、大たい概がいのＭＭＯではログアウトに一定の制限を設けている。このＡＬＯもその例に漏もれず、《どこでも即ログアウト》が可能なのは種族のテリトリー内だけで、それ以外の場合はプレイヤーが現実に帰き還かんしたあとも魂たましい無きキャラクターは数分間その場に残り、攻こう撃げきや盗みの対象とされる仕し様ようになっているようだった。

　テリトリー外で即時ログアウトを望むなら、キャンプ用具などの専用アイテムを使用するか、あるいは宿屋で部屋を借りるしかないということで、俺おれはリーファの言葉に従って《すずらん亭》の二階でゲームを落ちることにした。

　カウンターでチェックインを済ませ、階段を上がる。指定された番号のドアを開けると、中はベッドとテーブルが一つずつあるだけの簡素な部屋だった。ぐるりと見渡すと猛もう烈れつな既き視し感かんが襲ってくる。アインクラッドでも、部屋を買えるようになるまでは、よくこの手の宿屋にお世話になったものだ。

　あとはもうウインドウを開き、ログアウトボタンを押せば現実に復帰できるはずだったが、俺は《寝落ち》を試してみるべく武装解除するとベッドに腰を下ろした。

　フルダイブシステムを利用したＶＲゲームにおけるログアウトには、更さらにもう一つささやかな問題が発生する。ログアウト時に、ゲーム内の仮想の五感と、ゲーム外の生なま身みの五感が受け取っている情報にギャップがありすぎると、現実に復帰したときに不快な酩めい酊てい感かんを覚えるのだ。立った状態から横たわった状態への移行程度ではわずかな目め眩まいを感じるくらいで済すむが、ＳＡＯに入る以前に一度、飛行系ゲームで錐きり揉もみ急降下状態からログアウトしたときは復帰してからも落下感に付きまとわれて酷ひどい目に合ったものだ。

　その症状を防ぐための理想的ログアウトとされているのが通称《寝落ち》で、仮想空間内で睡眠状態に入り、寝ているうちにログアウトして、現実で睡眠から目覚めるというものだ。

　俺がベッドにごろんと横たわると、とうとうクッキーを食べ終えたユイが空中をぱたぱたと移動し、くるんと一回転したかと思うと本来の姿に戻って床に着地した。長い黒髪と白いワンピースの裾すそがふわりとたなびき、仄ほのかな芳ほう香こうが宙ちゆうを漂ただよう。

　ユイは両手を後ろに回すと、わずかに俯うつむきながら言った。

「……明日まで、お別れですね、パパ」

「……そうか、御ご免めんな。せっかく会えたのにな……。またすぐ戻ってくるよ、ユイに会いに」

「……あの……」

　眼を伏せたユイの頰ほおが僅わずかに赤く染まった。

「パパがログアウトするまで、一いつ緒しよに寝てもいいですか？」

「え」

　その台詞に、俺も思わず照れ笑いを浮かべた。ユイにとっては俺はあくまで《パパ》であり、ＡＩとしての彼女が接触によるデータ拡充を求めているに過ぎないのだろうが、その姿と言動は俺を動どう揺ようさせるに充分なほど愛らしい少女のものであって──

「あ、ああ。いいよ」

　だが無論俺おれは気恥ずかしさを脇わきに押しやって、ユイに頷うなずきかけると体を壁際に移動させてスペースを作った。にこりと輝かがやくような微び笑しようを浮べたユイがそこに飛び込んでくる。

　俺おれの胸に頰ほおをすり寄せるユイの髪をゆっくり撫なでながら、俺は呟つぶやいた。

「早くアスナを助け出して、また何ど処こかに家を買おうな。──このゲームにもプレイヤーホームってあるのかな？」

　一いつ瞬しゆん首を傾かしげたユイが、すぐに大きく頷く。

「相当高いみたいですけど、用意されているようです。──夢みたいですね、また、パパと、ママと、三人で暮らせるなんて……」

　あの日々のことを思い出すと、胸の奥がぎゅっと締しめ付けられるような郷きよう愁しゆうを感じる。たった数ヶ月前のことなのに、もうどんなに手を伸ばしても届かない、遠い思い出の中へと去っていってしまったかのような──。

　俺は両腕でしっかりとユイの体を抱き締め、瞼まぶたを閉じながら呟いた。

「夢じゃない……すぐに現実にしてみせるさ……」

　久々の仮想ゲーム体験で脳が疲労したのか、すぐに強い眠気が襲おそってくる。

「おやすみなさい、パパ」

　暖あたたかい暗闇の中に沈んでいく俺の意識を、ユイの鈴の音のような声がふわりと撫なでていった。
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　つがいの小鳥が、白いテーブルの上で羽根を寄せ合って朝の歌をさえずっている。

　そっと右手を伸ばす。碧へき玉ぎよくのように輝かがやく羽毛に一いつ瞬しゆん指先が触れる、と思う間もなく、二羽の小鳥は音もなく飛び立つ。弧こを描いて舞い上がり、光の射す方向へと羽ばたいていく。

　椅い子すから立ち上がり、数歩後を追う。だがすぐに、金色に輝く細い格こう子しが行く手を遮さえぎる。小鳥たちはその隙すき間まから空へと抜け出し、高く、高く、どこまでも遠ざかる──。




　アスナはしばらくその場に立ち尽くし、鳥たちが空の色に溶けてしまうまで見送ると、ゆっくりきびすを返してもとの椅子に腰掛けた。

　白い大理石で造られた、冷ややかに硬い丸テーブルと椅子。傍かたわらに、同じく純白の豪ごう奢しやな天てん蓋がいつきベッド。この部屋の調ちよう度ど品ひんはそれだけだ。部屋──と言ってよければ、だが。

　やはり白のタイルが敷しき詰つめられた床は、端から端まで歩けば二十歩はかかろうかという大きな真円形で、壁は全すべて煌きらめく金属の格子でできている。格子の目はアスナでも無理をすれば通り抜けられそうなほど大きいが、それはシステム的に不可能である。

　十字に交こう差さする黄金の格子は垂直に伸び上がり、やがて半球形に閉じる。その頂点には巨大なリングが取り付けられ、それを恐ろしく太い木の枝が貫いて、この構造物全体を支えている。枝はごつごつとうねりながら天を横切り、周囲に広がる無限の空の一角を覆おおい尽つくす巨大樹の幹へと繫つながる。

　つまりこの部屋は、途と方ほうもないスケールの大樹の枝から下がった金の鳥とり籠かご──いや、その表現は正しくない。時とき折おり遊びに来る鳥たちは皆みな格こう子しを自由に出入りしている。囚とらわれているのはアスナ唯ただ一人、だからこれは檻おりだ。

　華きや奢しやで、優ゆう雅がで、美しい、しかし冷れい徹てつな樹上の檻。




　アスナがこの場所で覚かく醒せいしてから、すでに六十日が経過しようとしていた。いや、それも確実な数字ではない。何一つ書き残すことのできないこの場所では、日数を記録できるのは頭の中だけだし、どうやら一日が二十四時間よりもかなり短く設定されているようで、体内時計に従って寝起きしても朝と夜が一定しない。

　目覚めるたびに、今日は何日め、と自分に言い聞かせているが、近ちか頃ごろではその数字にも確信が持てなくなってきている。ひょっとしたら同じ日付を何回も繰り返しているのではないか──実際にはすでに数年の月日が過ぎ去っているのではないか。そんな想念に囚われてしまうほど、《彼》と過ごした懐かしい日々は遠い記憶の中に没ぼつしようとしている。

　あの時──。

　浮遊城アインクラッドが崩ほう壊かいし、世界が輝かがやきに包まれて消滅していく中、アスナは彼と固く抱き合い、意識が消え去る瞬しゆん間かんをただ待った。

　恐怖はなかった。自分は為なすべきことを為し、生きるべき人生を生きたという確信があった。彼と一いつ緒しよに消滅するのは喜びですらあった。

　光が二人を包み込み、肉体が消え去り、魂たましいが絡からみ合って、どこまでも高く飛ひ翔しようし──

　そして不ふ意いに彼の温ぬくもりが消えた。一いつ瞬しゆんにして周囲が暗くら闇やみに包まれた。アスナは必死に手を伸ばし、彼の名を呼んだ。だが容よう赦しやない奔ほん流りゆうが彼女を捕とらえ、暗闇の中を押し流していった。断続的な光の点滅。どことも知れない場所に運ばれていく、そんな気がして、アスナは悲鳴を上げた。やがて前方に虹にじ色いろの光こう彩さいが広がり、そこに突入して──気付くと、この場所に倒れていた。




　ゴシック調のベッドの天てん蓋がいを支ささえる壁には、大きな鏡が据すえられている。そこに映る姿は、昔とは微び妙みように異なっている。顔のつくり、栗色の長い髪は元のままだ。だが身にまとうのは、心こころ許もとないほど薄うすい、白のワンピース一枚。胸元に、血のように赤いリボンがあしらわれている。剝むき出しの足に、大理石のタイルがしんしんと冷気を伝えてくる。武器はおろか何一つとして持っていないが、背中からは不思議な透明の羽根が伸びている。鳥というよりは昆虫の翅はねのようだ。

　最初は、本当に死後の世界に来てしまったのかとも思った。だが今では、そうでないことが判わかっている。手を振ってもメニューウインドウは出ないが、ここはアインクラッドではない、新しい仮想世界だ。コンピュータの作り出すデジタルの牢ろう獄ごく。アスナは、そこに、人間の悪意によって幽ゆう閉へいされている。

　ならば負けるわけにはいかない。悪意に心を挫くじかれるわけにはいかない。そう思って、アスナは日々襲ってくる孤こ独どくと焦しよう燥そうに耐えている。だがこの頃では、それが少しずつ難しくなってきている。絶望の毒どくがゆっくりと心を染めていくのを感じる。

　冷たい椅い子すに腰掛け、テーブルの上で両手を組み合わせて、アスナはいつものように心の中で彼に囁ささやきかける。

　──早く……早く助けに来て、キリトくん……




「その表情が一番美しいよ、ティターニア」

　不ふ意いに鳥とり籠かごの中に声が響ひびいた。

「泣き出す寸すん前ぜんのその顔がね。凍こおらせて飾っておきたいくらいだよ」

「なら、そうすればいいでしょう」

　声が聞こえた方向に顔を向けながら、アスナは言った。

　金の檻おりの一箇所、《世界樹》と呼ばれる巨大な樹に面している部分に、小さなドアが設けられている。ドアまでは、階段が刻み込まれた枝が伸び、世界樹の幹との間に通路を繫つないでいる。

　そのドアから入ってきたのは、ひとりの長身の男だった。

　波打つ金髪が豊かに流れ、それを額ひたいで白銀の円えん冠かんが止めている。体を包むのは濃緑のゆったりとした長衣、これも銀糸で細かい装飾が施されている。背中からはアスナと同じように翅はねが伸びているが、こちらは透明ではなく、巨大な蝶ちようのものだ。漆しつ黒こくのビロードのように艶つやのある四枚の翅に、エメラルドグリーンの鮮あざやかな模も様ようが走っている。

　顔は、造り物としか言いようがないほど端たん麗れいだ。滑なめらかな額から連なる鋭するどい鼻び梁りよう、切きれ長ながの双そう眸ぼうからは翅の模様と同じ色の虹こう彩さいが冴さえざえとした光を放っている。だがそれらを台無しにしているのが、薄うすい唇くちびるに張り付く微び笑しようだ。全すべてを蔑さげすむような、歪ゆがんだ笑い。

　アスナは一いつ瞬しゆん男の顔を見ると、汚けがらわしいものを見たかのようにすぐに視線を逸そらせた。抑よく揚ようをつけずに言葉を繫つなげる。

「──あなたなら何でも思いのままでしょう、システム管理者なんだから。好きにしたらいいわ」

「またそんなつれない事を言う。ぼくがいままで君に無理やり手を触れたことがあったかい、ティターニア？」

「こんな所に閉じ込めておいてよく言うわ。それにその変な名前で呼ぶのはやめて。私はアスナよ、オベイロン──いえ、須す郷ごうさん」

　アスナは再び男──須す郷ごう伸のぶ之ゆきの化け身しん、《妖よう精せい王おうオベイロン》の顔を見上げた。今度は瞳ひとみを逸そらさず、力を込めた視線を向けつづける。

　男は不ふ愉ゆ快かいそうに唇くちびるをゆがめると、吐はき捨てるように言った。

「興きよう醒ざめだなぁ。この世界では僕は妖精王オベイロン、君は女王ティターニア。プレイヤー共が羨せん望ぼうを込めて見上げるアルヴヘイムの支配者……それでいいじゃないか。一体いつになったら君は僕の伴はん侶りよとして心を開いてくれるのかな」

「いつまで待っても無む駄だよ。あなたにあげるのは軽けい蔑べつと嫌けん悪お、それだけだわ」

「やれやれ、気の強いことだ……」
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　再びオベイロンは片かた頰ほおを吊つり上げて笑うと、そろりとアスナの顔に向かって右手を伸ばしてきた。

「でもねえ……なんだか最近は……」

　アスナは顔を背そむけようとしたが、おとがいに手がかかり、無理やり正面に向けさせられる。

「そういう君を力ずくで奪うのも楽しいかなあと、そんな気もするんだよね」

　万まん力りきのような力で固定されたアスナの顔に、今度は左手の指が這はい始めた。頰から、唇に向かって細い指がじわじわと動いていく。どこか粘ねばつくようなその感かん触しよくに、背筋に寒さむ気けが走る。

　嫌悪のあまり固く眼をつぶり、歯を嚙かみ締しめるアスナの唇を指先で数度なぞると、オベイロンはそのまま首筋をゆっくりと撫なで下ろした。やがて指は、深い襟えりぐりの胸むな元もとで結ばれた真しん紅くのリボンに辿たどり着く。アスナの恥ち辱じよくと恐怖を愉たのしむように、リボンの一いつ端たんがじわり、じわりと引かれていく──。

「やめて」

　ついに耐え切れなくなり、アスナは掠かすれた声を洩もらした。

　それを聞いたオベイロンは喉のどの奥をククッと鳴らすとリボンから手を離した。指をひらひらと振ふりながら、笑いの混じった声で言う。

「冗談さ。言ったろう？　君に無理矢理手はかけない、って。どうせすぐに君の方から僕を求めるようになる。もう時間の問題だ」

「──馬ば鹿かなことを、気は確かなの？」

「ふふ、そんな口を利きけるのも今のうちだけさ。すぐに君の感情は僕の意のままになるんだから。……ねえ、ティターニア」

　オベイロンは両手をテーブルに突くと、大きく身を乗り出した。にやにや笑いの浮かんだ顔を、鳥とり籠かごの外にぐるりと巡めぐらせる。

「見えるだろう？　この広大な世界には、今も数万人のプレイヤーがダイブし、ゲームを楽しんでいる。しかしね、彼らは知りゃしないのさ。フルダイブシステムが娯楽市場のためだけの技術ではないという事実をね！」

　予想外の台詞せりふにアスナは口を噤つぐんだ。オベイロンは芝しば居いがかった仕し草ぐさで両腕を大きく広げる。

「冗談じゃない！　こんなゲームは副産物にすぎない。フルダイブ用インタフェースマシン、つまりナーヴギアやアミュスフィアは電子パルスのフォーカスを脳の感かん覚かく野やに限定して照しよう射しやし、仮想の環境信号を与えているわけだが──もし、その枷かせを取り払ったらどういうことになるか」

　見開かれたオベイロンのエメラルド色の瞳ひとみにどこか逸いつ脱だつした輝かがやきが宿やどり、アスナは本能的な恐怖を感じた。

「──それはね、脳の感覚処理以外の機能……すなわち思考、感情、記憶までも制御できる可能性があるってことだよ！」

　あまりにも常じよう軌きを逸いつしたオベイロンの言葉に、アスナは絶ぜつ句くするしかなかった。数回呼吸を繰り返してから、どうにか声を絞しぼり出す。

「……そんな、そんなことが許されるわけが……」

「誰だれが許さないんだい？　すでに各国で研究が進められている。でもねえ、この研究はどうしても人間の被ひ験けん者しやが必要なんだよ。自分が何を考えてるか、コトバで説明して貰もらわないといけないからね！」

　ひっ、ひっと甲かん高だかい声で笑いを洩もらし、テーブルから跳はねるように体を起こしたオベイロンは、せかせかした歩調でアスナの周まわりを歩き始めた。

「脳の高次機能には個体差も多い、どうしても大量の被験者が必要だ。だが脳をいじくり回すわけだからね、おいそれと人体実験なんかできない。それでこの研究は遅ち々ちとして進まなかった。──ところがねえ、ある日ニュースを見ていたら、いるじゃないか、格かつ好こうの研究素材が、一万人もさ！」

　再びアスナの肌はだに怖おぞ気けが走った。オベイロンが何を言わんとしているのか、その先がようやく想像できたのだ。

「──茅かや場ば先せん輩ぱいは天才だが大おお馬ば鹿か者ものさ。あれだけの器うつわを用意しながら、たかがゲーム世界の創造だけで満足するなんてね。ＳＡＯサーバー自体には手をつけられなかったが、あそこからプレイヤー連中が解放された瞬しゆん間かんに、その一部を僕の世界に拉ら致ちできるようルータに細さい工くするのはそう難しくなかったさ」

　両手で大きな杯さかずきの形を作り、妖よう精せい王おうは不ふ可か視しの美び酒しゆを味わうように舌を這はわせた。

「いやあ、クリアされるのが実に待ち遠しかったね！　全員とは行かなかったが、結果三百人もの被験者を僕は手に入れた。現実ならどんな施設でも収容できないほどの数さ、まったく仮想世界さまさまじゃないかい！」

　妄もう念ねんの熱に浮かされたかの如ごとく、オベイロンは饒じよう舌ぜつに言葉をまくし立て続ける。アスナは昔から彼のこういう性せい癖へきが大だい嫌きらいだった。

「三百人の旧ＳＡＯプレイヤー諸しよ君くんのお陰かげで、たった二ヶ月で研究は大いに進しん展てんしたよ！　人間の記憶に新規オブジェクトを埋め込み、それに対する情動を誘導する技術は大だい体たい形ができた。魂たましいの操作──実に素す晴ばらしい!!」

「そんな……そんな研究、お父さんが許すはずがないわ」

「無論あのオジサンは何も知らないさ。研究は私以下極少数のチームで秘ひ密みつ裏りに進められている。そうでなければ商品にできない」

「商品……!?」

「アメリカの某ぼう企業が涎よだれを垂たらして研究終了を待っている。せいぜい高値で売りつけるさ。──いずれはレクトごとね」

「…………」

「僕はもうすぐ結ゆう城き家の人間になる。まずは養子からだが、やがては名実ともにレクトの後こう継けい者しやとなる。君の配はい偶ぐう者しやとしてね。その日のためにもこの世界で予行演習しておくのは悪くない考えだと思うけどねえ」

　背中を這はい回る冷たい戦せん慄りつをこらえ、アスナは小さく、しかしきっぱりと首を振った。

「そんな……そんなこと、絶対にさせない。いつか現実世界に戻ったら、真っ先にあなたの悪あく行ぎようを暴あばいてあげるわ」

「やれやれ、まだ理解してないのかい。実験のことをぺらぺら喋しやべってあげたのはね、君がすぐに何もかも忘れてしまうからさ！　あとに残るのは僕への……」

　不ふ意いにオベイロンは言葉を切ると、わずかに首を傾かたむけ沈黙した。すぐに左手を振ってウインドウを出し、それに向かって言う。

「今行く。指示を待て」

　ウインドウを消し、再びにやにや笑いを浮べながら、

「──という訳で、君が僕を盲もう目もく的てきに愛し、服従する日も近いということが解わかってもらえたかな？　しかし僕も勿もち論ろん、君の脳を早期の実験に供きようするのは望まない。次に会うときはもう少し従じゆう順じゆんであることを願うよ、ティターニア」

　猫ねこ撫なで声で囁ささやくと、アスナの髪をひと撫なでして身を翻ひるがえした。

　ドア目掛けてせかせかと歩いていく男の姿を、アスナは見なかった。ただ俯うつむいて、オベイロンの最後の台詞せりふが心に垂らしていった恐怖に耐えていた。

　やがてカシャン、というドアの開閉音が響ひびき、次いで静せい寂じやくが訪れた。




　　　　　＊＊＊




　制服に着替え、竹刀しないケースを下げて剣道部の部室から出ると、校舎の谷を抜けてきた微び風ふうが直すぐ葉はの頰ほおを心地よく撫なでていった。

　午後一時半、すでに五時限目が始まっているので学校はしんと静まり返っている。一、二年生はもちろん授業中だし、自由登校の三年生も、学校に来ている者は高校入試直前の集中ゼミナールを受講しているので、今ごろ校内をのんきに歩いているのは直葉のような推すい薦せん進学組だけだ。

　気楽な身分ではあるが、同級生に出くわすと必ず皮ひ肉にくのひとつも言われてしまうので、直葉としては無む闇やみに学校に来たくはない。しかし剣道部の顧こ問もんが実に熱心な人物で、強豪校に送り出す愛まな弟で子しのことが気になって仕方ないらしく、一日おきに学校の道場に顔を出して指導を受けるよう厳げん命めいされている。

　顧問いわく、最近直葉の剣には妙みようなクセがある、らしい。直葉は内心で首をすくめながら、そりゃそうだろうなぁ、と思う。短時間とは言えほぼ毎日のように、アルヴヘイムで型もなにもないチャンバラ空中殺法を繰り広げているのだ。

　しかしそれで剣道部員としての直葉の腕が落ちているかと言うと幸さいわいそうでもなく、今日も、かつて全日本で上位に入ったことのある三十代の男性顧問から立て続けに二本取ってひそかに快かつ哉さいを叫んだ。

　なんだか、近頃相手の打だ突とつがよく見えるのだ。強敵との試合で、神経が極限まで張り詰めると、時間の流れがゆるやかになるような感覚すら覚える。

　数日前の、和かず人ととの試合を思い出す。あの時、直葉の本気の打ち込みを和人はことごとく躱かわしてみせた。まるで、彼だけが違う時間流のなかにいるかのような凄すさまじい反応だった。ひょっとして──、と直葉は考える。フルダイブ中の経験が、現実の肉体にも何らかの影えい響きようを及およぼすということも有り得るのではないか……。

　物思いにふけりながら自転車置き場に向かって歩く直すぐ葉はに、校舎の陰かげからいきなり声をかける者がいた。

「……リーファちゃん」

「うわっ」

　びくっとして一歩飛びすさる。現れたのは、ひょろりと瘦やせた眼鏡めがねの男子生徒だった。レコンと共通の特徴である、常に困ったように垂れ下がった細い眉まゆ毛げが、今日は一いつ層そう急角度を描いている。

　直葉は右手を腰に当てると、ため息混じりに言った。

「学校でそう呼ばないでって言ってるでしょ！」

「ご、ごめん。……直葉ちゃん」

「この……」

　竹刀しないケースの蓋ふたに片手を添そえながら一歩詰め寄ると、男子生徒はひきつった笑みを浮かべながらぶんぶん首を振ふった。

「ごごごめん、桐きりヶが谷やさん」

「……なに？　長なが田たクン」

「ちょ、ちょっと話があって……。どこかゆっくりできるとこ、行かない？」

「ここでいいわよ」

　長田慎しん一いちは情けない顔をしながら肩を落とす。

「……ていうか、そもそも推すい薦せん組のあんたが何で学校にいるのよ？」

「あ、すぐ……桐ヶ谷さんに話があって、朝から待ってたんだ」

「げげ！　ヒマな奴やつ……」

　直葉は再び数歩後退し、背の高い花か壇だんの縁ふちに腰を下ろした。

「で、話って？」

　長田は微び妙みような距きよ離りを保って直葉の隣となりに座ると、言った。

「……シグルドたちが、今日の午後からまた狩りに行こうって。今度は海底洞どう窟くつにしようってさ、あそこはサラマンダーがあんま出ないし」

「狩りの話ならメールでいいって言ったじゃない。……悪いけど、あたししばらく参加できないわ」

「え、ええ!?　なんで!?」

「ちょっとアルンまで出かけることに……」

　アルヴヘイムの中央にそびえる世界樹、その根元には大きな中立都市が広がっている。それが央都アルンだ。スイルベーンからはかなりの距離がある上に、途と中ちゆうに飛行不可能な区域も多く、辿たどりつくには数日を要する。

　長なが田たはしばらく口をがくーんと開けて硬こう直ちよくしていたが、やがてずりずりと直すぐ葉はににじり寄りながら言った。

「ま、ままさか昨日のスプリガンと……？」

「あー、うん、まあね。道案内することになったの」

「な、何考えてんのさリー……すぐ……桐きりヶが谷やさん！　あんな怪あやしい男と、と、泊りがけで……」

「あんたこそ何赤くなってるのよ！　妙みような想像しないでよね！」

　すぐそばまで接近してきた長田の胸を竹刀しないケースでどつく。長田は極限まで眉まゆに八の字を描かせ、直葉を恨うらみがましい眼で見つめた。

「……前に僕がアルンまで行こうって言ったときはあっさり断ことわったくせに……」

「あんたと一いつ緒しよじゃ何回全滅するか判わかったもんじゃないでしょ！　……ともかくそういうわけだから、シグルドたちにはよろしく言っといてね」

　直葉はぴょんと立ち上がり、「じゃね！」と手を振って自転車置き場目め指ざして走り出した。長田の、叱しかられた犬のような情けない顔がちくりと胸を刺すが、そうでなくても学校ではいろいろと噂うわさされているのだ。これ以上距きよ離りを縮める気にはならない。

　……道案内するだけ。それだけよ。

　自分にも言い聞かせるように、胸のなかで呟つぶやく。キリトという少年の、謎なぞめいた黒い瞳ひとみを思い出すと、妙にそわそわと落ち着かない気分になる。

　広大な駐輪場の片かた隅すみに停めてある自転車のロックを手早く外はずす。えいやっとまたがると、立ち漕こぎで猛もう然ぜんとダッシュ。冬の冷たい空気がぴりぴりと頰ほおを叩たたくが、気にせず裏門から飛び出して、急な下り坂をノーブレーキで駆け降りていく。

　早く飛びたい、と直葉は思った。キリトと並んで、全開パラレル飛行をすることを考えると、少しだけわくわくした。




　二時少し前に自宅に着いた。

　庭に、和かず人との自転車はなかった。どうやらまだジムから戻っていないらしい。

　実のところ、最近の和人はもうＳＡＯ事件以前の体格をほぼ取り戻していると思う。しかしどうもそれでは満足できない、と言うより仮想世界における自分との間にギャップを感じているようだ。

　そんなの当然、ゲーム内のアバターに生身の体を近づけようなんて無理な注文だ──と思う一方で、和人の気持ちも良くわかる。直葉だって現実で《飛ぼう》として転びそうになったことは一度や二度ではない。

　縁えん側がわから家に上がり、洗濯機に道着を放り込んでスイッチを入れる。二階の自室に戻ると、灰色のセーラー服とスカートを脱ぎ、壁のハンガーに掛ける。

　下着姿のまま胸に手を当ててみると、学校から自転車でダッシュしたくらいならすぐに落ち着くはずの心しん拍ぱくが、まだ分間九十回くらいでとくとく言っていた。
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　それが運動のせいだけではないのを認めるのが癪しやくで、直すぐ葉はは何度も深呼吸して落ち着かせようとしたが、意識すればするほど鼓こ動どうのＢＰＭは上昇していく。何考えてるのよもう、アルンまで道案内するだけじゃない、それにあたしにはお兄ちゃんて人がいるんだから、いやそれこそ何考えてるのあたしのばかばか！　──と自問自答しているのも馬ば鹿からしくなり、大きめのＴシャツをずぼっと被かぶるとベッドに体を転がした。

　ヘッドボードから取り上げたアミュスフィアの電源を入れ、すっぽり被って眼を閉じる。大きくもう一回深呼吸、ついで魔ま法ほうの呪じゆ文もんを──。

「リンク・スタート！」

　接続ステージを経へて、妖よう精せい剣けん士しリーファへと意識を移してぱちりと瞼まぶたを開けると、すずらん亭一階の風景が色いろ鮮あざやかに広がった。

　テーブルの、向かいの席にはもちろん誰だれもいない。待ち合わせまではまだ数十分の余裕がある。それまでに旅の準備を整えなければならない。

　店から出ると、スイルベーンの街は美しい朝焼けの空に覆おおわれていた。

　毎日決まった時間にしかログインできないプレイヤーのための配はい慮りよか、アルヴヘイムでは約十六時間で一日が経過する。そのため、現実の朝晩と一致することもあればこのようにまったくずれることもある。メニューウインドウの時刻表示は、現実時間とアルヴヘイム時間が併へい記きされており、最初は多少混乱したが、今ではこのシステムが気に入っている。

　あちこちの店をばたばたと駆かけ回り、買い物を済すませると、ちょうどいい時間になっていた。宿屋に戻ってスイングドアを押し開けると、今まさに奥のテーブルに黒衣の姿が実体化しようとしているところだった。

　ログインを完了したキリトは、数回瞬まばたきをしてから、近づくリーファを認めて微ほほ笑えんだ。

「やあ、早いね」

「ううん、さっき来たとこ。ちょっと買い物してたの」

「あ、そうか。俺おれも色々準備しないとな」

「道具類は一通り買っておいたから大だい丈じよう夫ぶだよー。あ、でも……」

　キリトの、簡素な初期武装に視線を落とす。

「キミの、その装備はどうにかしておいたほうがいいね」

「ああ……俺もぜひどうにかしたい。この剣じゃ頼りなくて……」

「お金、持ってる？　なければ貸しておくけど」

「えーと……」

　キリトは左手を振ってウインドウを出し、ちらりと眺ながめて、なぜか顔をひきつらせた。

「……この《ユルド》っていう単位がそう？」

「そうだよー。……ない？」

「い、いや、ある。結けつ構こうある」

「なら、早速武器屋行こっか」

「う、うん」

　妙みように慌あわてた様子で立ち上がったキリトは、何かを思いついたように体のあちこちを見回し、最後に胸ポケットを覗のぞき込んだ。

「……おい、行くぞ、ユイ」

　するとポケットから黒髪のピクシーがちょこんと眠そうな顔を出し、大きなあくびをした。

　リーファ行きつけの武具店でキリトの装備一式をあつらえ終わった頃には、街はすっかり朝の光に包まれていた。

　と言っても、特に防具類に凝こったわけではない。防御属性強化されている服の上下にロングコート、それだけだ。時間がかかったのは、キリトがなかなか剣に納得しなかったからだ。

　プレイヤーの店主に、ロングソードを渡されるたびに一振りしては「もっと重い奴やつ」と言い続け、最終的に妥だ協きようしたのはなんと彼の身長に迫せまろうかというほどの大剣だった。先細りになった刀身は、いかにも重そうに黒光りしている。おそらくこれは、土ノ妖ー精ムや闇イ妖ン精プに多い巨人型プレイヤー用装備だ。

　ＡＬＯでは、与ダメージ量を決定するのは《武器自体の攻こう撃げき力りよく》と《それが振ふられるスピード》だけだが、それだと速度補正に優まさるシルフやケットシーのプレイヤーが有利になってしまう。そこで、筋肉タイプのプレイヤーは、攻撃力に優まさる巨大武器を扱あつかいやすくなるよう設定してバランスを取っている。

　シルフでも、スキルを上げればハンマーやアックスを装備できないことはないが、固定隠しパラメータの筋力が足りないためにとても実戦で使いこなすことはできない。スプリガンはマルチタイプの種族だが、キリトはどう見てもスピードタイプの体型だ。

「そんな剣、振れるのぉー？」

　呆あきれつつリーファが聞くと、キリトは涼しい顔で頷うなずいた。

「問題ない」

　……そう言われれば納得するしかない。代金を払い、受け取った剣をキリトはよっこらしょうと背中に吊つったが、鞘さやの先が地面に擦こすりそうになっている。

　まるで剣士の真ま似ねをする子供だ、そう思ったとたんにこみ上げてきた笑いをかみ殺しながら、リーファは言った。

「ま、そういうことなら準備完了だね！　これからしばらく、ヨロシク！」

　右手を差し出すと、キリトも照れたように笑いながら握り返してきた。

「こちらこそ」

　ポケットから飛び出したピクシーが、二人の手をぺちぺち叩たたきながら言った。

「がんばりましょう！　目指せ世界樹！」




　巨大な剣を背せ負おい、肩にピクシーを乗せたキリトと連れ立って歩くこと数分、リーファの眼前に、翡ひ翠すいに輝かがやく優ゆう美びな塔が現われた。

　シルフ領のシンボル、風の塔だ。何度見ても見み飽あきることのない美しさだ──と思いながら隣となりに眼を向けると、黒衣のスプリガンは先日自分が貼はりついたあたりの壁を嫌いやそうな顔で眺ながめていた。リーファは笑いを嚙かみ殺しながら彼の肘ひじを突つ付ついた。

「出発する前に少しブレ─キングの練習しとく？」

「……いいよ。今後は安全運転することにしたから」

　キリトが憮ぶ然ぜんとした表情で答える。

「それはそうと、なんで塔に？　用事でもあるのか？」

「ああ……長ちよう距きよ離りを飛ぶときは塔の天てつ辺ぺんから出発するのよ。高度が稼かせげるから」

「ははあ、なるほどね」

　頷うなずくキリトの背を押しながら、リーファは歩き出した。

「さ、行こ！　夜までに森は抜けておきたいね」

「俺おれはまったく地理がわからないからなあ。案内よろしく」

「任せなさい！」

　トンと胸を一回叩たたいてから、ふと思いついて視線を塔の奥へと移す。

　そこには、シルフ領主館の壮そう麗れいなシルエットが朝焼けに浮かんでいた。館やかたの主人であるサクヤという名の女性プレイヤーとは旧知の仲なので、しばらく街を離れると挨あい拶さつしておこうかと一いつ瞬しゆん考えたのだが、建物の中心に屹きつ立りつする細いポールにはシルフの紋もん章しよう旗きが揚がっていない。滅めつ多たにあることではないが、今日は一日領主が不在だというしるしだ。

「どうかした？」

　首をかしげるキリトに、ううん、とリーファは首を振った。サクヤには後からメールしておこうと考え、気を取り直して風の塔の正面扉をくぐって内部へと進む。

　一階は円形の広大なロビーになっており、周囲をぐるりと色々なショップの類が取り囲んでいる。ロビーの中央には魔ま法ほう力りよくで動くとおぼしきエレベータが二基設置され、定期的にプレイヤーを吸い込んだり吐はき出したりしている。アルヴヘイム時間では夜が明けたばかりだが、現実では夕方に差し掛かっているので、行き交う人の数がそろそろ増え始める頃だ。

　キリトの腕を引っ張りながら、ちょうど降りてきた右側のエレベータに駆かけ込もうとした、その時。

　不ふ意いに傍かたわらから数人のプレイヤーが現われ、二人の行く手を塞ふさいだ。激突する寸すん前ぜんで、どうにか翅はねを広げて踏みとどまる。

「ちょっと危ないじゃない！」

　反射的に文句を言いながら、眼の前に立ち塞がる長身の男を見上げると、それはリーファのよく知った顔だった。

　シルフにしては図抜ずばぬけた背せ丈たけに、荒あら削けずりだが男っぽく整った顔。この外見を手に入れるためには、かなりの幸運か、かなりの投資が必要だったと思われる。体をやや厚めの銀のアーマーに包み、腰には大ぶりのブロードソード。額ひたいに幅広の銀のバンドを巻き、波打つ濃緑の髪を肩の下まで垂らしている。

　男の名前はシグルド。ここ数週間リーファが行動を共にしているパーティーの前衛だ。見れば、彼の両りよう脇わきに控ひかえているのもパーティーメンバーである。レコンもいるのかと思って更さらに周囲に眼をやったが、目立つ黄緑色の髪は視界に入らなかった。

　シグルドはシルフ最強剣士の座をいつもリーファと争う剛ごうの者で、また同時に、主流派は閥ばつに関わるのを忌き避ひしているリーファと違って政治的にも実力者だ。現在の《シルフ領主》──月一回の投票で決定され、税率やその使い道を決める指導者プレイヤー──はサクヤだが、シグルドは彼女の側近としても名を馳はせる、言わば超アクティブ・プレイヤーである。

　その恐るべきプレイ時間に裏打ちされた各種スキル数値とレア装備はとてもリーファの及ぶところではなく、シグルドとの一対一デュエルはいつも、運動性に優るリーファがいかにして彼の頑がん強きような防御を打ち砕くだくかというしんどい戦いになる。それだけに、狩りではフォワードとして実に頼もしい存在感を発揮するのだが、反面その言動はやや独どく善ぜん的てきで、束そく縛ばくを嫌きらうリーファを辟へき易えきとさせる局面も少なからずあった。今のパーティーでの稼かせぎは確かにかなりの効率なのだが、そろそろ抜ける潮しお時どきかな、と最近は考えないでもない。

　そして今、リーファの前にずしりと両足を広げて立つシグルドの口くち許もとは、彼が最大限の傲ごう慢まんさを発はつ揮きさせる時特有の角度できつく結ばれていた。これは面めん倒どうなことになりそうだ──と思いながら、リーファは口を開いた。

「こんにちは、シグルド」

　笑みを浮べながら挨あい拶さつしたものの、シグルドはそれに応こたえる心境ではないらしく、唸うなり声を交えながらいきなり切り出した。

「パーティーから抜ける気なのか、リーファ」

　どうやら相当に機き嫌げんが悪いらしいシグルドを、ちょっとアルンまで往復するだけ、と言って宥なだめようと一いつ瞬しゆん考えたが、なんだか急に色々なことが面めん倒どうになってしまって、気づくとリーファはこくりと頷うなずいていた。

「うん……まあね。貯金もだいぶできたし、しばらくのんびりしようと思って」

「勝手だな。残りのメンバーが迷惑するとは思わないのか」

「ちょっ……勝手……!?」

　これにはリーファも少々かちんと来た。前々回のデュエルイベントで、激戦の末シグルドを下したリーファを試合後にスカウトにきたのは彼自身である。その時リーファが出した条件は、パーティー行動に参加するのは都つ合ごうのつくときだけ、抜けたくなったらいつでも抜けられる、という二つで、つまり束縛されるのは御ご免めんだとしっかり伝えてあったつもりなのだが──。

　シグルドはくっきりと太い眉まゆを吊つり上げながら、なおも言葉を続けた。

「お前はオレのパーティーの一員として既すでに名が通っている。そのお前が理由もなく抜けて他ほかのパーティーに入ったりすれば、こちらの顔に泥を塗られることになる」

「…………」

　シグルドの大おお仰ぎような台詞せりふに、リーファはしばし言葉を失って立ち尽くした。啞あ然ぜんとしつつも、やっぱり──という思いが心中に去きよ来らいする。

　シグルドのパーティーに参加してしばらく経たった頃、リーファの相あい方かた扱いで同時にメンバーになったレコンが、いつになくマジメな顔で忠告してきたことがあったのだ。

　このパーティーに深入りするのはやめたほうがいいかもしれない、と彼は言った。理由を聞くと、シグルドはリーファを戦力としてスカウトしたのではなく、自分のパーティーのブランドを高める付加価値として欲ほしがったのではないか──更さらに言えば、自分に勝ったリーファを仲間、というより部下としてアピールすることで勇名の失しつ墜ついを防ふせいだつもりなのではないか、と。

　まさかそんな、と笑い飛ばしたリーファに向かってレコンは力りき説せつしたものだ。曰いわく──ＡＬＯのようなハード志向のＭＭＯでは女性プレイヤーは希き少しような存在であり、それゆえに戦力としてよりアイドルとして求められる傾向にあり、ましてリーファちゃんみたいなかわいい女の子は伝説武具レジエンダリー・ウエポン以上にレアであり見せびらかし用に欲ほしがられて当然なのであり中にはそれ以上の下した心ごころを抱いてる奴やつも多いのでありしかし自分に関しては一いつ切さいそんなつもりはなくあくまでピュアかつリアルなお付き合いを望んでいるのであり云うん々ぬんかんぬん。

　どさくさに紛まぎれて妙みようなことを口くち走ばしり始めたレコンに体重を乗せたリバー・ブローを一発撃うちこんで黙らせておいて、リーファは一応真しん剣けんに考えてみた。のであるが、自分がアイドル扱いされているなどという状況にはどうにも現実感がわかなかったし、ただでさえ憶えるべきことの多いＭＭＯＲＰＧが更さらにややこしくなりそうだったので、それ以上考えるのをやめ、今日までさして大きな問題もなくパーティープレイをこなしてきたのだったが──。

　怒りと苛いら立だちを滲にじませて立つシグルドの前で、リーファは全身に重苦しく絡からみつくしがらみの糸を感じていた。ＡＬＯに求めているのは、全すべての束そく縛ばくから脱して飛ひ翔しようするあの感覚だけ。何もかも振り切って、どこまでも飛びたいと、それだけを望んでいるのに。

　しかし、それは無知ゆえの甘さだったのだろうか。全ての人が翅はねを持つこの仮想世界なら、現実世界の重力を忘れられると思ったのはただの幻想だったのだろうか。

　リーファ／直すぐ葉はは、小学校の頃ころよく自分をいじめた剣道場の上級生のことを思い出していた。入門して以来道場で敵なしだったのが、いつしか年下でその上女の直葉に試合で勝てなくなってしまい、その報復として帰り道で仲間数名と待ち伏ぶせては卑ひ小しような嫌いやがらせを行った。そんな時、その上級生の口くち許もとは、今のシグルドと良く似た憤ふん懣まんに強こわ張ばっていたものだ。

　結けつ局きよく、ここも同じなのか──。

　やるせない失望に囚とらわれ、リーファが俯うつむいた、その時だった。背後に下がり、影のように気配を殺していたキリトが、ぼそりと呟つぶやいた。

「仲間はアイテムじゃないぜ」

「え……？」

　その言葉の意味が咄とつ嗟さにつかめず、リーファは眼を見開きながら振り向いた。同時にシグルドが唸うなり声を上げた。

「……なんだと……？」

　キリトは一歩踏み出すと、リーファとシグルドの間に割って入り、自分より頭一つぶんほども背の高い威い丈じよう夫ぶに向き合った。

「他ほかのプレイヤーを、あんたの大事な剣や鎧よろいみたいに、装備欄らんにロックしとくことはできないって言ったのさ」

「きッ……貴様ッ……!!」

　キリトのストレートな言葉に、シグルドの顔が瞬しゆん時じに赤く染まった。肩から下がった長いマントをばさりと巻き上げ、剣の束つかに手をかける。

「屑くず漁あさりのスプリガン風ふ情ぜいがつけあがるな！　リーファ、お前もこんな奴やつの相手をしてるんじゃない！　どうせ領地を追放された《レネゲイド》だろうが！」

　今にも抜ばつ刀とうしそうな勢いでまくし立てるシグルドの台詞せりふに、ついカッとしたリーファも思わず叫び返していた。

「失礼なこと言わないで！　キリト君は、あたしの新しいパートナーよ！」

「なん……だと……」

　額ひたいに青あお筋すじを立てながらも、シグルドは声に驚きよう愕がくをにじませて唸うなった。

「リーファ……領地を捨てる気なのか……」

　その言葉に、リーファはハッとして眼を見開いた。

　ＡＬＯプレイヤーは、そのプレイスタイルによって大きく二種に分かれる。

　ひとつは、今までのリーファやシグルドのように領地を本ほん拠きよにして同種族のパーティーを組み、稼かせいだ金ユルドの一部を執政部に上納して、種族の勢力を発展させようとするグループ。もうひとつが、領地を出て中立都市を本拠とし、異種族間でパーティーを組んでゲーム攻略を行うグループだ。前者は後者を目的意識に欠けるとして蔑べつ視しすることが多く、領地を捨てた──自発的、あるいは領主に追放された場合を問わず──プレイヤーを脱領者レネゲイドと呼称している。

　リーファの場合は、共同体としてのシルフ族への帰属意識は低いのだが、スイルベーンが気に入っていることと、あとの半分は惰だ性せいで領地に留まり続けていた。だが今シグルドの言葉によって、リーファの中に、解き放たれたいという欲求が急速に浮かび上がってきたのだった。

「ええ……そうよ。あたし、ここを出るわ」

　口をついて出たのは、その一言だった。

　シグルドは唇くちびるを歪ゆがめ、食くい縛しばった歯をわずかに剝むきだすと、いきなりブロードソードを抜き放った。燃えるような眼でキリトをねめつける。

「……小虫が這はいまわるくらいは捨て置こうと思ったが、泥どろ棒ぼうの真ま似ね事ごととは調子に乗りすぎたな。のこのこと他種族の領地まで入ってくるからには斬られても文句は言わんだろうな……？」

　芝しば居いがかったシグルドの台詞に、キリトは肩をすくめるだけの動作で応じた。

　その糞くそ度ど胸きように半なかば呆あきれつつも、リーファは本当に戦闘になったらシグルドに斬りかかる覚悟で腰の長刀に手を添そえた。緊きん迫ぱくした空気が周囲に満ちた。

　と、その時、シグルドの背後にいた彼の仲間が小声で囁ささやいた。

「今はやばいっすよ、シグさん。こんな人目があるとこで無抵抗の相手をキルしたら……」

　周囲にはいつの間にか、トラブルの気配に引かれたように見物人の輪ができていた。正当なデュエルだったり、相手が明らかなスパイだったりするならともかく、この場では攻こう撃げき権けんを持たない観光者然としたキリトをシグルドが一方的に攻撃するのは確かに見み栄ばえのいい行為ではない。

　シグルドは歯は嚙がみをしながらしばらくキリトを睨にらんでいたが、やがて剣を鞘さやに収めた。

「せいぜい外では逃げ隠れることだな。──リーファ」

　キリトに捨て台詞せりふを浴あびせておいてから、背後のリーファにも視線を向けてくる。

「……今オレを裏切れば、近いうちに必ず後こう悔かいすることになるぞ」

「留まって後悔するよりはずっとマシだわ」

「戻りたくなったときのために、泣いて土ど下げ座ざする練習をしておくんだな」

　それだけ言い放つと、シグルドは身を翻ひるがえし、塔の出口へと歩き始めた。付き従うパーティーメンバー二人は、何か言いたそうにしばらくリーファの顔を見ていたが、やがて諦あきらめたようにシグルドを追って走り去っていった。

　彼らの姿が消えると、リーファは大きく息を吐はき出し、キリトの顔を見た。

「……ごめんね、妙みようなことに巻き込んじゃって……」

「いや、俺おれも火に油を注ぐような真ま似ねしちゃって……。しかし、いいのか？　領地を捨てるって……」

「あー……」

　リーファはどう言ったものか迷った挙あげ句く、無言でキリトの背を押して歩き始めた。野や次じ馬うまの輪をすり抜けて、ちょうど降りてきたエレベータに飛び乗る。最上階のボタンを押すと、半透明のガラスでできたチューブの底を作る円盤状の石がぼんやりと緑色に光り始め、すぐに勢い良く上昇を開始した。

　数十秒後、エレベータが停止すると壁面のガラスが音もなく開いた。白い朝あさ陽ひと心地よい風が同時に流れ込んでくる。

　足早にチューブから風の塔最上部の展望デッキに飛び出す。数え切れないほど訪れたことのある場所だが、四方に広がる大パノラマは何度見ても心が浮き立つ。

　シルフ領は、アルヴヘイムの南西に位置する。西側は、しばらく草原が続いたあとすぐに海岸となっており、その向こうは無限の大海原が青く輝かがやいている。東は深い森がどこまでも連なり、その奥には高い山脈が薄紫色に連なる。その稜りよう線せんの更さらに彼方かなたに、ほとんど空と同化した色で一際高くそびえる影──世界樹。

「うお……凄すごい眺ながめだな……」

　リーファに続いてエレベータを降りたキリトが、眼を細めてぐるりと周囲を見回した。

「空が近いな……。手が届きそうだ……」

　瞳ひとみに憧しよう憬けいにも似た色を浮かべて青い空を仰あおぎ見るキリトに並んで、リーファはそっと右手を空にかざし、言った。

「でしょ。この空を見てると、ちっちゃく思えるよね、いろんなことが」

「……」

　キリトが気き遣づかわしげな視線を向けてくる。それに笑顔を返し、リーファは言葉を続けた。

「……いいきっかけだったよ。いつかはここを出ていこうと思ってたの。一人じゃ怖くて、なかなか決心がつかなかったんだけど……」

「そうか。……でも、なんだか、喧けん嘩か別れみたいな形にさせちゃって……」

「あの様子じゃ、どっちにしろ穏おん便びんには抜けられなかったよ。──なんで……」

　その先は、半なかば独ひとり言ごとだった。

「なんで、ああやって、縛しばったり縛られたりしたがるのかな……。せっかく、翅はねがあるのにね……」

　それに答えたのはキリトではなく、彼の肩、ジャケットの大きな襟えりの下から顔を出したユイという名のピクシーだった。

「フクザツですね、人間は」

　きららんと音を立てて飛び立つと、キリトの反対側の肩に着地し、小さな腕を組んで首を傾かしげる。

「ヒトを求める心を、あんなふうにややこしく表現する心理は理解できません」

　彼女がプログラムであることも一いつ瞬しゆん忘れ、リーファはユイの顔を覗のぞきこんだ。

「求める……？」

「他者の心を求める衝しよう動どうが人間の基本的な行動原理だとわたしは理解しています。ゆえにそれはわたしのベースメントでもあるのですが、わたしなら……」

　ユイは突然キリトの頰ほおに手を添そえると、かがみこんで音高くキスをした。

「こうします。とてもシンプルで明確です」

　あっけに取られて眼を丸くするリーファの前で、キリトは苦にが笑わらいしながら指先でユイの頭をつついた。

「人間界はもうちょっとややこしい場所なんだよ。気安くそんな真ま似ねしたらハラスメントでバンされちゃうよ」

「手順と様式ってやつですね」

「……頼むから妙みようなことを覚えないでくれよ」

　キリトとユイのやり取りを呆ぼう然ぜんと眺ながめていたリーファは、どうにか口を動かした。

「す、すごいＡＩね。プライベートピクシーってみんなそうなの？」

「こいつは特にヘンなんだよ」

　言いながらキリトはユイの襟えり首くびをつまみあげると、ひょいと胸ポケットに放ほうり込んだ。

「そ、そうなんだ。…………人を求める心、かぁ……」

　リーファはピクシーの言葉を繰り返しながら、かがめていた腰を伸ばした。

　なら──、この世界でどこまでも飛んでいきたいと願っている自分の気持ちも、実はその奥で誰だれかを求めているのだろうか。不ふ意いに、和かず人との顔が脳のう裏りを過よぎって、ドキン、と心臓が大きな音を立てる。

　ひょっとしたら……この妖よう精せいの翅を使って、現実世界のいろんな障害を飛び越えて、和人の胸に飛び込んでいきたいと、そう思っているのだろうか……？

「まさかね……」

　考えすぎだ。心の中でそう呟つぶやいた。今は、ただ飛びたい。それだけだ。

「ん？　何か言った？」

「な、なんでもないよ。……さ、そろそろ出発しよっか」

　キリトに笑顔を向けると、リーファは空を振り仰あおいだ。夜明けの光を受けて金色に輝かがやいていた雲もすっかり消え去り、深い青がどこまでも広がっていた。今日はいい天気になりそうだった。

　展望台の中央に設置されたロケーターストーンという石せき碑ひを使ってキリトに戻り位置をセーブさせると、リーファは四枚の翅はねを広げて軽く震ふるわせた。

「準備はいい？」

「ああ」

　キリトと、彼の胸ポケットから顔を出したピクシーがこくりと頷うなずくのを確認して、いざ離陸しようとしたところで──。

「リーファちゃん！」

　エレベータから転がるように飛び出してきた人物に呼び止められ、リーファはわずかに浮いた足を再び着地させた。

「あ……レコン」

「ひ、ひどいよ、一言声かけてから出発してもいいじゃない」

「ごめーん、忘れてた」

　がくりと肩を落としたレコンは、気を取り直したように顔を上げるといつになく真しん剣けんな顔で言った。

「リーファちゃん、パーティー抜けたんだって？」

「ん……。その場の勢い半分だけどね。あんたはどうするの？」

「決まってるじゃない、この剣はリーファちゃんだけに捧ささげてるんだから……」

「えー、別にいらない」

　リーファの言葉に再びレコンはよろけたが、この程度でメゲるような彼ではない。

「ま、まあそういうわけだから当然僕もついてくよ……と言いたいとこだけど、ちょっと気になることがあるんだよね……」

「……なに？」

「まだ確証はないんだけど……少し調べたいから、僕はもうしばらくシグルドのパーティーに残るよ。──キリトさん」

　レコンは、彼にしては最大限にマジメな様子でキリトに向き直った。

「彼女、トラブルに飛び込んでくクセがあるんで、気をつけてくださいね」

「あ、ああ。わかった」

　どこか面白がっているような表情でキリトが頷うなずく。

「──それから、言っておきますけど彼女は僕のンギャッ！」

　語尾の悲鳴はリーファが思い切りレコンの足を踏みつけたことによるものだ。

「余よ計けいなこと言わなくていいのよ！　しばらく中立域にいると思うから、何かあったらメールでね！」

　早口でまくし立てると、リーファは翅はねを広げ、ふわりと浮き上がった。名残なごり惜おしそうな顔のレコンに向かって、大きく右手を振る。

「……あたしがいなくても、ちゃんと随ずい意い飛行の練習すんのよ。あと、あんまサラマンダー領に近づいたらだめだよ！　じゃね！」

「り……リーファちゃんも元気でね！　すぐ追いかけるからねー！」

　と涙を滲にじませて叫ぶアバターの中身とはどうせすぐに学校で会うというのに、それなりの別れの感かん慨がいがこみ上げてきてしまって、リーファは慌あわててくるりと向きを変えた。北東の方角を見み据すえ、翅を広角に固定して滑かつ空くうを始める。

　すぐに隣となりに追いついてきたキリトが、笑いを押し殺したような表情のまま言った。

「彼、リアルでも友達なんだって？」

「……まあ、一応」

「ふうん」

「……何よ、そのふうんってのは」

「いやあ、いいなあと思ってさ」

　キリトに続けて、彼の胸ポケットからピクシーも言った。

「あの人の感情は理解できます。好きなんですね、リーファさんのこと。リーファさんはどうなんですか？」

「し、知らないわよ!!」

　つい大声で叫んでしまい、リーファは照れ隠しにスピードを上げた。レコンの直球な態度にはいいかげん慣れてしまっているのだが、キリトの隣でやられるとなぜか妙みように恥ずかしかった。

　気づくと、いつの間にか街を出て、森の縁に差し掛かっていた。リーファは体を半回転させて後進姿勢を取り、遠ざかっていく翡ひ翠すいの街を見つめた。

　一年を過ごしたスイルベーンから離れることを思うと、郷きよう愁しゆうに似た感情がちくりと胸を刺したが、未知の世界へ旅立つ興こう奮ふんがすぐにその痛みを薄うすめていった。バイバイ、と心のなかで呟つぶやいて、再び向き直る。

「──さ、急ごう！　一回の飛行であの湖まで行くよ！」

　遥はるか彼方にきらきらと輝かがやく湖面を指差し、リーファは思い切り翅を鳴らした。
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　じっとりと冷たい指先が自分の二の腕を這はい回る感触に、アスナはひたすら耐えていた。

　鳥とり籠かごの中央、巨大なベッドの上。緑のトーガをだらしなく着き崩くずしたオベイロンが長々と体を横たえ、隣となりに顔を背そむけて座すわるアスナの左手を取って肌はだを撫なでまわしている。その気になればいつでも襲える、という状況を楽しんでいるのだろう、端たん正せいな作り物の顔にはいつにも増して粘ねばつくような笑いが浮かんでいる。

　先刻、オベイロンが鳥籠に入ってくるなりベッドに横たわり、隣に来いと言ったときは無論拒きよ絶ぜつしてやろうと思ったし、腕をいじくり始めた時は危あやうく殴なぐり飛ばしかけた。

　それでも、嫌けん悪お感かんに耐えて唯い々い諾だく々だくと言葉に従ったのは、感情の起き伏ふくが激しいこの男に、今以上に自由を奪われるのを恐れたからだ。むしろオベイロンはアスナが反抗するのを待っているフシがある。たっぷりとアスナが嫌いやがる様さまを満まん喫きつした上で、システム的に束そく縛ばくしてから実力行使に出ようというのだろう。今はまだ、せめて籠の内部だけでも自由に動ける状態を確保しておかなければならない。──少しでも脱出の可能性が残されているうちは。

　しかし勿もち論ろん限度というものがある。もしこの男が体に触れてきたら、右みぎ拳こぶしを思い切り顔の真ん中に叩たたき込んでやろう。そう思いながらアスナが石のように身を固くしていると、いくら腕を撫で回してもアスナが何の反応も見せないことに失望したのか、オベイロンは手を離すとごろりと体を上向けた。

「やれやれ、頑かたくなな女だね、君も」

　少々不ふ貞て腐くされたように言う。その声だけは、記憶にある須す郷ごうのものを完全に再現していて、それがまた嫌悪の元になる。

「どうせ偽にせ物ものの体じゃないか。何も傷つきゃしないよ。一日中こんな所にいて退屈するだろう？　少しは楽しもうって気にならないのかねえ」

「……あなたにはわからないわ。体が生なま身みか、仮想かなんてことは関係ない。少なくともわたしにとってはね」

「心が汚けがれるとでも言いたいのかね」

　オベイロンは喉のどの奥でくくっと笑った。

「どうせこの先、僕が地位を固めるまでは君を外に出すつもりはない。今のうちに楽しみ方を学んだほうが賢けん明めいだと思うけどねえ。あのシステムは実に奥が深いよ、知ってた？」

「興味ないわ。……それに、いつまでもここにいるつもりもない。きっと……助けに来るわ」

「へえ？　誰だれが？　……ひょっとして彼かな？　英雄キリト君」

　その名前を聞いて、アスナは思わずびくりと体を震ふるわせた。オベイロンはニヤニヤ笑いを大きくしながら上体を起こした。アスナの心を挫くじくスイッチをよくやく見つけた──と言わんばかりに、勢い良く喋しやべりはじめる。

「彼……キリガヤ君とか言ったかな？　本名は。先日、会ったよ。向こうでね」

「…………!!」

　それを聞いた途と端たん、アスナはさっと顔を上げ、オベイロンを正面から見つめた。

「いやあ、あの貧ひん弱じやくな子供がＳＡＯをクリアした英雄とはとても信じられなかったね！　それとも、そういうモノなのかな、筋すじ金がね入りのゲームマニアってのは？」

　嬉き々きとした表情で、オベイロンがまくし立てる。

「彼と会ったの、どこだと思う？　……君の病室だよ、本当の体がある、ね。寝ている君の前で、来月この子と結婚するんだ、と言ってやったときの彼の顔は実に傑けつ作さくだったね!!　骨を取り上げられた犬だってあんな情けない顔はしないね、大笑いしそうになったよ!!」

　くひっ、くひっと妙みような笑い声を切れ切れに発しながら、オベイロンは体を捩ねじった。

「じゃあ君は、あんなガキが助けにくると信じているわけだ！　賭かけてもいいけどね、あのガキにはもう一回ナーヴギアを被かぶる根性なんてありゃしないよ！　大体君のいる場所がわかる筈はずがないだろうに。そうだ、彼に結婚式の招待状を送らないとな。きっと来るよ、君のウェディングドレス姿を見にね。まあそれくらいのおこぼれは与えてやらないとね、英雄君に！」

　アスナは再ふたたびゆっくりうつむくと、オベイロンに背を向け、体をベッドの天板に掛けられた大きな鏡に預あずけた。力なく肩を落とし、クッションをぎゅっと握り締しめる。

　そのアスナの様子に満足したのか、鏡の中でオベイロンがベッドから降り、立ち上がった。

「あの時は監視カメラを切っておいたから、しょぼくれた彼を撮影できてないのは惜おしかったなぁ。もし撮とれてれば動画を持ってきてやったのに。次の機会があったら試みるよ。ではしばしの別れだ、ティターニア。明後日あさつてまで、寂さびしいだろうが堪たえてくれたまえ」

　最後に一回ククッと笑うと、オベイロンは身を翻ひるがえした。トーガの裾すそを揺ゆらしながら、ドアに向かって歩いていく。

　鏡の中に、小さくなるオベイロンの姿を捉とらえながら、アスナはすすり泣く様子を装よそおいつつ心の中で思い切り叫んだ。

　──キリトくんは……キリトくんは、生きてる！

　この世界に囚とらわれてからの、それがアスナの最大の憂ゆう慮りよだった。自分だけがこの世界に転送され、キリトの意識は消滅してしまったのではないか──、必死に打ち消しながらも、その想像はアスナの心に毒どくを垂らしつづけた。

　しかし今や、オベイロンがその憂慮をきれいに打ち払ってくれた。

　まったく、頭はいいのかもしれないが実に愚おろかな男だ。昔からそうだった。他人を言葉でこき下ろす衝しよう動どうが我が慢まんできないのだ。アスナの両親の前ではうまく猫を被っていたが、アスナや兄は、須す郷ごうの他人に対する毒どく舌ぜつには何度も辟へき易えきとさせられていた。

　今も、そうだ。本当にアスナの心を折ろうとするなら、彼は現実世界でのキリトのことを話すべきではなかった。彼は死んだと言うべきだったのだ。

　キリトくんは生きてる。現実世界に、ちゃんと存在してる。

　何度も、心の中でその言葉を嚙かみ締しめる。その度たびに、アスナの中に灯ともった炎は確固としたものになっていく。

　生きているなら、彼が状況を黙もく視ししているはずがない。絶対にこの世界のことを探り出し、やってくる。だから、自分もただ囚とらわれているわけにはいかない。できる事をひとつでも見つけ出し、躊ちゆう躇ちよせず実行に移すのだ。

　アスナは、鏡に顔をつけて悲ひ嘆たんに暮れる様さまを装よそおった。鏡の中では、遥はるか遠くのドアに辿たどり着いたオベイロンが、こちらをちらりと振り返り、アスナの様子を確認している。

　ドアの脇わきには小さな金属のプレートがあり、十二の小さなボタンが並んでいる。それを正しい順で押すことによってドアが開閉するのだ。

　何もそんな厄やつ介かいな仕組みにしなくても、管理者属性の者だけがドアを開けられるようにすればいいではないかと思ったが、どうやらオベイロンには彼なりの美学があって、この場所にシステム臭のするものを持ち込むのが嫌きらいらしい。あくまで自分は妖よう精せいの王であり、囚われの王おう妃ひを虐しいたげているつもりなのだ。

　それもまた、彼の愚おろかしさであり瑕きずだ。

　オベイロンが手を上げ、金属板を操作している。彼の立つ場所はアスナからは遠く、遠近エフェクトによってディティールが減少し、どのボタンを押しているのかはわからない。それを確認済ゆえに、オベイロンはそんなシステムでもこの檻おりは磐ばん石じやくだと思っている。

　それはその通りだ──オベイロンを直接見る場合に限っては。

　彼はナーヴギアの作り出す仮想世界に触れてまだ間がない。だから知らないこともたくさんある。例たとえば、この世界の鏡は光学現象ではない、ということをだ。

　アスナは泣くふりをしながら、至し近きん距きよ離りから鏡に眼を凝こらした。そこには、くっきりとオベイロンの姿が映うつし出されている。現実の鏡ならばどんなに顔を近づけても遠くにあるものが詳しよう細さいに見えたりはしないが、ここではオブジェクトとしての鏡の表面に、高解像度のピクセルを用いて映るべきものが描びよう画がされているのだ。遠近エフェクトも、鏡の中までは及ばない。指先の動きがはっきりと見える。

　このアイデアを思いついたのはかなり前だ。しかし、オベイロンが部屋を出るときに、自然に鏡に近づくチャンスが今日までなかった。この機きを逃のがすわけにはいかない。

　……８……11……３……２……９。

　生なま白じろい手がボタンを押す順番を、アスナはしっかりと心に刻きざみ付けた。ドアが開き、オベイロンが潜くぐり抜けるとガシャリと音を立てて閉まった。黒地に碧へき玉ぎよく色いろの翅はねを揺ゆらしながら妖精王は樹上の道を遠ざかっていき、やがてその姿が消えた。




　鳥とり籠かごの床に描かれた格こう子し模も様ようの影がゆっくりと形を変えていくのを、アスナはじりじりしながら待ち続けた。

　現在までに得られている情報は、そう多くはない。

　ここが《アルヴヘイム・オンライン》という、ＳＡＯタイプのＶＲＭＭＯゲームの内部で、信じがたいことだがそのゲームは正式にユーザーを募つのって運営されていること。オベイロン／須す郷ごうはＡＬＯサーバーを利用して元ＳＡＯプレイヤーの一部、約三百人の《頭ず脳のうを監かん禁きん》し、違法な人体実験に使用していること。それだけだ。

　なぜ世間に知られたゲーム内で違法実験を行うような危険な真ま似ねをするのか聞いてみたところ、須郷は鼻を鳴らして答えた。──君ねえ、この種のシステムを動かすのに幾いくらかかるのか知ってるのかい？　サーバ一台でウン千万だよ！　こうすれば会社は利益を上げられるし僕は研究ができる、一いつ石せき二に鳥ちようじゃないかね。

　つまりは財布の事情だったわけだが、それはアスナにとっても都つ合ごうがいいことだった。完全にクローズドな環境なら手の出しようがないが、現実世界と繫つながっているならばどこかにきっと綻ほころびがある。

　この世界での一日が、現実よりいくぶん早く経過しているのはオベイロンからそれとなく聞き出してあった。つまり、現実では今が何時なのかを推すい測そくするのは容易なことではないが、その難問に対する回答はまたしてもオベイロン本人が意い図とせず提供してくれていた。

　彼がここにやってくるのは二日に一度、業務が終了してから、会社の端末を使用してダイブしているのだということが分わかっている。生活のサイクルを守ることに固こ執しゆうする彼の性せい癖へきはよく知っているので、その時間はほぼ一定と考えていい。ゆえに行動を起こすなら、彼が帰宅し、眠りについてからのほうが望ましい。

　無論、この陰いん謀ぼうに関わっているのは彼一人ではないだろう。だがこれは明らかな犯罪行為だ。ＡＬＯ運営企業全体が荷か担たんしているとは考えにくい。せいぜい数人──。それが皆みな須郷直属の部下なのだとしたら、夜通しＡＬＯ内部を監視するのはほとんど不可能なはずだ。毎晩徹夜できるサラリーマンなどいるはずがない。

　どうにか彼らの眼をくぐり抜けてこの鳥籠から脱出し、どこかにあるであろうシステム端末にアクセスしてログアウトしてしまえば。それが不可能でも外部にメッセージさえ送れれば──。ベッドの上にうつ伏せになり、枕まくらに顔を押し当てた格かつ好こうで、アスナはひたすら時間が経過するのを待ちつづけた。
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　リーファは半なかば感かん嘆たんし、半ば呆あきれながらキリトの戦せん闘とうを眺ながめていた。

　シルフ領の北東に広がる《古ふる森もり》の上空、もう少しで森を抜けて高原地帯に差し掛かる辺あたりだ。スイルベーンはもはや遥はるか後方に遠ざかり、どんなに眼を凝こらしても翡ひ翠すいの塔を見分けることはできない。

　いわゆる中立域の奥深くに分け入っているために、出現するモンスターの強さもかなりのレベルになりつつある。今キリトが三匹を同時に相手にしている、羽の生えた単眼の大トカゲ《イビルグランサー》もシルフ領の初級ダンジョンならボス級の戦せん闘とう力りよくを持っている。

　基本ステータスもさることながら、厄やつ介かいなのは紫むらさきの一ツ眼から放つ《邪じや眼がん》──カース系の魔ま法ほう攻こう撃げきで、食らうと大幅な一時的ステータスダウンを強しいられる。ゆえにリーファは距きよ離りを取って援えん護ごに徹てつし、キリトにカースが命中するたびに解かい呪じゆ魔ま法ほうをかけているのだが、正直に言ってその必要があるのかどうかも怪あやしいところだ。

　身長に迫せまるほどの巨剣を握ったキリトは、防御や回避といった言葉は辞書にない、と言わんばかりのバーサークっぷりを見せて次々とトカゲを叩たたき落としていった。尾を使ったトカゲの遠距離攻撃など意に介かいするふうもなく、剣を振り回しながら突進しては時に数匹を一度にその暴ぼう風ふうに巻き込み、切り刻きざむ。恐るべきはその一いち撃げきの威い力りよくで、当初は五匹いたイビルグランサーはあっという間にその数を減らし、最後の一匹はＨＰを残り二割程度に減らされたところで逃走に移った。情けない悲ひ鳴めいを上げながら森に逃げ込もうとする奴やつに向かってリーファは左手をかざすと、遠距離ホーミング系の真空攻撃魔法を発はつ射しや。緑色に輝かがくブーメラン状の刃やいばが四～五枚宙ちゆうを疾はしり、トカゲの体に絡からみつくようにその鱗うろこを切り裂さいた。直後、青い爬は虫ちゆう類るいの巨体はポリゴンの欠片かけらとなって四し散さんし、この日五度目の戦闘はあっけなく終了した。

　大きな金属音と共に剣を鞘さやに落とし込み、宙をふわふわと近づいてきたキリトに向かってリーファは右手を上げた。

「おつかれー」

「援護サンキュー」

　ぱしんと手のひらを打ち付け合って、笑みを交わす。

「しっかしまあ……何ていうか、ムチャクチャな戦い方ねえ」

　リーファが言うと、キリトは頭をかいた。

「そ、そうかな」

「普通はもっと、回避を意識してヒットアンドアウェイを繰り返すもんだけどね。キミのはヒットアンドヒットだよ」

「その分早く片付いていいじゃないか」

「今みたいな一種構成のモンスターならそれでもいいけどね。近接型と遠距離型の混成とか、もしプレイヤーのパーティーと戦闘になった時は、どうしても魔法で狙ねらい撃うたれるから気をつけないとだめだよ」

「魔法ってのは回避できないのか？」

「遠距離攻撃魔法には何種類かあって、威力重視で直線軌道の奴やつは、方向さえ読めれば避さけられるけど、ホーミング性能のいい魔ま法ほうや範囲攻撃魔法は無理ね。それ系の魔法を使うメイジがいる場合は常に高速移動しながら交こう錯さくタイミングをはかる必要があるわ」

「ふむう……。今までいたゲームには魔法ってなかったからなあ……。覚えることが沢たく山さんありそうだなあ」

　キリトは難解な問題集を与えられた子供のような顔で頭をかいた。

「まあ、キミならすぐに勘かんがつかめる……と思うよ。眼はいいみたいだしね。現実でスポーツか何かやってるの？」

「い、いやまったく」

「ふうん……。ま、いっか。さあ、先に進みましょう」

「おう」

　頷うなずきあうと、二人は翅はねを鳴らして移動を再開した。傾かたむき始めた太陽に照らされて金緑色に輝かがやく草原が、森の彼方かなたに姿を現しつつあった。




　その後はモンスターに出会うこともなく、二人はついに古森を脱して山さん岳がく地帯へ入った。ちょうど飛ひ翔しよう力りよくが限界に来たので、山の裾すそ野のを形成する草原の端に降下することにする。

　靴くつ底ぞこを草に滑らせながら着地したリーファは、両腕を上げて大きく伸びをした。生なま身みの体にはない器官なのに、長時間の飛行をすると不思議に翅の根元が疲労するような感覚に襲おそわれる。数秒遅れて着陸したキリトも同じように腰に手をあてて背筋を伸ばしている。

「ふふ、疲れた？」

「いや、まだまだ！」

「お、頑がん張ばるわね。……と言いたいとこだけど、空の旅はしばらくお預あずけよ」

　リーファの言葉に、キリトは眉まゆを上げた。

「ありゃ、何で？」

「見えるでしょう、あの山」

　草原の先にそびえ立つ、真っ白に冠かん雪せつした山脈を指差す。

「あれが飛行限界高度よりも高いせいで、山越えには洞どう窟くつを抜けないといけないの。シルフ領からアルンへ向かう一番の難なん所しよ、らしいわ。あたしもここからは初めてなのよ」

「なるほどね……。洞窟か、長いの？」

「かなり。途中に中立の鉱山都市があって、そこで休めるらしいけど……。キリト君、今日はまだ時間だいじょぶ？」

　キリトは左手を振ってウインドウを出すと時計を確認し、頷うなずいた。

「リアルだと夜七時か。俺おれは当分平気だよ」

「そう、じゃもうちょっと頑張ろう。ここで一回ローテアウトしよっか」

「ろ、ろーて？」

「ああ、交代でログアウト休きゆう憩けいすることだよ。中立地帯だから、即落ちできないの。だからかわりばんこに落ちて、残った人が空っぽのアバターを守るのよ」

「なるほど、了りよう解かい。リーファからどうぞ」

「じゃあ、お言葉に甘えて。二十分ほどよろしく！」

　言うと、リーファはウインドウを出し、ログアウトボタンを押した。警告メッセージのイエスボタンに触れると、周囲の風景が中央の一点に流れ込むかの如ごとく遠ざかり、消えていった。




　ベッドの上で覚かく醒せいした直すぐ葉はは、アミュスフィアを外はずすのももどかしく飛び起きると、部屋から出た。足音を殺しながら階段を駆かけ下りる。雑誌の校こう了りよう日びが近いので翠みどりはまだ帰っておらず、和かず人とも自室にいるのか一階はしんと静まり返っていた。

　冷蔵庫を開け、買い置きのベーグル二個と生ハムやクリームチーズ、野菜類を次々と取り出す。丸いパンを手早くスライスして、薄うすくマスタードを塗ってからハムその他たをどさどさと挟はさみ、完成したベーグルサンド二つをそれぞれ皿に移す。小さなミルクパンに牛乳を注そそぎ、ＩＨレンジに置いてから直葉は再ふたたび階段まで戻り、二階に向かって呼びかけた。

「お兄ちゃん、ご飯どうするー？」

　……だが返事はない。寝てるのかな、と肩をすくめ、台所へ取って返す。薄く湯ゆ気げの立ち始めたミルクを大きなマグカップに注ぎ、皿と一いつ緒しよにリビングテーブルの上に移動。いただきます、と小声で言って、即席の夕食をわずか九十秒で平たいらげると、食器を洗浄機に放り込んで今度はお風ふ呂ろ場ばへと走る。たとえ仮想世界での戦せん闘とうでも緊張によって汗をかくので、長時間のダイブから落ちたら着替えないと気持ちが悪いのだ。

　超高速で衣類を脱ぎ捨てて浴室に飛び込むと、やや熱めのお湯を頭からかぶる。

　本当は、ＶＲＭＭＯにかまけて食事や入浴をテキトウに済すませると翠に叱しかられてしまうので、なるべく団体行動は宵よいの口にかからないよう注意している。だが今回ばかりはそうもいかない。多分キリトとの旅は明日いっぱい、ヘタをするとその翌日までかかってしまうだろう。性しよう分ぶんなのか直葉は長時間のパーティープレイが苦手で、日をまたぐような場合はどうしても気き詰づまりになってしまうのだが、不ふ思し議ぎに今回はそれがなかった。それどころか──

　……あたし、わくわくしてる。

　閉じた瞼まぶたにシャワーの水流を感じながら、胸の中で呟つぶやく。

　ぱちっと眼を開けると、正面の鏡の中から、黒い瞳ひとみが見返してきた。その奥には高こう揚ようと、ほんの少しの途と惑まどいが混ざり合って揺れている。
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　現実の直葉の体格は、剣道選手としては決して大きいほうではないが、それでも風の精シルフであるリーファと比べれば明らかに骨ほね太ぶとだ。肩やお腹、太ふと腿ももを動かせば、筋肉の線が浮き上がるし、おまけにムネもこの頃ごろやけに育ってきた気がする。

　その体のリアルな存在感が、心の奥のかすかな葛かつ藤とうを生なま々なましく映している気がして、直葉はもう一度ぎゅっと瞼まぶたをつぶった。

　……べつに、好きになったわけじゃない。一いつ緒しよに冒険する人がどうとかじゃなくて……ただ、新しい世界に飛び立つのが楽しみなだけ。

　胸の中でそう呟つぶやいたが、それは自分に言い聞かせるためだけではなく、確かな真実でもあった。

　思い返せば、昔は毎日がそんな感じだったのだ。

　強くなるにつれ少しずつ行動範囲が広がり、見知らぬ土地の上空を飛ぶだけでドキドキしたものだ。でも、シルフ領の中で古こ参さんの有力プレイヤーとして持ち上げられ、知識と同時にしがらみも増えていき、いつしか毎日が惰だ性せいの中に埋もれていった。種族全体のために戦うという義務が、翼つばさに不ふ可か視しの鎖くさりをかけていった。

　ＡＬＯで領地を捨てた者を指す言葉《レネゲイド》、それは本来《背はい教きよう者しや》という意味の英単語なのだと言う。義務として課せられた教えを捨て、故郷を追われた人々……今まではみじめな裏切り者というイメージを重ねていた彼らの胸中にも、もしかしたら一いつ片ぺんの誇りがあったのかもしれない──。

　漠ばく然ぜんとそんなことを思いながら、直すぐ葉はは手早く髪と体を洗い、泡を流した。壁のハッチから乾いたタオルを引き出し、隣となりのパネルを操作すると、天てん井じようのスリットからごばーっと強きよう烈れつな温風が吹き降ろしてくる。髪がだいたい乾いたところで浴室を出て、大おお判ばんのバスタオルを体に巻きつけながらリビングへと走る。時計を見ると、予告した二十分のうちもう十七分が過ぎている。

　もう一皿のベーグルサンドにラップを掛け、メモ用紙を一枚剝はぎ取って、『お兄ちゃんへ、お腹が空いたら食べてね』と走り書きをして皿の下に挟はさむ。

　二階の自室へ駆かけ戻り、すぱぱっとジャージに着替えるとベッドに体を横たえ、サスペンド状態のアミュスフィアを装着。

　接続ステージをもどかしい気分で通過し、虹にじ色いろのリングを潜くぐると、すぐに草原の微び風ふうがさわやかな香りで直すぐ葉は／リーファを迎えた。




「お待たせ！　モンスター出なかった？」

　待機姿勢──片かた膝ひざ立たちでしゃがみこんだ格かつ好こう──から立ち上がり、リーファが言うと、傍かたわらに寝転がっていたキリトは口から緑色のストロー状のものを離し、頷うなずいた。

「おかえり。静かなもんだったよ」

「……それ、ナニ？」

「雑貨屋で買い込んだんだけど……スイルベーン特産だってＮＰＣが言ってたぜ」

「あたし知らないわよ、そんなの」

　するとキリトはそれをひょいっと放ってきた。片手で受け止め、ドギマギする心を素そ知しらぬ顔で隠して端っこを咥くわえる。一息吸うと、甘い薄はつ荷かの香りがする空気が口に広がった。

「じゃ、今度は俺おれが落ちる番だな。護ご衛えいよろしく」

「うん、行ってらっしゃい」

　キリトがウインドウを出し、ログアウトすると、自動的にその体が待機姿勢を取った。隣となりに腰を下ろして、ぼんやりと空を眺ながめながら薄荷味のパイプを吸っていると、キリトの胸ポケットからもぞもぞと小しよう妖よう精せいが姿を現してリーファを仰ぎよう天てんさせた。

「わぁ！　……あ、あなた、ご主人様がいなくても動けるの？」

　するとユイは当然といった顔で小さな手を腰にあて、頷うなずいた。

「そりゃそうですよー。わたしはわたしですから。それと、ご主人様じゃなくて、パパです」

「そういえば……なんであなたはキリト君のことパパって呼ぶの？　もしかして、その……彼がそういう設定したの？」

「……パパは、わたしを助けてくれたんです。俺の子供だ、ってそう言ってくれたんです。だからパパです」

「そ、そう……」

　やはりどうにも事情が飲み込めない。

「……パパのこと、好きなの？」

　リーファが何気なく訊たずねると、ユイはふいに真剣な表情でまっすぐ見つめ返してきた。

「リーファさん……好きって、どういうことなんでしょう？」

「ど、どうって……」

　思わず口くち籠ごもる。しばらく考えてから、ぽつりと答えた。

「……いつでも一いつ緒しよにいたい、一緒にいるとどきどきわくわくする、そんな感じかな……」

　脳のう裏りに和かず人との笑顔がよぎり──なぜかそれが、すぐ隣となりで瞼まぶたを閉じて俯うつむくアバターの横顔と重なって、リーファははっと息を吞のんだ。心の奥底に隠した和人への思し慕ぼとよく似たものをいつの間にかキリトにも感じてしまっているような、そんな気がして、思わず頭をぶんぶんと振る。それを見たユイが、怪け訝げんそうな顔で首を傾かしげる。

「どうしたんですか、リーファさん？」

「なななんでもない！」

　つい大声で叫んだ、その途と端たん──

「何がなんでもないって？」

「わっ!!」

　いきなりキリトが顔を上げて、リーファは文字通り飛び上がった。

「ただいま。……何かあったの？」

　激しく動どう揺ようするリーファにきょとんとした顔を向けながら、キリトは待機姿勢から起立した。するとその肩に乗ったままのユイが言った。

「おかえりなさい、パパ。今、リーファさんとお話をしてました。人を好──」

「わあ、なんでもないんだったら!!」

　慌あわててその言葉を遮さえぎりながらリーファも立つ。

「ず、ずいぶん早かったね。ごはんとか大だい丈じよう夫ぶなの？」

　照れ隠しに訊きくと、キリトは笑って頷うなずいた。

「うん。家族が作り置きしといてくれたから」

「そう、じゃあさっさと出発しましょう。遅くなる前に鉱山都市までたどり着けないと、ログアウトに苦労するから。さ、洞どう窟くつの入り口までもう少し飛ぶよ！」

　早口でまくし立てると、キリトとユイは揃そろって首を傾げた。それに構かまわず翅はねを広げ、軽く震ふるわせる。

「あ、ああ。じゃあ、行こうか」

　腑ふに落ちない顔ながらもキリトも翅を展開し──突然ふいっと、今まで飛んできた森の方に振り向いた。

「……？　どうかしたの？」

「いや……」

　声をかけると、キリトは思いがけず厳いかめしい顔でうっそうと繁る木立の奥を見み据すえている。

「なんか、誰だれかに見られた気が……。ユイ、近くにプレイヤーはいるか？」

「いいえ、反応はありません」

　ピクシーは小さな頭をふるふると動かした。だがキリトはなおも納なつ得とくできない様子で顔をしかめている。

「見られた気が、って……。この世界にそんな第六感みたいなもの、あるの？」

　リーファが聞くと、キリトは右手で顎あごを撫なでながら答えた。

「……これが中々バカにできないんだよな……。例えば誰だれかがこっちを見ている場合、そいつに渡すデータを得るためにシステムが俺おれたちを《参照》するわけだけど、その流れを脳が感じるんじゃないか……という説もある」

「は、はあ……」

「でもユイに見えないなら誰も居ないんだろうしなあ……」

「うーん、ひょっとしたらトレーサーが付いてるのかも……」

　リーファが呟つぶやくと、キリトは眉を上げた。

「そりゃ何だい？」

「追跡魔ま法ほうよ。大たい概がいちっちゃい使い魔の姿で、術者に対象の位置を教えるの」

「便利なものがあるんだなあ。それは解除できないの？」

「トレーサーを見つけられれば可能だけど、術者の魔法スキルが高いと、対象との間に取れる距きよ離りも増えるから、こんなフィールドだとほとんど不可能ね」

「そうか……。まあ、気のせいかもしれないしな……。とりあえず先を急ごうぜ」

「うん」

　頷うなずきあい、リーファとキリトは地面を蹴って浮かび上がった。間近に迫せまった白い山脈は絶ぜつ壁ぺきの如ごとくそびえ立ち、その中腹に巨大な洞どう窟くつがぽっかりと黒い口を開けている。不ふ吉きつな冷気を吐はき出しているかのような大穴目め指ざして、リーファは力いっぱい翅はねを鳴らし、加速を始めた。

　数分の飛行で、二人とひとりは洞窟の入り口までたどり着いた。

　ほぼ垂直に切り立った一枚岩の中央に、巨人の鑿のみで穿うがたれたかの如き四角い穴が開いている。幅も高さも、リーファの背せ丈たけの三、四倍はありそうな大きさだ。遠くからは判わからなかったが、入り口の周囲は不気味な怪かい物ぶつの彫刻で飾られ、上部中央には一ひと際きわ大きな悪あく魔まの首が突き出して侵入者を睥へい睨げいしている。

「……この洞窟、名前はあるの？」

　キリトの問いに、リーファは頷きつつ答えた。

「《ルグルー回かい廊ろう》って言うのよ、確か。ルグルーってのが鉱山都市の名前」

「ふうん。……そういえば昔の、とあるファンタジー映画にこんな展開が……」

　にやにや笑うキリトの顔を横目で睨にらむ。恐らくは、古典ファンタジー小説を映画化した三部作のことだろう。和かず人との部屋に、数年前出た愛蔵版のボックスがあったので、勝手に借りて全部観ていた。

「……知ってるわよ。山越えで地下鉱山を通ると、でっかい悪あく魔まに襲われるんでしょ。あいにくだけどここに悪魔型モンスターは出ませんから」

「そりゃ残念」

「あ、でもオークは出るらしいわよ。そんなに楽しみなら全部お任せしますわね」

　つん、とそっぽを向くと、リーファはすたすたと洞どう窟くつの中へと歩き出した。

　洞窟の中はひんやりと涼しく、外から差し込む光もすぐに薄れて、周囲を暗くら闇やみが覆おおいはじめた。魔ま法ほうで灯あかりをともそうと手を上げてから、ふと思いついて横を歩くキリトを見る。

「そう言えば、キリト君は魔法スキル上げてるの？」

「あー、まあ、種族の初期設定のやつだけなら……。使ったことはあんまりないけど……」

「洞窟とかはスプリガンの得意分野だから、灯りの術も風魔法よりはいいのがあるはずなのよ」

「えーと、ユイ、分かる？」

　頭をかきながらキリトが言うと、胸ポケットから顔だけ出したユイがどこか教師然とした口調で言った。

「もう、パパ、マニュアルくらい見ておいたほうがいいですよ。灯りの魔法はですね……」

　ユイが一音ずつ区切るように発声したスペルワードを、キリトは右手を掲げながら覚おぼ束つかない調子で繰り返した。すると、その手から仄ほの白じろい光の波動が広がり、それがリーファの体を包んだ途と端たん、すっと視界が明るくなった。どうやら光源を発生させて周囲を照らすのではなく、対象に暗あん視し能力を付与する魔法らしい。

「わあ、これは便利ね。スプリガンも捨てたもんじゃないわね」

「あ、その言われ方なんか傷つく」

「うふふ。いやでも実際、使える魔法くらい暗記しておいたほうがいいわよ。いくらスプリガンのしょぼい魔法でも、それが生死を分ける状況だってひょっとするとないとも限らないし」

「うわ、さらに傷つく！」

　軽口を叩たたきながら、曲がりくねった洞窟を下っていく。いつの間にか、入り口の白い光はすっかり見えなくなっていた。




「うええーと……アール・デナ・レ……レイ……」

　キリトは、紫に発光するリファレンスマニュアルを覗のぞき込み、覚束ない口調でスペルワードをぶつぶつと呟つぶやいた。

「だめだめ、そんなにつっかえたらちゃんと発動できないわよ。スペル全体を機械的に暗記しようとするんじゃなくて、まずそれぞれの《力の言葉》の意味を覚えて、魔法の効果と関連付けるようにして記憶するのよ」

　リーファが言うと、黒衣の剣士は深いため息とともにがっくりとうな垂れる。

「まさかゲームの中で英熟語の勉強みたいな真ま似ねすることになるとは思わなかったなぁ……」

「言っときますけど上級スペルなんて二十ワードくらいあるんだからね」

「うへぇ……。俺おれもうピュアファイターでいいよ……」

「泣き言いわない!!　ほら、最初からもう一回」

　──洞どう窟くつに入ってすでに二時間が経過していた。十回を越えるオーク相手の戦せん闘とうも難なく切り抜け、スイルベーンで仕入れておいたマップのお陰かげで道に迷うこともなく、順調に路ろ程ていを消化している。マップによればこの先には広大な地底湖に架かかる橋があり、それを渡ればいよいよ地底鉱山都市ルグルーに到着することになる。

　ルグルーは、ノーム領の首都たる大地下要よう塞さいほどではないが良質の鉱石を産し、商人や鍛か冶じ屋やプレイヤーが多く暮らしているということだったが、ここまでの行こう程ていで他のプレイヤーと出会うことはなかった。この洞窟は、狩場としてはそれほど実入りのいい場所ではないし、何より飛行が身上のシルフゆえ、飛べない場所は敬けい遠えんする者が多いのだろう。洞窟内は幅も高さも充分あるのだが、飛ひ翔しよう力りよくの源たる日光も月光も届かないため、翅はねが一切回復しないのだ。

　シルフのプレイヤーで交こう易えきや観光のためにアルンを目め指ざす者は、所要時間は大幅に増えてしまうが、シルフ領の北にあるケットシー領を経由して山脈を迂う回かいする場合が多い。猫に似た耳と尻尾しつぽを持つ種族ケットシーはモンスターや動物を飼かい馴なららすスキル《テイミング》が得意で、テイムした騎き乗じよう動物を昔からシルフ領に提供してきた縁えんがあるため、シルフとは伝統的に仲がいい。領主同士の関係も良好で、近いうちに正式に同どう盟めいを結ぶという噂うわさもある。

　リーファにも親しいケットシーの友人が何人かいるために、今回のアルン行きも北回りルートを取ろうかと考えたが、キリトが急ぐ様子だったので山越えを選んだ。地下深く潜もぐるのは正直不安もあったけれど、この調子ならさして問題もなく突とつ破ぱできそうだった。

　──そう言えば、キリトがなぜそれほどアルン、いや世界樹へと急ぐのか、その理由も謎なぞのままだ。飄ひよう々ひようとした態度からはなかなか内心が窺うかがい知れないが、戦せん闘とうの様子を見るとどうやらかなり気が急いているようでもある。

　確か人を捜さがしている、というようなことを言っていた記憶があった。リアルで連絡が取れない相手をゲーム内部で捜す、というのは、実はそれほど珍めずらしい話でもない。雑貨屋の店先にある掲けい示じ板ばんの訊たずね人コーナーには、常に「捜しています」の書き込みが後を絶たない。大たい概がいその理由は恨うらみつらみか色いろ恋こい沙ざ汰たのどちらなのだが、しかしどちらもキリトには似に合あわない気がした。それに──アルンで捜す、ならわかるがなぜ世界樹なのか。あそこは今のところ不可侵領域であり、たとえ根元までは辿たどりつけても上部に登ることは不可能なのだ……。

　スペルワードに悪あく戦せん苦く闘とうし続けているキリトの隣となりを歩きながら、リーファはぼんやりと取とり留とめのない思考に身を任せていた。普ふ段だんなら中立地帯で物思いにふけるなど自殺行為だが、この旅に限ってはユイが恐おそるべき精せい度どでモンスターの接せつ近きんを予告してくれるために不ふ意い打うちの心配はない。

　更さらに数分が経過し、いよいよ地底湖が間ま近ぢかに迫りつつあったその時、リーファの意識を呼び覚ましたのはユイの警告ではなく、ルルルという電話の呼び出し音にも似たサウンドエフェクトだった。

　リーファはハッと顔を上げ、キリトに声をかけた。

「あ、メッセージ入った。ごめん、ちょっと待って」

「ああ」

　立ち止まり、体の前方、胸より少し低い位置に表示されたアイコンを指先で押す。瞬しゆん時じにウインドウが展開し、着信したフレンドメッセージが表示された。と言ってもリーファがフレンド登録しているのは、不ふ本ほん意いながらレコンただ一人なので、差出人は読む前から判っていた。どうせまた益やく体たいもない内容だろうと思いながら眼を走らせる。だが──

【やっぱり思ったとおりだった！　気をつけて、ｓ】

　書かれていたのはこれだけだった。

「なんだこりゃ」

　思わず呟つぶやく。まったく意味を成していない。何が思ったとおりなのか、何に気をつけろというのか、そもそも文末の「ｓ」というのは何なのだ。署しよ名めいならばＲのはずだし、文章を書きかけで送信したのだろうか？

「エス……さ……し……す……うーん」

「どうしたの？」

　不思議そうな顔のキリトに、内容を説明しようとした、その時だった。彼の胸ポケットからぴょこんとユイが顔を出した。

「パパ、接近する反応があります」

「モンスターか？」

　キリトが背中の巨剣の柄つかに手を掛ける。だが、ユイはふるふると首を振った。

「いえ──プレイヤーです。多いです……十二人」

「じゅうに……!?」

　リーファは絶ぜつ句くした。通常の戦せん闘とう単位にしては多すぎる。スイルベーンからルグルーもしくはアルンを目指す、シルフ族の交こう易えきキャラバンだろうか。

　確かに、月に一回ほどのペースで領地と中央を往復する大パーティーが組まれてはいる。しかしあれは出発数日前から大々的に告知して参加者を募つのるのが慣例だし、朝に掲けい示じ板ばんを覗のぞいた時にはそのような書き込みはなかった。

　しかし正体不明の集団であろうとも、それがシルフである限り危険はないし、まさかこんな場所に異種族の集団ＰＫが出るとも思わなかったが、何となく嫌いやな感じがしてリーファはキリトに向き直った。

「ちょっとヤな予感がするの。隠れてやり過ごそう」

「しかし……どこに……」

　キリトは途と惑まどったように周囲を見回す。長い一本道の途中で、幅は広いが身を隠せるような枝道のたぐいは見当たらない。

「ま、そこはオマカセよん」

　リーファはすました笑みを浮かべるとキリトの腕を取り、手近な窪くぼみに引っ張り込んだ。照れくささを押し隠して体を密着させると、左手を上げてスペルを詠えい唱しようする。

　すぐに緑に輝かがやく空気の渦うずが足あし許もとから巻き起こり、二人の体を包み込んだ。視界は薄緑色に染まったが、外部からはほぼ完全に隠いん蔽ぺいされたはずだ。リーファはすぐ傍かたわらのキリトを見上げ、小声で囁ささやいた。

「喋しやべるときは最低のボリュームでね。あんまり大きい声出すと魔ま法ほうが解とけちゃうから」

「了解。便利な魔法だなあ」

　キリトは眼を丸くして風の膜まくを見回している。そのポケットから顔を出したユイも、難しい顔をしてひそひそと囁いた。

「あと二分ほどで視界に入ります」

　二人は首を縮め、岩いわ肌はだに体を押し付ける。緊きん迫ぱくした数秒が過ぎ、やがてリーファの耳にザッザッという足音がかすかに届いてきた。その響ひびきの中に、重い金属質の響きが混じった気がして、あれ、と内心で首を傾かしげたとき──。

　キリトがひょいと首を伸ばし、不明集団が接近してくる方向を睨にらんだ。

「あれは……何だ？」

「何？　まだ見えないでしょ？」

「プレイヤーは見えないけど……。モンスターかな？　赤い、ちっちゃいコウモリが……」

「!?」

　リーファは息を吞のんで眼を凝こらした。洞どう窟くつの暗くら闇やみの中に──確かに小さな赤い影がひらひらと飛ひ翔しようし、こちらに近づいてくる。あれは──

「……くそっ」

　無意識のうちに罵ののしり声を上げると、リーファは窪くぼみから道の真ん中に転がり出た。自動的に隠いん蔽ぺい魔ま法ほうが解除され、キリトも途と惑まどい顔で体を起こす。

「お、おい、どうしたんだよ」

「あれは、高位魔法のトレーシング・サーチャーよ!!　潰つぶさないと!!」

　叫びながら両手を前方に掲げ、スペル詠唱を開始。長めのワードを唱となえ終わると、リーファの両手の指先からエメラルド色に光る針が無数に発射された。ビィィィ、と空気を鳴らし、赤い影目掛けて針が殺さつ到とうしていく。

　コウモリはふわりふわりと宙ちゆうを漂い、巧みに射しや線せんから身をかわし続けたが、やがて弾数の多さに屈したように数本の針に貫かれて地面に墜つい落らくし、赤い炎に包まれて消滅した。それを確認するやリーファは身を翻ひるがえし、キリトに向かって叫んだ。

「街まで走るよ、キリト君!!」

「え……また隠れるのはダメなのか？」

「トレーサーを潰つぶしたのは敵にももうばれてる。この辺に来たら山ほどサーチャーを出すだろうから、とても隠れきれないよ。それに……さっきのは火属性の使い魔まなの。ってことは、今接近してるパーティーは……」

「サラマンダーか！」

　察しのいいところを見せてキリトも顔をしかめた。そのやり取りの間にも、ガシャガシャという金属音の混じった足音は大きくなっていく。リーファがもう一度ちらりと振り返ると、彼方かなたの暗闇にちらりと赤い光が見えた。

「行こう」

　頷うなずきあい、二人は走り出した。

　一いち目もく散さんに駆かけながらマップを広げて確認すると、この一本道はもうすぐ終わり、その先に大きな地底湖が広がっていた。道は湖を貫く橋に繫つながり、それを渡り終えれば鉱山都市ルグルーの門に飛び込むことができる。中立都市の圏けん内ないはアタック不可能なので、いかに敵の数が多くとも何もすることはできない。

　でも、どうしてこんなところにサラマンダーの大集団が……。

　リーファは唇くちびるを嚙かんだ。トレーサーに付けられていたということは、連中は最初からリーファたちを狙っていたということだ。しかしスイルベーンを出てからは、ユイのサーチ能力のせいでそんな隙すきはなかったはずだ。可能性があるとすれば、まだスイルベーンの街中にいた時に、すでに魔ま法ほうを掛けられていたという線しかない。

　火属性の魔法を使うシルフもいないわけではない。各属性の魔法は、風ならシルフ、土ならノームというように特定の種族に秀ひいでた適正があるが、習得に苦労するだけでスキルを上げること自体は可能だ。

　だが、さっき潰した赤いコウモリは、目標を追跡するトレーサーと、隠いん蔽ぺいを暴あばくサーチャーの機能を兼ね備えた高位の術で、サラマンダー以外の種族があれを使えるほどに火魔法スキルをマスターするのは至し難なんの技と言っていい。ということは──

「スイルベーンにサラマンダーが入り込んでいた……？」

　走りながら、リーファは呟つぶやいた。もしその想像が的中しているとすれば容易ならざる事態だ。スイルベーンは比較的他種族の旅行者に門もん戸この開かれた街だが、敵対関係にあるサラマンダーの侵入だけは厳しくチェックしていた。強力なＮＰＣガーディアンが、見つけ次し第だい斬り倒しているはずなのだ。それをかいくぐる手段はごく少ない……。

「お、湖だ」

　右前方を走るキリトの声が、リーファの意識を引き戻した。顔を上げると、ごつごつした通路はすぐ先で石いし畳だたみの道に変わり、その向こうで空間がいっぱいに開けて、青黒い湖水がほのかに光っていた。

　湖の中央を石造りの橋が一直線に貫き、彼方には空くう洞どうの天てん井じようまでつながる巨大な城門がそびえ立っている。鉱山都市ルグルーの門だ。その内部に飛び込んでしまえば、この鬼ごっこはリーファたちの勝ちだ。

　少しばかり安あん堵どして、リーファは再び後方を振り返った。追おつ手ての灯ともす赤い光とはまだかなりの距きよ離りがある。これなら──、そう思って、石いし畳だたみを蹴る足に力を込める。

　橋に入ると、周囲の温度がわずかに下がった。ひんやりと水の香りがする空気を切り裂さいて疾しつ駆くする。

「どうやら逃げ切れそうだな」

「油ゆ断だんして落っこちないでよ。水中に大型のモンスターがいるから」

　キリトと短く言葉を交わしながら、橋の中央に設けられた円形の展望台に差し掛かった、その瞬しゆん間かんだった。

　頭上の暗くら闇やみを、背後から二つの光点が高速で通過した。特徴的な輝かがやきと効果音は、魔ま法ほうの起動弾に間ま違ちがいない。追ってくるサラマンダー集団が悪わるあがきで放ったものだろうが、照しよう準じゆんがまるで外はずれている。

　着弾をやり過ごしてから走り抜ければいい、と走るスピードを緩ゆるめた直後、光点が十メートルほど先に落下した。

　爆発を予期し、リーファは右腕を顔の前にかざそうとしたが、しかし続いた現象は予想外のものだった。ゴゴーン！　という重々しい轟ごう音おんとともに、橋の表面から巨大な岩がん壁ぺきが高くせり上がり、行く手を完全に塞ふさいだのだ。顔をしかめ、反射的に毒どくづく。

「やばっ……」

「な……」

　キリトも一いつ瞬しゆん眼を丸くしたが、走る勢いは緩めなかった。背の巨剣を鈍い金属音と共に抜き放つと、それと一体になって岩壁に突進していく。

「あ……キリト君！」

　無む駄だよ、と口に出す隙ひまはなかった。キリトは巨剣を思い切り岩に打ち込み、ガツーン！　という衝しよう撃げき音おんと共に弾はじき返されて橋に尻しり餅もちをついた。褐かつ色しよくの岩いわ肌はだには傷ひとつついていない。

「……ムダよ」

　翅はねを広げて急きゆう制せい動どうをかけ、キリトの横に停止すると、改めてリーファは言った。スプリガンの少年は恨うらめしい顔で立ち上がった。

「もっと早く言ってくれ……」

「キミがせっかちすぎるんだよ。これは土魔法の障壁だから物理攻こう撃げきじゃ破れないわ。攻撃魔法をいっぱい撃うち込めば破壊できるけど……」

「その余裕はなさそうだな……」

　並んで背後を振り返ると、血の色に輝かがやく鎧よろいをまとった集団の先頭が橋のたもとに差し掛かるところだった。

「飛んで回り込む……のは無理なのか。湖に飛び込むのはアリ？」

　キリトの提案に首を横に振る。

「ナシ。さっきも言ったけど、ここには超高レベルの水竜型モンスターが棲すんでるらしいわ。ウンディーネの援えん護ごなしに水中戦するのは自殺行為よ」

「じゃあ戦うしかないわけか」

　巨剣をがしゃりと構かまえなおしたキリトに向かって、リーファは頷うなずきつつ唇くちびるを嚙かんだ。

「それしかない……んだけど、ちょっとヤバいかもよ……。サラマンダーがこんな高位の土魔ま法ほうを使えるってことは、よっぽど手て練だれのメイジが混ざってるんだわ……」

　橋の幅が狭いために、多数の敵に一方的に包囲殲せん滅めつされるという最悪の展開は避けられそうだった。しかしそもそも十二対二という圧倒的に不利な戦力差の上、このダンジョン内では飛ぶことができない。リーファの得意な空中での乱戦に持ち込むことができないのだ。

　全すべては個々の敵がどれほどの戦せん闘とう力りよくを持っているかにかかっている。

　──それもあんまり期待できそうにないな……。

　内心で呟つぶやきながら、リーファはキリトの隣となりに立つと長刀を抜いた。重い金属音を響ひびかせながら接近してくる敵集団はもうはっきりと目視できる。先頭、横一列に並んだ巨きよ漢かんのサラマンダー三人は、先日戦った連中よりも一回り分ぶ厚あついアーマーに身を固め、左手にメイスなどの片手武器、右手に巨大な金属盾を携たずさえている。

　それを見て、リーファは一いつ瞬しゆんいぶかしく思った。ＡＬＯ内での利きき腕は現実世界と同じなので、サウスポーのプレイヤーはやはり少ないはずなのだ。

　だがその疑問を口にする前に、隣に立つキリトがリーファをちらりと見て、言った。

「君の腕を信用してないわけじゃないんだけど……ここはサポートに回ってもらえないか」

「え？」

「俺おれの後ろで回復役に徹てつしてほしいんだ。そのほうが俺も思い切り戦えるし……」

　リーファは改めてキリトが携える両もろ刃はの大剣を見やった。確かに狭い橋の上で、味方を気き遣づかいながらあの武器を振り回すのは至し難なんの技だろう。ヒール役は性しよう分ぶんではなかったが、リーファはこくりと頷うなずき、軽く地面を蹴けって橋を遮さえぎる岩がん壁ぺきぎりぎりの場所まで退しりぞいた。どちらにせよ議論している時間はもうない。

　キリトは腰を落とすと体を捻ひねり、巨剣を体の後ろ一杯に引き絞った。津つ波なみのような重圧で三人のサラマンダーが迫る。キリトの大きいとはいえない体が、ぎりぎりと音がしそうな程に捻ねん転てんしていく。蓄積されたエネルギーの揺らぎが眼に見えるようだ。両者の距きよ離りは見る見るうちに縮まり──

「──セイッ!!」

　気き合あい一いつ閃せん、キリトは左足をずしんと一歩踏み出すと、青いアタックエフェクト光に包まれた剣を、深しん紅くの重戦士たちに向かって横よこ薙なぎに叩たたきつけた。空気を断ち割る唸うなり、橋を揺るがす震しん動どう、間違いなくかつてリーファが見た中で最大級の威い力りよくを秘めた斬ざん撃げきだった。だが。

「えっ……!?」

　リーファは啞あ然ぜんとして眼を見開いた。三人のサラマンダーは武器を振りかぶることもせず、ぎゅっと密集すると右手の盾たてを前面に突き出し、その陰かげに体を隠したのだ。

　ガァーン!!　という大音響を轟とどろかせ、キリトの剣が並んだタワーシールドの表面を一文字に薙ないだ。ビリビリと空気が震ふるえ、湖面に大きな波は紋もんが広がった。しかし重戦士たちは、わずかに後方に押し動かされただけでキリトの攻こう撃げきを耐え切った。

　リーファは慌あわててサラマンダーたちのＨＰバーを確認した。揃そろって一割以上減少している。だがそれも束つかの間ま、次の瞬しゆん間かん戦士たちの後方から立て続けにスペル詠えい唱しよう音おんが響ひびき、三人の前衛の体を水色の光が包んだ。ヒールの重じゆう唱しようでＨＰバーが瞬しゆん時じにフル回復する。そして、直後──。

　鋼こう鉄てつの城じよう壁へきにも似た大型シールドの後こう背はいから、オレンジ色に光る火か球きゆうが次々に発射され、大だい空くう洞どうの天てん井じよう一杯に無数の弧こを引いて降り注ぎ、キリトの立つ場所に炸さく裂れつした。

　湖面を真っ赤に染めるほどの爆発が巻き起こり、小さな黒衣の姿を飲み込んだ。

「キリト君!!」

　リーファは思わず悲鳴にも似た叫びを上げた。キリトのＨＰバーが急減少し、一いつ瞬しゆんで黄色い注意域へと突入したのだ。いや、完全スキル制のＡＬＯではＨＰの上限値があまり増えないことを考えれば、初しよ撃げきで即死していないのが奇き跡せきと言えた。それほどの密度の多重魔ま法ほう攻撃だった。リーファは深い戦せん慄りつとともに敵の意い図とを悟さとった。

　この敵集団は、間違いなくキリトのことを、彼の凄すさまじい物理攻撃力を知っており、それへの対抗策を練ねり上げているのだ。

　重武装の前衛三人は一いつ切さい攻撃に参加せず、ひたすら分ぶ厚あついシールドで身を守る。どんなにキリトの剣の威い力りよくが高くとも、体に届かなければ致ち命めい的てきなダメージを受けることはない。そして残る九人は恐おそらく、全員がメイジだ。一部が前衛のヒールを受け持ち、それ以外の者が曲線弾道の火か炎えん魔法で攻撃する。これは、物理攻撃に秀ひいでたボスモンスター攻略用のフォーメーションだ。

　しかし、なぜ。これほどの人数を動員してまで、なにゆえキリトとリーファを狙ねらうのか。

　その疑問はとりあえず先送りして、リーファは回復魔法の詠唱に入った。ようやく薄れた炎の中から姿を現したキリトに、使える中で最も高位のヒールをかける。すぐにＨＰゲージは充じゆう塡てんされ始めるが、それがただの気休めでしかないことはもう明らかだ。

　キリトも敵の戦法を察したようだった。持久戦は不利と見てか、大剣を構かまえなおすと猛もう然ぜんと重戦士の列に打ちかかる。

「うおおっ！」

　黒光りする刃がシールドに激突し、眩まばゆいほどの火ひ花ばなを散らす。

　だが──、戦せん闘とうはすでに単純な数値的問題へと堕だつしていた。

　キリトが剣を振るって与えるダメージは、すぐに後方でヒーラー役に専せん念ねんしている数人のメイジによって回復されてしまう。その直後、残りのメイジが詠えい唱しようする攻こう撃げき魔ま法ほうが降り注ぎ、キリトを爆発の渦うずに包み込む。

　個人の技量の介かい在ざいする余地のない、リーファの最も忌いみ嫌きらうパターン戦闘だった。趨すう勢せいを決めるのは最も早はや、メイジ集団のマナポイントと、キリトのヒットポイントどちらが先に尽きるかというその一点でしかない。その結果はすでに明らかだった。

　何度目とも知れない火か球きゆうの雨がキリトを包み込んだ。立て続けに炸さく裂れつするオレンジの光がキリトの体を翻ほん弄ろうし、吹き飛ばし、地面に叩たたきつける。

　あくまでゲームとして《痛み》自体は再現していないＡＬＯだが、爆ばく裂れつ系けい魔法の直ちよく撃げきを受けるのは最も不快な感覚フィードバックのひとつであると言っていい。轟ごう音おんが脳を揺さぶり、熱感が肌はだを灼やき、衝しよう撃げきが平へい衡こう感覚を痛めつける。その影えい響きようは時として現実の肉体にまで及び、覚かく醒せいしてから数時間も頭痛や眩暈めまいに苦しめられることがあるほどだ。

「う……おおおっ……！」

　だがキリトは何度炎に吞のまれても立ち上がり、剣を振りかぶった。回復魔法を空むなしく唱となえながら、リーファはその姿に痛いた々いたしいものを感じずにはいられなかった。これはゲームだ。こんな局面に至いたれば、誰だれでも諦あきらめて当然なのだ。負けるのは悔くやしいけれど、システムの上で動かされている以上、どうにもできない数値的戦力差というものがある。なのに、なぜ──。

　これ以上キリトの姿を見ているのに耐えられなくなり、リーファは数歩走り寄るとその背中に向かって叫んだ。

「もういいよ、キリト君！　またスイルベーンから何時間か飛べば済むことじゃない！　奪とられたアイテムだってまた買えばいいよ、もう諦めようよ……！」

　だがキリトは、わずかに振り返ると、押し殺した声で言った。

「嫌だ」

　その瞳ひとみは、周囲を焦こがす炎を映うつして赤く輝かがやいていた。

「俺おれが生きてる間は、パーティーメンバーを殺させやしない。それだけは絶対嫌だ」

　リーファは言葉を失って立ち尽くした。

　どうにもならない窮きゆう地ちに陥おちいった時の反応は、プレイヤーによって様々だ。《その瞬しゆん間かん》を照れ笑いに紛まぎらせようとする者、固く眼をつぶり体を縮めて耐えようとする者、最後まで闇やみ雲くもに剣を振り回そうとする者。しかし対処の差はあれ、結けつ局きよくは全すべての者が擬ぎ似じ的てきな《死》に慣れていく。ＶＲＭＭＯＲＰＧというジャンルのゲームをプレイする上で避けられない体験として、それぞれに折り合いをつけていくのだ。そうでなければこの《ゲーム》は《遊び》になり得ない。

　だが──キリトの瞳ひとみに浮かんだぎらつくような光は、リーファがかつて見たことのないものだった。システム的にはもう覆くつがえしようのない状況に抗あらがい、懸けん命めいに生存の道を探ろうとする意思がそこには渦うず巻まいていた。瞬しゆん間かん、リーファはここがゲームの仮想世界であることを忘れた。

「うおああああああ!!」

　仁に王おう立だちになったキリトが吼ほえ、びりびりと空気が震しん動どうした。敵の火力が途と切ぎれた一いつ瞬しゆんの隙すきを突き、そびえ立つシールドの壁に無む謀ぼうとしか言えない突進を敢かん行こう。剣は右手に下げ、空あいた左手をシールドのエッジに掛けると無理矢理にこじ開けようとする。思いがけないアクションに、サラマンダーの隊列が乱れた。わずかに開いた防壁の隙すき間まに、右手の大剣を強引に突き立てる。

　壁戦士の鉄壁の防御を、魔ま法ほうも使わずに密接して崩そうとする戦法など、古ふる株かぶのリーファでも見たこともなかった。そもそも、攻こう撃げきにすらなっていないその動作では、とても効果的なダメージは望めない。だが、狂乱とも取れるキリトの行動に、盾たての内側から途と惑まどいの叫びが上がった。

「くそっ、なんだコイツ……！」

　その時、リーファの耳もとで小さな声がした。

「チャンスは今しかありません！」

　見ると、いつの間にか小しよう妖よう精せいのユイが右肩に摑つかまっている。

「チャンス……!?」

「不確定要素は敵プレイヤーの心理状態だけです。残りのマナを全部使って、次の魔法攻撃をどうにか防いでください！」

「で、でも、そんなことしたって……」

　焼け石に水、という言葉をリーファは飲み込んだ。あくまで単純なＡＩであるはずのユイの瞳は真剣で、キリトと同じ確かつ固こたる意思を宿しているように見えたからだ。

　リーファはこくんと頷うなずくと、両手を上空に向かって突き出した。敵メイジ集団は既すでに火か球きゆう呪じゆ文もんの詠えい唱しように入っている。しかし、発射タイミングを合わせるためかそのスピードは遅い。リーファは得意の高速詠唱で立て続けにスペルワードを組み上げていく。音ひとつでもトチれば発動がキャンセルされてしまうが、危険を冒おかして限界まで口の回転を上げる。

　スペル完成は、リーファのほうがわずかに早かった。掲げたリーファの両手から、無数の小さな蝶ちようが飛び出すと、キリトの体を包み込んでいく。

　直後、敵も詠唱を完了。爆ばく撃げき機きによる空爆を思わせる甲かん高だかい音を引きながら火球の群が天を切り裂さいた。シールドの壁に取り付くキリトを、次々に咲く火炎の花が巻き込み──

「ふっ！」

　リーファは広げた両手に爆圧のフィードバックを感じて歯を食くい縛しばった。キリトを包む防御魔法のフィールドが、爆ばく裂れつ魔法を一つ中和する度たびに残りのマナポイントががくん、がくんと減っていく。マナ回復ポーションを飲んでいるがとても追いつかない。この爆撃一回を防いだところで何になるのか──と思った、その時。

　リーファの肩に立ったユイが鋭い声で叫んだ。

「パパ、今です!!」

　ハッとして眼を凝こらす。紅ぐ蓮れんの炎の中、キリトが剣を掲げすっくと直立していた。かすかに呪じゆ文もんの詠えい唱しようが届いてくる。スペルワードの断片を、記憶のインデックスと照合する。

　……確かこの呪文は……幻属性の!?

　リーファは一いつ瞬しゆん息を吞のみ──そして歯は嚙がみした。今キリトが詠唱しているのは、プレイヤーの見た目をモンスターに変えるという幻げん影えい魔ま法ほうだ。だが、実戦での評価はないに等しい。なぜなら、変化する姿はプレイヤーの攻こう撃げきスキル値によってランダムに決定されるのだが、大たい抵ていはパッとしない雑ざ魚こモンスターになってしまう上、実ステータスの変動がないということが周知されてしまっては恐おそれる者などいるはずもないからだ。

　リーファのＭＰは容よう赦しやない速度で減少していき、ついに残り一割を切った。ユイの言葉に従っていちかばちかの博打ばくちに賭けたものの、どうやらダイスは裏目に出たようだった。

　しかし、それも仕方ない──。この手のゲームでは《強さ》のかなりの部分を知識が占める。ゲームを始めて数日のキリトに、膨ぼう大だいな数のスペルひとつひとつの実効力を網もう羅らせよと要求するのは余りに酷こくというものだ。

　リーファはそう思いながら、両手に最後の力を込めた。敵の火か球きゆう攻撃の最終波が降り注ぐのと、防護フィールドが消えるのはほぼ同時だった。一ひと際きわ大きく火炎の渦うずが巻き起こり、ゆっくりと鎮しずまって──

「え……!?」

　炎の壁の中で、ゆらりと黒い影が動いた。一瞬、眼の錯さつ覚かくかと思った。それが、あまりに巨大だったからだ。

　大男揃ぞろいのサラマンダー前衛の、優ゆうに二倍の高さがある。視線を凝こらすと、背を屈めた巨人のように見えた。

「キリト君……なの……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。そうとしか考えられない。あれは、キリトが幻影呪文によって変化した姿なのだろうが──しかしあの大きさは。

　立ち尽つくすリーファの眼前で、のっそりと黒い影かげが頭を上げた。巨人ではなかった。その頭部は山や羊ぎのように長く伸び、後頭部から湾わん曲きよくした太い角つのが伸びている。丸い眼は真しん紅くに輝かがやき、牙きばの覗のぞく口からは炎の息が漏もれている。

　漆しつ黒こくの肌はだに包まれた上半身にはごつごつと筋肉が盛り上がり、逞たくましい腕は地につくほどの長さだ。腰からは鞭むちのようにしなる尾。禍まが々まがしいその姿を表現する言葉は、《悪魔》以外になかった。

　サラマンダーたちも皆みな凍りついたように動きを止めていた。その場の全員が魂たましいを抜かれたように見守る中、黒い悪あく魔まはゆっくりと天を振ふり仰あおぎ──

「ゴアアアアアアア!!」
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　轟とどろくような雄お叫たけびを上げた。今度こそ、誇こ張ちようでなく世界が震ふるえた。体の底から、原始的な恐きよう怖ふが沸わき起こる。

「ひっ！　ひいっ!!」

　サラマンダー前衛の一人が、悲鳴を上げて数歩後退した。その瞬しゆん間かん、恐ろしいスピードで悪魔が動いた。鉤かぎ爪づめの生えた右手を無む造ぞう作さにシールドの列に開いた隙すき間まへと突きこみ、その指先が重武装の戦士の体を貫いた──と見えた次の瞬間、赤いエンドフレイムが吹き上がって、サラマンダーの姿はかき消すように消滅した。

「うわあああ!?」

　たった一いち撃げきで仲間が斃たおれるのを見た残る二人の前衛は、異い口く同どう音おんに恐きよう慌こうの叫びを上げた。盾たてを下ろし、左手の武器を振り回しながら、じりじりとあとずさっていく。

　後方のメイジ集団の中から、リーダーのものと思しき怒ど鳴なり声がした。

「馬ば鹿か、体勢を崩すな！　奴やつは見た目とリーチだけだ、亀になればダメージは通らない！」

　しかしその声は戦士たちには届かなかった。漆しつ黒こくの悪魔は大音量で吼ほえながら飛び掛かると、右の戦士を巨大なあぎとで頭から咥くわえ、左の戦士を鉤爪で摑つかみ上げた。激しく振り回され、叩たたきつけられたアバターから、ゴ、ゴッ！　と連続して赤い断だん末まつ魔まの光が放たれ、まるで鮮せん血けつの如ごとく飛び散った。

　三人の前衛が消滅するのに、十秒もかからなかったろう。気を取り直したように再びリーダーの指示が飛び、メイジ集団がスペル詠えい唱しようを始めた。だが、アーマーの類たぐいは一いつ切さい身につけず、赤いローブを纏まとっただけのピュアメイジの集団は、前衛と比べるといかにも脆もろそうで──シュルルル、と呼気を吐はき出しながら屹きつ立りつした黒い悪魔に、幻げん惑わく魔ま法ほうの効果以上の恐怖心を煽あおられたようだった。詠唱速度が、これまでよりも格段に遅い。

　スペル詠唱が終了する寸すん前ぜん、メイジ隊に向かって悪魔は大きく右腕を振り上げ、横一文字に薙なぎ払った。前面に居いた二人が襤ぼ褸ろ切きれのように吹き飛ばされ、宙ちゆうで次々と赤い炎を撒まき散らし、消滅。悲鳴と、ガラスを叩たたき割るようなバシャッ！　という効果音が空に満ちる。間を置かず巨木の如き左腕が唸うなり、再び二名のサラマンダーが四し散さんする。

　つい数すう瞬しゆん前までは集団の中央にいた一ひと際きわ高級そうな魔道装備を身にまとったメイジが、いかにも魔法職といった細ほそ面おもてを引き攣つららせた。スペルワードをファンブルしたらしく、両手を包んでいたエフェクト光がブスン！　と黒煙を上げて消滅する。

　キリトの変化した悪魔は、地じ響ひびきと共に一歩足を踏み出すと再び轟とどろくような雄お叫たけびを放った。リーダーと思しき男は「ヒッ！」と喉のどを詰まらせたような悲鳴を上げ、右手をぶんぶん振り回した。

「た、退却！　たいきゃ──」

　だが、その言葉が終わらないうちに──。

　悪あく魔まは一いつ瞬しゆん身を縮めると、大きく跳ちよう躍やく。ズシンと橋を揺るがして着陸したのは集団の真まっ只ただ中なかだった。それから後はもう、戦せん闘とうと呼べるものではなかった。

　悪魔の鉤かぎ爪づめが唸うなるたび、その軌き跡せきにエンドフレイムが飛び散る。中には健気けなげに杖つえで肉弾戦を挑いどもうとする者もいるが、武器を振り下ろす間もなく頭から牙きばに吞のまれ、絶ぜつ命めいする。

　暴風圏から器用に逃げ回っていたリーダーが、最も早はやこれまでと見てか橋から身を躍おどらせた。水柱を上げて湖面に飛び込むと、そのまま猛もう烈れつなスピードで彼方かなたの岸目指して泳いでいく。

　ＡＬＯでは水に落ちても、装備重量が一定値以下なら沈むことはない。メイジの軽装が幸さいわいして、みるみるうちに橋から遠ざかっていったが──突然、その数名の下にゆらりと巨大な黒い影が現われた。

　直後、がぽんという水音を残してリーダーが一瞬で水に引き込まれた。無数の泡あわを残して影は湖水の深みに潜っていき、消える直前、ちらっと赤い光が閃またたいたのが見えた。

　キリトの悪魔は敵リーダーの末路は興味を示さず、とうとう最後の一人となった不運なメイジを両手で高々と持ち上げた。ぎゃーぎゃーと悲鳴を上げるその体を、二つに捻ねじ切る勢いで力を込めていく──。

　あまりのバイオレンスシーンに呆ぼう然ぜんとしていたリーファは、そこでようやく我に返った。ハッとして、大声で叫ぶ。

「あ、キリト君!!　そいつ生かしといて!!」

　すごかったですねえ～、などとノンキな感想を述べるユイを肩に乗せたまま、リーファは駆かけ出した。悪あく魔まは動きを止め振ふり返ると、不満そうな唸うなりを上げながらもサラマンダーの体を空中で解放した。

　ドチャッと音を立てて橋の上に落下し、放ほう心しんの体ていで口をぱくぱくさせている男の前で立ち止まると、リーファは右手の長刀を男の足の間に突き立てた。金属音と共に剣先が石いし畳だたみに食い込み、男の体がビクッと震ふるえる。

「さあ、誰だれの命令とかあれこれ吐はいてもらうわよ!!」

　せいぜいドスの利きいた声で叫んだつもりだったが、男は逆にショックから醒さめたらしく、顔がん面めん蒼そう白はくながらも首を振った。

「こ、殺すなら殺しやがれ！」

「この……」

　その時、上空から様子を見下ろしていた悪魔が、黒い霧を撒まき散らしながらゆっくりとその巨きよ軀くを消滅させ始めた。リーファが顔を上げると、宙ちゆうに溶けていく霧きりの中央から小さな人影が飛び出し、すとんと橋に着地した。

「いやあ、暴あばれた暴れた」

　キリトは首をこきこき動かしながら打って変わってノンビリした口調で言い、巨剣を背中に収めた。ぽかんと口を開けるサラマンダーの隣となりにしゃがみこみ、肩をポンと叩く。

「よ、ナイスファイト」

「は……？」

　啞あ然ぜんとする男に向かって、爽さわやかな口調で話し続ける。

「いやあ、いい作戦だったよ。俺おれ一人だったら速攻やられてたなあー」

「ちょ、ちょっとキリト君……」

「まあまあ」

　リーファが尖とがった声を出すと、ぱちりとウインク。

「さて、物は相談なんだがキミ」

　左手を振ってトレードウインドウを出し、男にアイテム群の羅ら列れつを示す。

「これ、今の戦せん闘とうで俺がゲットしたアイテムと金ユルドなんだけどな。俺たちの質問に答えてくれたら、これ全部、キミにあげちゃおうかなーなんて思ってるんだけどなぁー」

　男は数回口を開けたり閉じたりしながら、キリトのにこやかな笑顔を見上げた。不ふ意いにキョロキョロと周囲を見回し──おそらく、死亡したサラマンダー全員の蘇そ生せい猶ゆう予よ時間が終了し、セーブポイントに転送されたのを確認したのだ──再びキリトに向き直る。

「……マジ？」

「マジマジ」

　にやっと笑みを交す両者を見て、リーファは思わずため息。

「男って……」

「なんか、みもふたもないですよね……」

　肩でユイも感心したように囁ささやいてくる。女性二人の蔑べつ視し光線にも怯ひるまず、取引が成立したらしい男二人はグッと頷うなずき合った。




　サラマンダーは、話し出すと饒じよう舌ぜつだった。

「──今日の夕方かなあ、ジータクスさん、あ、さっきのメイジ隊リーダーなんだけどさ、あの人から携帯メールで呼び出されてさ、オレ飯食ってたから断ろうとしたら強制召しよう集しゆうだっつうのよ。入ってみたらたった二人を十何人で狩る作戦だっつうじゃん、イジメかよオイって思ったんだけどさ、昨日カゲムネさんをやった相手だっつうからなるほどなって……」

「そのカゲムネってのは誰だれだ？」

「ランス隊の隊長だよ。シルフ狩りの名人なんだけどさ、昨日珍めずらしくコテンパンにやられて逃げ帰ってきたんだよね。あんたがやったんだろ？」

　シルフ狩りなる言葉に顔をしかめながら、リーファはキリトと視線を交わした。おそらく昨夜撃げき退たいしたサラマンダー部隊のリーダーのことだろう。

「……で、そのジータクスさんはなんであたしたちを狙ねらったの？」

「ジータクスさんよりもっと上の命令だったみたいだぜ。なんか、《作戦》の邪じや魔まになるとか……」

「作戦ってのは？」

「マンダーの上のほうでなんか動いてるっぽいんだよね。俺おれみたいな下っぱには教えてくれないんだけどさ、相当でかいこと狙ってるみたいだぜ。今日入ったとき、すげえ人数の軍隊が北に飛んでくのを見たよ」

「北……」

　リーファは唇くちびるに指先をあて、考え込んだ。アルヴヘイムのほぼ南端にあるサラマンダー領の首都《ガタン》からまっすぐ北に飛ぶと、リーファたちが現在通過中の環状山脈にぶつかる。そこから西に回ればこのルグルー回かい廊ろうがあるし、東に行けば山脈の切れ目の一つ《竜りゆうの谷》がある。どちらを通過するにせよ、その先にあるのは央都アルン、そして世界樹だ。

「……世界樹攻略に挑戦する気なの？」

　リーファの問いに、男はぶんぶんと首を振った。

「まさか。さすがに前の全ぜん滅めつで懲こりたらしくて、最低でも全軍に古代武具エンシエントウエポン級の装備が必要だってんで金ユルド貯めてるとこだぜ。おかげでノルマがきつくてさ……。でもまだ目標の半分も貯まってないらしいよ」

「ふうん……」

「ま、俺おれの知ってるのはこんなトコだ。──さっきの話、ホントだろうな？」

　後半はキリトに向けられた言葉だ。

「取引でウソはつかないさ」

　スプリガンの少年は飄ひよう々ひようとうそぶくとトレードウインドウを操作した。入手したアイテム群を覗のぞき込んだサラマンダーは、嬉き々きとした表情でせかせかと指を動かしている。

　リーファは半なかばあきれながら男に言った。

「しかしアンタ、それ元々は仲間の装備でしょ？　気がとがめたりしないの？」

　すると男はちょっちょっと舌を鳴らす。

「解わかってねえなあ。連中が自じ慢まんげに見せびらかしてたレアだからこそ快感も増すってもんじゃねえか。ま、さすがに俺が装備するわけにもいかねえけどな。全部換金して家でも買うさ」

　ほとぼりを冷ますために何日かかけてテリトリーに戻ると言い残し、サラマンダーは元来た方向に消えて行った。

　なんだか、つい十分ほど前まで繰り広げられていた死し闘とうがウソのように思えて、リーファはすっかりいつもの調子に戻っているキリトの顔をまじまじと眺ながめた。

「ん？　なに？」

「あ、えーっと……。さっき大おお暴あばれした悪あく魔ま、キリト君なんだよねえ？」

　訊きくと、キリトは視線を上向けてあごをぽりぽりと搔かいた。

「んー、多分ね」

「多分、って……サラマンダーがモンスターの見た目に騙だまされて混乱するかもって作戦じゃなかったの？」

「いやー、そこまで考えてなかったって言うか……俺、たまにあるんだよな……。戦せん闘とう中にブチ切れて、記憶が飛んだりとか……」

「うわ、こわっ」

「まあ、さっきのは何となく覚えてるよ。ユイに言われるまま魔ま法ほう使ったら、なんか自分がえらい大きくなってさ。剣もなくなるし、仕方ないから手づかみで……」

「ぼりぼり齧かじったりもしてましたよ～」

　リーファの肩で、ユイが楽しそうに注ちゆう釈しやくを加える。

「ああ、そう言えば。モンス気分が味わえてなかなか楽しい体験だったぜ」

　にやにや笑うキリトを見ていると、どうしても聞いてみたい疑問が湧わいてきて、おそるおそる口にする。

「その……、味とか、したの？　サラマンダーの……」

「……ちょっと焦こげかけの焼肉の風味と歯ごたえが……」

「わっ、やっぱいい、言わないで！」

　キリトに向かってぶんぶんと手を振る。と、不ふ意いにその手を摑つかまれ──。

「がおう!!」

　一声唸うなるとキリトは大きく口を開け、リーファの指先をぱくりと咥くわえた。

「ギャ─────ッ!!」

　リーファの悲鳴と、それに続くばちこーんという破は裂れつ音おんが地底湖の水面をわずかに揺らした。










「うう、いててて……」

　リーファに思い切り張られた頰ほっぺたをさすりながらキリトがとぼとぼと歩く。

「さっきのはパパが悪いです！」

「ほんとだわよ。失礼しちゃうわ」

　リーファと、肩に乗せたユイが口々に言うと、キリトは叱しかられた子供のような顔で抗こう弁べんした。

「殺さつ伐ばつとした戦せん闘とうのあとの空気を和なごませようというウィットに満ちたジョークじゃないか……」

「次やったらぶった斬るからね」

　瞼まぶたを閉じてツンと顔を逸そらすと、リーファは歩調を速めた。

　眼前には、巨大な石造りのゲートが遥はるか地下空くう洞どうの天てん井じようまでそびえ立っている。鉱山都市ルグルーの城門だ。

　補給と、色々気になることが出てきたので情報整理も兼ねてこの街で一泊することにしたのだ。思いがけない大規模戦闘で時間を取られ、リアル時刻はすでに深夜零れい時じ近い。

　アルヴヘイムが本格的に賑にぎわいはじめる時間帯はこれからだが、リーファは一応学生の身分なので、どんなに遅くても一時前には落ちることにしていた。キリトにその旨むねを告げると、少し考える様子だったがこくりと頷うなずいて了承した。

　並んで城門をくぐると、ＢＧＭ代わりのＮＰＣ楽団の陽気な演奏と、幾いくつもの槌つち音おとが二人を出迎えた。

　街の規模はそう大きくはない、だが、中央の目め貫ぬき通どおりを挟はさむようにそびえる岩がん壁ぺきに、武器防具や各種の素材、酒や料理などを商あきなう店やら工房が積層構造を成して密集している様さまは見事なものだ。プレイヤーの数も思ったより多く、普ふ段だん出会うことの少ない音楽妖精プーカ族や鍛冶妖精レプラコーン族といった種族のパーティーが談笑しながら行き交っている。

「へええー、ここがルグルーかぁー」

　リーファは、初めて眼にする地底都市の賑わいに思わず歓かん声せいを上げると、早さつ速そく手近な商店の店先に設えられた剣の陳ちん列れつ棚だなに取り付いた。たとえ無ぶ愛あい想そうな武器店であろうとも買い物はわくわくする。

「そう言えばさあー」

　銀造りの長剣を手にとってためつすがめつしていると、背後でキリトがノンビリした口調で言った。

「ん？」

「サラマンダーズに襲われる前、なんかメッセージ届いてなかった？　あれは何だったの？」

「……あ」

　リーファは口をあんぐりと開けると振り返った。

「忘れてた」

　慌あわててウインドウを開き、履り歴れきを確認する。レコンからのメッセージは、しかし改めて読んでもさっぱり意味が取れない。回線がトラブって途中で切れたのかとも思ったが、それにしては続きが届く気配もない。

　ならばと思い、こちらからメッセージを打とうとすると、フレンドリストのレコンの名前はグレーに消灯している。すでにオフラインになっているようだ。

「何よ、寝ちゃったのかな」

「一応向こうで連絡取ってみたら？」

　キリトの言葉に、うむむと考えこむ。

　正直、現実世界にアルヴヘイムのことを持ち込むのは好きではなかった。ＡＬＯのコミュニティサイトにも一いつ切さい出入りしていないし、レコン──長なが田た慎しん一いちともリアルでゲームの話はほとんどしていない。

　しかし、謎なぞのメッセージにはどこか引っかかるものがあるのも事実だった。

「じゃあ、ちょっとだけ落ちて確認してくるから、キリト君は待ってて。あたしの体、よろしく。──ユイちゃん」

　肩に乗ったままのユイに向かって、付け加える。

「はい？」

「パパがあたしにイタズラしないように監視しててね」

「りょーかいです！」

「あ、あのなあ!!」

　心外だというふうに首を振るキリトにうふふと笑っておいて、リーファは手近なベンチに座すわると左手を振った。

　ログアウトボタンを押し、この日四度目の世界移動。眩暈めまいに似た感覚を味わいながら、遥はるか彼方かなたのリアルワールド目指して意識を浮上させていく。




「ふう……」

　いつになく長時間のログインに、わずかな疲労感を覚えて、直すぐ葉はは深く息をついた。

　ベッドに寝転がり、アミュスフィアを被かぶったままちらりと目覚し時計に眼をやる。そろそろ翠みどりが帰ってくる時間だ。顔くらい見せておいたほうがいいかもしれない──。

　そんなことを考えながら、手探りでヘッドボードに置いてある携帯端末を手に取った。外装と一体化したＥＬパネルに、ログイン中の着信履歴が表示されている。

「なにこれ!?」

　それを見て直すぐ葉はは眼を丸くした。着信十二件、全すべて長なが田た慎しん一いちからのコールだ。家族や警察、病院などからの緊きん急きゆうタグつき電話ならアミュスフィアと連動して自動ログアウトするようになっているが、長田の番号はそれに含まれないので、ひたすら無視してしまったらしい。それにしても、この時間にいったい何事だというのだ。

　ぱちっと音をさせて携帯を開き、コールバックしようとしたところで、十三回目の着信が入ったらしくシェルがブルーに発光点滅した。通話ボタンを押し、耳元へ。

「もしもし、長田クン？　何なの、一体？」

「あっ！　ようやく出た！　もーッ、遅いよ直葉ちゃん!!」

「何がモーなのよ。ちょっと中でゴタゴタしててね」

「た、大変なんだ！　シグルドの野郎、僕たちを……そ、それだけじゃない、領主も──サクヤさんも売りやがったんだよ！」

「売った……って……。どういう意味なの？　最初から説明してよ」

「うー、時間ないのに……。えーと、ほら、昨日古森でサラマンダーに襲われた時さぁ、直葉ちゃん、なんかおかしいと思わなかった？」

　長田は、言葉とは裏腹にいつものスローな口調に戻って言う。面と向かって話すときは、馴なれ馴れしく直葉ちゃん呼ばわりされれば必ず物理攻こう撃げきを伴う訂正を加えているのだが、電話ではそうもいかないのでやむなく黙もく認にんする。

　それにしても、あの出で来き事ごとがまだたった一日前のことだという事実は直葉を少々驚かせた。キリトと出会ったのはなんだかもう遥はるか昔の出来事であるような気さえする。

「えー？　おかしいって……何かあったっけ……？」

　正直、キリトの印象が強すぎて、その前の空中戦闘エアレイドのことはよく覚えていなかった。

「最初、サラマンダーが八人で襲ってきた時、シグルドが、自分が囮おとりになるって言って独りで三人くらい引っ張っていったじゃない？」

「ああ、そう言えば。結けつ局きよく彼も逃げ切れなかったんでしょ？」

「そうなんだけどさ。あれ、シグルドらしくないよ、今にして思えば。パーティーを分けるなら絶対自分はリーダーとして残って、囮は誰だれかにやらせるでしょう、いつもなら」

「あー……。それは、確かに……」

　シグルドの戦せん闘とう指揮官としての腕は確かなものだが、そのぶん独善的で、常に自分がトップに立たないと気がすまないところがある。たしかに、メンバーを逃がすために捨すて石いしになるような自己犠ぎ牲せい的行動は彼にそぐわない。

「でも、それって……どういうことなの？」

「だからさぁ」

　長なが田たは不ま味ずいものを嚙かみ砕くだくような口調で言った。

「あいつ、サラマンダーと内通してたんだよ。多分、相当前から」

「はあ!?」

　今度こそ心の底から驚きよう愕がくして、直すぐ葉はは携帯を握り締しめて絶ぜつ句くした。

　種族間のパワーゲームが繰り広げられるＡＬＯにおいて、捨てアカウントでのスパイ行為は日常的に行われている。スイルベーンをホームにするシルフの中にも、他種族、特にサラマンダーの偽ぎ装そうキャラクターが何人かいるのは間違いないだろう。

　ゆえに基本的に、低スキルかつ低貢献度、低アクティビティのプレイヤーは皆みなスパイの可能性があるとして執しつ政せい部ぶの中ちゆう枢すうには近づけない。リーファでさえ、風の塔の裏手にある領主館に立ち入れるようになったのはそう昔のことではない。

　しかしシグルドは、ＡＬＯ黎れい明めい期きから積極的に執政サイドに参加し、今まで四回あった領主投票にも全すべて立候補しているほどの古参プレイヤーだ。現領主の圧倒的な人気のせいで毎回次点、次々点に甘んじているが、選挙に破れてもへこたれる様子もなく補佐に名乗り出て、すっかり中枢の一角に大きな座を占めている。

　その彼が、サラマンダーのスパイだなどという話はにわかに信じられなかった。

「ちょっとあんた……それ、確証はあるの？」

　思わず声をひそめながら直葉は問いただした。

「僕、なんか引っかかると思って、今け朝さからずっと《ホロウ》でシグルドをつけてたんだ」

「……ホント、ヒマな人ねえ」

　《ホロウ・ボディ》というのは、レコンの最も得意とする透明化の術である。高位の隠いん蔽ぺい魔ま法ほうと、隠おん密みつ行動スキルの双方をマスターしないと使うことができない。

　もともと、レコンのアルファベット表記である《Recon》というのは、アメリカの軍隊用語で偵てい察さつ隊たいを指す──正しくはリーコンと発音するらしいが──のだそうだ。狩りでの先行偵察を目的としたキャラメイクに特化しているため、尾行は得意中の得意なのだろう。一度、それを悪用してリーファが休んでいる宿屋の部屋に侵入してきたことがあり、本人はこっそり誕生日プレゼントを置こうとしただけと釈しやく明めいはしていたが、その時は容よう赦しやなく半殺しの目に合わせたものだ。

　長田は、直葉のアキレ声を無視して言葉を続けた。

「風の塔であいつがリーファちゃんに暴ぼう言げん吐はいたあと、あんまりムカついたんで毒どくで暗殺してやろうと思ってずっとチャンスを狙ねらってたんだ。そしたら──」

「うわ、アブナい奴やつ」

「──裏道であいつらも透明マントかぶって消えるから、こりゃいよいよ何かあると思ってさ。ま、アイテムくらいじゃ僕の眼は誤ご魔ま化かせないけどね」

「自じ慢まんはいいから、早く先を言いなさいよ」

「そのまま地下水道に入って、五分くらい歩いたかなあ、めっちゃ奥のほうで妙みような二人組が待っててね。そいつらも透明マント被かぶってたんだけど、それを脱いだらこいつはビックリ、サラマンダーじゃないですか！」

「ええ？　でも、マントじゃあガーディアンは誤ご魔ま化かせないでしょう？　街に入った時点で斬きられてるはずだけど……。まさか……」

「それそれ、そのまさか。パス・メダリオン装備してたよ」

　《パス・メダリオン》というのは、通商などでテリトリーを訪れる他種族プレイヤーに厳しい審査のうえで与えられる通行証アイテムである。執しつ政せい部ぶのごく限られた人間しか発行できず、譲じよう渡と不可という代しろ物ものだが、当然シグルドなら発行権があるはずだ。

「こいつはアタリだと思って聞き耳立ててたら、サラマンダーがリーファちゃんにトレーサー付けたとか言っててさ。それだけじゃないんだ。実は今日、領主……サクヤ様が、ケットシーと正式に同盟を調印するってんで、極ごく秘ひで中立域に出てるらしいんだよ」

「あ……なるほど、それで領主館に旗が出てなかったのね」

　直すぐ葉はの呟つぶやきに被せるように、長なが田たが大声で喚わめいた。

「シグルドの奴やつ……サラマンダーの大部隊に、その調印式を襲わせる気なんだ！」

「な……」

　直葉は一いつ瞬しゆん息を詰めた。ことによればもう戻らない、というつもりで出てきたとは言え、シルフ領はやはり故こ郷きようであり、サクヤは敬愛すべき領主だ。込み上げてくる焦しよう燥そうのままにマイクに怒ど鳴なりつける。

「そっ、それを早く言いなさいよ!!　大変じゃないの!!」

「だから、最初に大変だって言ったじゃないのさぁー」

　情けない声でぶつぶつ抗弁する長田に、立て続けに言葉をぶつける。

「で、それ、サクヤに知らせたの!?　まだ時間あるんでしょうね!?」

「僕もヤバイと思って、地下から出ようと思った時、うっかり石ころ蹴っ飛ばしてネ……」

「このドジ！　大間抜け！」

「……なんか、最近直葉ちゃんに怒られるの気持ちよくなってきたかも……」

「どヘンタイ!!　それで!?　連絡できたの!?」

「サラマンダーのサーチャーにハイド破られて、まあ殺されたら塔で蘇そ生せいして領主館に駆かけ込めばいいやーと思ったら、連中毒どく矢や撃うちこみやがって、酷ひどいことするよねえ」

　先せん刻こくの自分の言葉を棚に上げた発言だが、突っ込んでいる余裕はない。

「じゃあ……レコンは……？」

「地下水道で麻ま痺ひしたままサラマンダーに捕まってます……。そんで、仕方なくログアウトしてきて、直葉ちゃんに電話してたけどさっぱり出ないし、僕、他ほかにリアルで連絡つく人いないし……。あ、えーと、ケットシー領主との会談は一時って言ってたから……うわっ、あと四十分じゃん！　ど、どうしよ直葉ちゃん!?」

　直すぐ葉ははひとつ深く息を吸ってから、口早に言った。

「その会談の場所はわかる？」

「詳しい座ざ標ひようまでは……。でも、山脈の内側、《蝶ちようの谷》を抜けたあたりらしいよ」

「解わかった。……あたしがどうにかして警告に行くわ。急ぐから、もう切るわよ」

「あっ、直葉ちゃん！」

　切断ボタンに指先を伸ばしたところで、切せつ羽ぱつまったような長なが田たの声が流れてくる。

「なによ？」

「えーとネ。あのキリトって奴やつ、直葉ちゃんとどういう関係なのー？」

　ぶちっ。

　と問答無用で回線を切断し、携帯を再びヘッドボードに放ほうり投げると、直葉は枕まくらに頭を埋うずめて眼を閉じた。現実世界で唯一使えるスペルワードを口にして、陰いん謀ぼう渦うず巻まく異世界へと意識をシフト。




　ぱちりと眼を見開き、同時にリーファは勢い良く立ち上がった。

「うわっびっくりした!!」

　眼の前で黒衣のスプリガンが、屋台で買ったらしき謎なぞの食べ物──見たところ小さな爬は虫ちゆう類るいを数匹串焼きにしたもののようだ──を取り落としそうになって、危あやうく握りなおした。

「お帰り、リーファ」

「おかえりなさいー」

　口々に言うキリトとユイに向かって、リーファはただいまを言う間も惜おしんで口を開いた。

「キリト君──ごめんなさい」

「え、ええ？」

「あたし、急いで行かなきゃいけない用事ができちゃった。説明してる時間もなさそうなの。たぶん、ここにも帰ってこられないかもしれない」

「…………」

　キリトは一いつ瞬しゆんじっとリーファの眼を見み詰つめ、すぐに頷うなずいた。

「そうか。じゃあ、移動しながら話を聞こう」

「え……？」

「どっちにしてもここからは足を使って出ないといけないんだろう？」

「……わかった。じゃあ、走りながら話すね」

　ルグルーの目め貫ぬき通どおりを、アルン側の門目指してリーファは駆かけ出した。

　人ひと波なみを縫ぬい、巨岩を削けずりだした大門をくぐると、再び地底湖を貫く橋がまっすぐ伸びていた。ブーツの鋲びようを鳴らして全力で疾しつ走そうしながら、リーファは事情をキリトに説明した。幸さいわいこの世界ではどれだけ走ろうと息切れしたりということはない。

「──なるほど」

　リーファの話が終わると、キリトは何事か考えるように視線を前方に戻した。

「いくつか聞いていいかな？」

「どうぞ」

「シルフとケットシーの領主を襲うことで、サラマンダーにはどんなメリットがあるんだ？」

「えーと、まず、同盟を邪じや魔まできるよね。シルフ側から漏もれた情報で領主を討うたれたらケットシー側は黙ってないでしょう。ヘタしたらシルフとケットシーで戦争になるかもしれないし……。サラマンダーは今最大勢力だけど、シルフとケットシーが連合すれば、多分パワーバランスが逆転するだろうから、それは何としても阻そ止ししたいんだと思うよ」

　一行は橋を渡り終わり、洞どう窟くつに入っていた。リーファは眼の前にマップを表示し、道を確認しながら走りつづける。

「あとは、領主を討つっていうのはそれだけですごいボーナスがあるの。その時点で、討たれた側の領主館に蓄ちく積せきされてる資金の三割を無条件で入手できるし、十日間、領内の街を占領状態にして税金を自由に掛けられる。これはものすごい金額だよ。サラマンダーが最大勢力になったのは、昔、シルフの最初の領主を罠わなにはめて殺したからなんだ。普通領主は中立域には出ないからね。ＡＬＯ史上、領主が討たれたのは後あとにも先にもあの一回だけ」

「そうなのか……」

「だからね……キリト君」

　ちらりと隣となりを走る少年の横顔に視線を向け、言葉を続ける。

「これは、シルフ族の問題だから……これ以上キミが付き合ってくれる理由はないよ……。この洞窟を出ればアルンまではもうすぐだし、多分会談場に行ったら生きて帰れないから、またスイルベーンから出直しで、何時間も無駄になるだろうしね。──ううん、もっと言えば……」

　胸が塞ふさがるような思いを味わいながら、リーファはその先を口にした。

「世界樹の上に行きたい、っていうキミの目的のためには、サラマンダーに協力するのが最善かもしれない。サラマンダーがこの作戦に成功すれば、充分以上の資金を得て、万全の体制で世界樹攻略に挑いどむと思う。スプリガンなら、傭よう兵へいとして雇ってくれるかもしれないし。──今、ここで、あたしを斬っても文句は言わないわ」

　その時は、抵抗はするまい──とリーファは思った。普段の自分からはとても考えられない思考だったが、戦っても絶対に勝てない確信があったし、それに何となく、このたった一日前に知り合った少年と戦うのは嫌いやだった。

　もしそうなったら……あたし、ＡＬＯを辞やめるかもしれないな……。

　そんなことを考えながらもう一度キリトの顔を見ると、彼は表情を変えずに走り続けながら、ぽつりと言った。

「所しよ詮せんゲームなんだから何でもありだ。殺したければ殺すし、奪いたければ奪う」

　わずかに間を置き、

「──そんなふうに言う奴やつには、嫌っていうほど出くわしたよ。一面ではそれも真実だ、俺おれも昔はそう思っていた。でも、そうじゃないんだ。仮想世界だからこそ、どんなに愚おろかしく見えても、守らなきゃならないものがある。俺はそれを──大切な人に教わった……」

　その瞬間、キリトの声が優やさしく、暖あたたかい響ひびきを帯おびた。

「ＶＲＭＭＯっていうこのゲームでは、矛む盾じゆんするようだけど、プレイヤーと分離したロールプレイというものは有あり得えないと俺は思う。この世界で欲望だけに身を任まかせれば、その代だい償しようはかならずリアルの人格へと還かえっていく。プレイヤーとキャラクターは一体なんだ。俺──リーファのこと、好きだよ。友達になりたいと思う。たとえどんな理由があっても、自分の利益のためにそういう相手を斬るようなことは、俺は絶対しない」

「キリト君……」

　不意に胸が詰つまって呼吸ができなくなり、リーファは立ち止まった。わずかに遅れてキリトも停止する。

　両手を体の前でぎゅっと握り、言葉にできない感情の流れをもてあましながら、じっと黒い瞳ひとみの少年を見つめた。

　そうか……そうだったんだ──。心の奥でつぶやく。

　今までこの世界で、どうしても他ほかのプレイヤーに、ある距きよ離り以上には近づけなかった理由。それは相手が生なま身みの人間なのか、ゲームのキャラクターなのか判らなかったからだ。相手の言葉の裏に、本当のこの人は何を思ってるんだろうと、そんなことばかり気にしていた。どう接していいのかわからないがゆえに、他人の差し出す手を重荷と感じ、いつも翅はねを使って振り切っていた。

　でも、そんなことを気にする必要はなかったのだ。自分の心が感じるままに──、それだけで良かったし、それだけが真実だった。

「……ありがとう」

　心の奥底から浮かび上がってきた言葉を、そっと口にした。それ以上なにか話したら、泣いてしまいそうだった。

　それを聞くと、キリトは照れたように笑った。

「ごめん、偉そうなこと言って。悪い癖なんだ」

「ううん、嬉うれしかった。──じゃ、洞どう窟くつ出たとこでお別れだね」

　するとキリトは意外そうに眉まゆを上げる。

「や、俺も一いつ緒しよに行くよ、もちろん」

「え、え？」

「──しまった、時間無駄にしちゃったな。ユイ、走るからナビよろしく」

「りょーかいです！」

　肩に乗った小しよう妖よう精せいが頷うなずくのを確認し、再びリーファに向かって、

「ちょっと手を拝はい借しやく」

「え、あの──」

　左手を伸ばし、あっけにとられるリーファの右手をぎゅっと摑つかむ。こんな状況ではあるが、手を繫つなぐのこれが初めてかも、などと意識してしまったリーファの心臓がどくんと跳はねた──次の瞬しゆん間かん、キリトはいきなり猛もう烈れつなスピードで駆かけ出した。空気の壁を突き破るが如ごとき衝しよう撃げき音おんが鼓こ膜まくを叩たたいた。

　今までもかなりのペースで走っていたつもりだったが、まるで比較にならない。あまりの速度に岩いわ肌はだのテクスチャが放射状に溶け流されて見える。右手を引かれるリーファの体はほとんど水平に浮き上がり、キリトが洞どう窟くつの湾わん曲きよくに沿ってコーナリングするたびに左右にぶんぶん振り回される。ロマンティックな要素など皆かい無むだ。

「わあああ!?」

　たまらず声を上げつつ前方を凝ぎよう視しすると、通路の少し広くなった箇所に断続的に大量の黄色カーソルが点滅するのが見えた。洞窟に巣す食くうオークの集団らしい。

「あの、あの、モンスターが」

　叫ぶが、キリトはスピードを落とす気配も見せずオークの群に突っ込んでいく。

「わぁ──────っ」

　リーファの悲鳴に、モンスターたちの雄お叫たけびが重なった。しかし、次々に振り下ろされる分厚い包丁のような武器は、一発もヒットしなかった。キリトが敵群の隙すき間まを瞬しゆん時じに見つけ出し、猛烈なダッシュで駆け抜けたのだ。オークたちが怒いかりの声とともに振り向き、追いかけ始めた時には、もう次の通路に突入している。

　その後も何度かオークその他たにエンカウントしたが、キリトは足を止めることなくすり抜けを繰り返した。当然ながら、背後には巨大なモンスター集団が形成され、濁だく流りゆうのような地じ響ひびきを立てて追いかけてくる。《トレイン》と呼ばれる非マナー行為そのもので、もし他ほかのパーティーになすり付けてしまったら大だい惨さん事じは免まぬがれないが、幸さいわいそんな悲劇が起きることもなく、前方に白い光が見え始めた。

「おっ、出口かな」

　キリトの言葉が耳に届いた直後、視界全すべてが真っ白に染まり、直後足元から地面が消えた。

「ひええええっ!?」

　思わず両眼をぎゅっとつぶり、喚わめき声を上げつつ脚あしをばたばたさせてから、体を包んでいた轟ごう音おんが一気に拡散したのに気づいた。

　おそるおそる瞼まぶたを開けると、そこはもう無限に広がる空の真ん中だった。どうやらキリトは、走る勢いを緩ゆるめず、山脈の中腹に開いた出口からカタパルトよろしく飛び出したらしい。足元には、灰色の断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきがどこまでも切り立っている。その上を、二人は慣だ性せいに従って放物線を描きながら飛ひ翔しようしていく。

　慌あわてて翅はねを広げ、滑空体勢に入ると、リーファは詰つめていた息をいっぺんに吐はき出した。

「ぶはっ!!」

　ぜいぜい荒い呼吸を繰り返しながら振り向けば、遠ざかりつつある洞どう窟くつの出口は、追いかけてきたモンスター軍団でぎっしり埋まっている。ぞっとしながら、傍かたわらで背面飛行するキリトを睨にらみつける。

「──寿じゆ命みようが縮んだわよ！」

「わはは、時間短縮になったじゃないか」

「……ダンジョンっていうのはもっとこう……索さく敵てきに気を使いながら、モンスターをリンクさせないように……あれじゃ別のゲームだよ全まつたく……」

　ぶつぶつ文句を言ううちにようやく動どう悸きが落ち着いてきて、リーファは改めて周囲を見回した。

　眼下には広大な草原が広がり、所々に湖が青い水面をきらめかせている。それらを結ぶように蛇だ行こうする河が流れ、更さらにその先には──

「あっ……」

　リーファは思わず息を吞のんだ。

　雲うん海かいの彼方かなた、おぼろに浮かぶ巨大な影。空を支える柱かと思うほどに太い幹が垂直に天地を貫つらぬき、上部には別の天体にも等しいスケールで枝えだ葉はが伸びている。

「あれが……世界樹か……」

　隣となりで、キリトも畏い怖ふの念のこもった声音で呟つぶいた。

　山脈を越えたばかりのこの地点からは、まだリアル距きよ離り置ち換かんで二十キロメートル近く隔へだたっているはずのその大樹は、すでに圧倒的な存在感で空の一角を占めていた。根元に立てばどれほどの光景となるのか想像もつかない。

　二人はしばらく無言で世界樹を眺ながめていたが、やがてキリトが我に返り、言った。

「あ、こうしちゃいられない。リーファ、領主会談の場所ってのはどの辺あたりなんだ？」

「あっ、そうね。ええと、今抜けてきた山脈は、輪っかになって世界中央を囲んでるんだけど、そのうち三箇所に大きな切れ目があるの。サラマンダー領に向かう《竜りゆうの谷》、ウンディーネ領に向かう《虹にじの谷》、あとケットシー領につながる《蝶ちようの谷》……。会談はその蝶の谷の、内陸側の出口で行われるらしいから……」

　リーファはぐるりと視線をめぐらせると、北西の方角を指した。

「あっちにしばらく飛んだとこだと思う」

「了解。残り時間は？」

「──二十分」

「会談を襲うつもりなら、サラマンダーは、あっちからこっちへ移動するわけか……」

　キリトは南東から北西へと指を動かした。

「俺おれたちより先行してるのかどうか微び妙みようだな。ともかく急ぐしかないか。ユイ、サーチ圏けん内ないに大人数の反応があったら知らせてくれ」

「はい！」

　こくりと頷うなずき交かわし、リーファとキリトは翅はねを鳴らして加速に入った。




「それにしても、モンスターを見かけないなあ？」

　雲の塊かたまりを切り裂さいて飛ひ翔しようしながら、キリトが言った。

「あ、このアルン高原にはフィールド型モンスターはいないの。だから会談をわざわざこっち側でするんじゃないかな」

「なるほど、大事な話の最さい中ちゆうにモンスターが湧わいちゃ興きよう醒ざめだしな……。でも、この場合は有り難がたくないな」

「どういうこと？」

　するとキリトはニッと悪戯いたずらっぽく笑う。

「さっきみたいにモンスターを山ほど引っ張っていって、サラマンダー部隊にぶつけてやろうと思ってたんだけどな」

「……よくそんなこと考えるわねえ。サラマンダーは洞どう窟くつで襲ってきた時以上の大部隊らしいから、警告が間に合って全員でケットシー領に逃げ込めるか、もしくは揃そろって討うち死にか、どっちかだと思うよ」

「…………」

　キリトが思案顔で顎あごを撫なでた、その時──。

「あっ、プレイヤー反応です！」

　不ふ意いにユイが叫んだ。

「前方に大集団──六十八人、これがおそらくサラマンダーの強きよう襲しゆう部隊です。さらにその向こう側に十四人、シルフ及びケットシーの会議出席者と予想します。双方が接触するまであと五十秒です」

　その言葉が終わると同時に、視界を遮さえぎっていた大きな雲の塊がさっと切れた。限界まで高度を取って飛んでいたリーファの眼下に、緑の高原がいっぱいに広がる。

　その一角、低空を這はうように飛ぶ無数の黒い影。五人ずつくさび型のフォーメーションを作り、それらが密みつ集しゆうして飛行する様さまは、攻こう撃げき目標に音もなく忍しのび寄る不ふ吉きつな戦せん闘とう機きの群のようだ。

　視線を彼らが向かう先へと振る。円形の小さな台地が見える。ぽつりと白く横たわるのは長テーブルだろうか。左右に七つずつの椅い子すが据すえられ、即席の会議場といった案あん配ばいだ。

　椅い子すに座る者たちは、会話に夢中なのか、まだ迫せまり来る脅きよう威いに気づいていないようだった。

「──間に合わなかったね」

　リーファは、傍かたわらのキリトに向かってぽつりと言った。

　今からでは、サラマンダー軍を追い越し、領主たちに警告しても、とても全員が逃げ切る余裕はない。それでも、討うち死にを覚かく悟ごで盾たてとなり、領主だけでも逃がす努力をしなければならない。

　右手を伸ばし、キリトの手をそっと握る。

「ありがとう、キリト君。ここまででいいよ。キミは世界樹に行って……短い間だったけど、楽しかった」

　笑顔でそれだけ言い、ダイブに入ろうと翅はねを鋭角に畳たたんだとき、キリトが右手をぎゅっと握り返してきた。あわてて顔を見ると、いつもの不ふ敵てきな笑みを浮かべ──

「ここで逃げ出すのは性しよう分ぶんじゃないんでね」

　手を離はなし、肩のユイを摘つまみ上げて胸ポケットに放ほうり込むと、翅を思い切り震ふるわせて猛もう烈れつな加速を開始。バン！　という衝しよう撃げき音おんに顔を叩たたかれたリーファが一いつ瞬しゆん眼を閉じ、再び開けたときには、キリトはすでに台地目指して急角度のダイブに入っていた。

「ちょ……ちょっとぉ!!　なによそれ!!」

　少しだけ感かん傷しよう的てきになりながら口にしたお別れの台詞せりふを一瞬で台無しにされ、リーファは思わず抗議したが、キリトは振り返りもせずみるみる遠ざかっていく。アキレつつも慌あわてて後を追う。

　目指す先では、シルフとケットシーたちがようやく接近する大集団に気づいたようだった。次々に椅子を蹴けり、銀光を煌きらめかせながら抜ばつ刀とうするが、その姿は重武装の攻こう撃げき隊たいに比べあまりにも脆もろそうに見える。

　草原を這はうように飛んでいたサラマンダーの先頭部隊が、一いつ気きに高度を取り、ウサギを狙ねらう猛もう禽きんのように長大なランスを構かまえてぴたりと静止した。後こう続ぞくの者たちも次々と左右に展開し、台地を半包囲する。殺さつ戮りくの直前の静けさが一瞬、世界を包む。

　サラマンダーの一人がさっと手を上げ──振り下ろそうとした、その瞬しゆん間かん。

　対たい峙じする両者の中央、台地の端はしに、巨大な土つち煙けむりが上がった。一瞬遅れて、ドドーン！　という爆ばく音おんが大気を揺るがす。漆しつ黒こくの隕いん石せきとなったキリトが速度を緩ゆるめずに着地したのだ。

　その場にいる全すべての者が凍こおりついたように動きを止めた。薄うすれゆく土煙の中、ゆっくりと体を起こしたキリトは、仁に王おう立だちになってぐるりとサラマンダー軍を睥へい睨げいした。胸を反そらせ、一杯に息を吸い込んで──




「双方、剣を引け!!」




「うわっ！」

　リーファはダイブしながら思わず首をすくめた。なんという馬ば鹿かでかい声だろうか、先ほどの爆音の比ではない。まだ数十メートルも上空にいたリーファの体さえビリビリと震ふるえた。まるで物理的圧力に晒さらされたかの如ごとくサラマンダーの半円が動どう揺ようし、わずかに後あと退しさる。

　声量もさることながら、あのクソ度ど胸きようには呆あきれるほかない。一体なにをどうするつもりなのか、見当もつかない。

　リーファは背中に冷や汗が伝うような感覚を味わいながら、キリトの背後、シルフと思しき緑衣の集団の傍かたわらにすとんと着陸した。見み渡わたすと、すぐに特徴的な衣い装しようの人物が見つかる。

「サクヤ」

　声をかけると、そのシルフは呆ぼう然ぜんとした表情で振り向き、更さらに眼を丸くした。

「リーファ!?　どうしてここに──!?　い、いや、そもそもこれは一体──」

　彼女がこんなに取り乱すところは初めて見たなあ、と思いながら、リーファは口を開いた。

「簡単には説明できないのよ。ひとつ言えるのは、あたしたちの運命はあの人次し第だい、ってことだわ」

「……何がなにやら……」

　シルフは再び、こちらに背を向けて屹きつ立りつする黒衣の人影に眼をやる。その心中を思いやりながら、リーファは改めてサクヤ──現シルフ領主の姿を見やった。

　女性シルフにしては秀ひいでた長身、黒に近いダークグリーンの艶つややかな直毛を背に長く垂らし、その先を一直線にぴしりと切り揃そろえている。肌はだは抜けるように白く、切れ長の眼、高い鼻はな筋すじ、薄く小さな唇くちびるという美び貌ぼうは刃やいばのような、という形容詞が相応ふさわしい。

　身にまとうのは、前合わせの和風の長衣。帯に無む造ぞう作さに差してあるのは、リーファの持つ長刀よりも更さらに二寸ほども長い大おお太た刀ちだ。裾すそから覗のぞく真っ白な素す足あしに、深しん紅くの高たか下げ駄たを突っ掛けている。一目見れば忘れられないその姿は、領主選挙での得票率が八割に近いのも頷うなずけるほど印象深い。

　もちろん、その得票の全すべてが美貌によるものではない。領主の多忙さゆえにあまり狩りには出られず、数値的ステータスは高いとは言えないが、デュエル大会では常に決勝に進むほどの剣の達人であり、公正な人柄で人望も篤あつい。

　視線を動かすと、その隣となりに立つ小こ柄がらな女性プレイヤーの姿が眼に入った。

　とうもろこし色に輝かがやくウェーブヘア、その両りよう脇わきから突き出た三角形の大きな耳はケットシーの証あかしだ。小麦色の肌を大だい胆たんに晒さらし、身にまとうのはワンピースの水着に似た戦せん闘とうスーツ。両腰に、巨大な三本のツメが突き出たクロー系の武器を装備している。スーツのお尻の部分からは縞しま模も様ようの長いシッポが伸び、本人の緊きん張ちようを映してかぴくぴくと震ふるえている。

　横顔は、睫まつ毛げの長い大きな眼、ちょっとだけ丸く小さな鼻、多少愛あい嬌きようのありすぎるきらいはあるがこちらもＡＬＯ基準に照らせば驚くほどの美少女振りだ。直接まみえるのは初めてだが、彼女がケットシー領主のアリシャ・ルーだろう。サクヤと同じく圧倒的な人気で長期の政権を維い持じしている。

　並んで立つ二領主の後ろをちらりと見ると、白い長机の左右にシルフとケットシーが六人ずつ、揃そろって呆ぼう然ぜんとした顔で立ち尽くしていた。無論ケットシーは全員初めて見る顔だが、シルフは執しつ政せい部ぶの有力プレイヤーばかりだ。念のため確認したが、やはりシグルドの姿はない。

　改めて視線を台地南端のサラマンダー部隊に向けたとき、再びキリトが叫んだ。

「指揮官に話がある！」

　あまりにふてぶてしい声と態度に圧あつ倒とうされたかのようにサラマンダーのランス隊の輪が割れた。空に開いたその道を、一人の大おお柄がらな戦士が進み出てくるのが見えた。

　炎の色の短髪を剣けん山ざんのようにつんつんと逆さか立だて、浅黒い肌はだに猛もう禽きんに似た鋭い顔立ち。逞たくましい体を、ひと目で超レアアイテムと知れる赤しやく銅どう色いろのアーマーに包み、背にはキリトのものに優まさるとも劣おとらぬ巨剣を装備している。

　深しん紅くに光るその双そう眸ぼうを見た瞬しゆん間かん、リーファの背にぞくりという寒さむ気けが走った。正面で対たい峙じしたわけでもないのに、これ程のプレッシャーを感じた相手は初めてだった。

　ガシャッと音をさせてキリトの前に着地した戦士は、無表情のまま小こ柄がらな黒衣の少年を高い位置から睥へい睨げいした。やがてその口が開き、よく通る太い声が流れた。

「──スプリガンがこんなところで何をしている。どちらにせよ殺すには変わりないが、その度ど胸きように免めんじて話だけは聞いてやろう」

　キリトは臆おくするふうもなく、大声で答えた。

「俺おれの名はキリト。スプリガン＝ウンディーネ同盟の大使だ。この場を襲うからには、我々四種族との全面戦争を望むと解釈していいんだな？」

　──うわぁ。

　リーファは絶ぜつ句くした。何たるムチャクチャ、ハッタリをかますにも程がある。今度こそ錯さつ覚かくでなく背中を冷や汗がだらだらと流れる。愕がく然ぜんとした顔でこちらに視線を向けるサクヤとアリシャ・ルーに向かって必死のウインク。

　サラマンダーの指揮官も、さすがに驚いたようだった。

「ウンディーネとスプリガンが同盟だと……？」

　だがすぐにその表情は元に戻る。

「……護衛の一人もいない貴様がその大使だと言うのか」

「ああ、そうだ。この場にはシルフ・ケットシーとの貿易交渉に来ただけだからな。だが会談が襲われたとなればそれだけじゃすまないぞ。四種族で同盟を結んでサラマンダーに対抗することになるだろう」

　しばしの沈ちん黙もくが世界を覆おおった。──やがて、

「たった一人、たいした装備も持たない貴様の言葉を、にわかに信じるわけにはいかないな」

　サラマンダーは突然背に手を回すと、巨大な両刃直剣を音高く抜き放った。暗い赤に輝かがやく刀とう身しんに、絡からみ合う二匹の龍りゆうの象ぞう嵌がんが見て取れる。

「──オレの攻こう撃げきを三十秒耐え切ったら、貴様を大使と信じてやろう」

「ずいぶん気前がいいね」

　飄ひよう々ひようとした声で言うと、キリトも背から両りよう刃ばの巨剣を抜いた。こちらは鈍い鉄色、装飾のたぐいは一いつ切さいない。

　翅はねを震しん動どうさせて浮き上がり、サラマンダーと同じ高度でホバリングする。瞬しゆん間かん、両者の間で圧あつ縮しゆくされた闘とう気きが白くスパークしたような気がした。

　……三十秒……。

　リーファはごくりと喉のどを鳴らした。
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　キリトの実力からすれば、余裕のある条件とも思える。だがあのサラマンダー指揮官の発する殺さつ気きもただごとではない。

　緊きん迫ぱくした空気の中、隣となりに立つサクヤが低く囁ささやいた。

「まずいな……」

「え……？」

「あのサラマンダーの両手剣、レジェンダリーウェポンの紹介サイトで見たことがある。《魔ま剣けんグラム》……ということはあの男が《ユージーン将軍》だろう。知ってるか？」

「……な、名前くらいは……」

　息を吞のむリーファに向かって軽く頷うなずくと、サクヤは言葉を続けた。

「サラマンダー領主《モーティマー》の弟……リアルでも兄弟らしいがな。知の兄に対して武の弟、純じゆん粋すいな戦せん闘とう力りよくではユージーンのほうが上だと言われている。サラマンダー最強の戦士……ということはつまり……」

「全プレイヤー中最強……？」

「ってことになるかな……。とんでもないのが出てきたもんだ」

「……キリト君……」

　リーファは両手を胸の前でぎゅっと握り締しめた。

　空中で対たい峙じする二戦士は、相手の実力を計るかのように長い間睨にらみ合っていた。高原の上を低く流れる雲が、傾き始めた日差しを遮さえぎって幾いく筋すじもの光の柱を作り出している。そのひとつがサラマンダーの剣に当たり、まばゆく反射した、その瞬しゆん間かん。

　予備動作ひとつなくユージーンが動いた。

　びぃん！　と空気を鳴らして、超高速の突進をかける。右に大きく振りかぶった大剣が宙ちゆうに紅あかい弧こを描き、小こ柄がらなスプリガンに襲い掛かる。

　だがキリトの反応も流石さすがの速さだった。無む駄だのない動作で頭上に巨剣を掲げ、翅はねを広げて迎げい撃げき態たい勢せいに。敵の剣を受け流し、カウンターの一いち撃げきを叩たたき込むつもりか──とリーファが見て取った、その直後。

「──!?」

　キリトに向かって振り下ろされる赤い剣は、黒い剣に衝しよう突とつするその瞬間、刀とう身しんをおぼろに霞かすませた。そのままキリトの剣を透とう過かし、再び実体化。

　ダガァァァァン!!　という爆ばく音おんが世界を揺らした。キリトの胸の中央に炸さく裂れつした斬ざん撃げきは巨大なエフェクトフラッシュを爆ばく発はつさせ、黒衣の姿は暴ぼう風ふうの中の木この葉のように叩たたき落されて地面に突き刺さった。再び轟ごう音おん、そして土つち煙けむり。

「な……いまのは!?」

　絶ぜつ句くするリーファに答えたのはアリシャ・ルーだった。

「魔ま剣けんグラムには、《エセリアルシフト》っていう、剣や盾たてで受けようとしても非実体化してすり抜けてくるエクストラ効果があるんだヨ！」

「そ、そんな……」

　慌あわててキリトのＨＰバーを確認しようと眼を凝こらす。だが、カーソル照しよう準じゆんを合わせる間もなく、土煙の中から矢のように飛び出す影があった。ホバリングするユージーンめがけて一直線に突進していく。

「ほう……よく生きていたな！」

　うそぶくサラマンダーに向かってキリトは、

「なんだよさっきの攻こう撃げきは！」

　お返しとばかりに巨剣を叩たたきつける。

　ガン、ガァン！　と撃げき剣けんの音が立て続けに響ひびいた。武器の性能に負おぶさっているだけの剣士ではないらしく、リーファの眼にも捉とらえきれないほどのキリトの連続攻撃を、ユージーンは的確に両手剣で弾はじき返していく。

　そして、連れん撃げきにわずかな間が空あいた、その瞬しゆん間かん。

　再びグラムが牙きばを剝むいた。横よこ薙なぎに払われる剣を、キリトが反射的に己おのれの剣で受けようとする。しかし、先ほどと同じように刀身が霞かすみ、直後キリトの腹に深々と食い込んだ。

「ぐはぁぁっ!!」

　肺の中の空気を全すべて吐はき出すような声を上げながら、今度は宙ちゆうをくるくると吹き飛ばされる。翅はねを一いつ杯ぱいに広げてブレーキをかけ、どうにか踏ふみとどまる。

「……効きくなぁ……。おい、もう三十秒経たってんじゃないのかよ！」

　喚わめくキリトに向かって不ふ敵てきに笑うユージーン。

「悪いな、やっぱり斬りたくなった。首を取るまでに変更だ」

「この野郎……。絶対泣かせてやる」

　キリトは巨剣を構かまえなおすが、残念ながらもう勝負の行方ゆくえは見えたも同然と思えた。

　魔ま剣けんグラムのエクストラ攻撃を防ぐには、弾き防御パリィに頼たよらず全すべてを避よけるしかない。だが剣同士の高速近接戦闘においてそれはほとんど不可能だ。

　同じ結論に達したのだろう、サクヤが押し殺した声で言った。

「厳きびしいな……。プレイヤーの技術は互ご角かくと見るが、武器の性能が違いすぎる。サーバーに一本しかないあの魔剣に対抗できるのは、おなじく伝説武器の《聖剣エクスキャリバー》だけと予測されているが、そちらは入手方法すら未解明だからな……」

「…………」

　──それでも、あのキリトなら。初心者のくせに何度も規格外の強さで状況をひっくり返してきた謎なぞのスプリガンなら、もしかしたら。そう念じつつ、リーファは胸の前で強く両手を握った。

　ユージーンが翅はねから赤い光の帯を引いてスラストをかける。その攻こう撃げきを、キリトがランダム飛行で危あぶなっかしく回避していく。

　絡からみ合う二本の飛行軌き跡せきが空に複雑な模も様ようを描き、時々パパッとエフェクトの光こう塵じんを散らしてはまた離れる。視線を合わせると、キリトのＨＰバーは二度の被ひ弾だんによって半分以上減少している。先せん刻こく、あれほどの多重魔ま法ほう攻こう撃げきを耐え切ったキリトの防御を容易たやすく貫かん通つうするとは、ユージーンの攻撃力はやはり只ただ事ことではない。

　と、不ふ意いにキリトが振り返り、右手を突き出した。いつの間にスペルワードを詠えい唱しようしていたのか、その手が黒く輝かがやき──

　ボン、ボボボボン！　と二人の周囲に真っ黒な煙がいくつも爆ばく発はつした。幻げん惑わく系けいの範囲魔ま法ほうなのだろう、それらはたちまちモクモクと広がっていき、空域を覆おおい尽くす。

　黒雲は地上のリーファたちの頭上にも及び、さぁっと周囲が薄うす暗ぐらくなった。みるみる悪くなっていく視界の中、必死に眼を凝こらしてキリトの姿を捜さがそうとする。

「リーファ、ちょっと借りるぜ」

「わっ!?」

　突然、耳元で囁ささき声がした。同時に、腰の鞘さやから愛刀が抜かれる感かん触しよく。

「き、キリト君!?」

　慌あわてて振り向くが、すでにそこには誰だれの姿もない。だが、いつの間にか鞘は空っぽになっていた。

「時間稼かせぎのつもりかァ!!」

　厚い煙の中央からユージーンの叫びが響ひびき渡った。次ついで、スペルの詠えい唱しようが耳に届く。

　すぱっ！　と赤い光の帯が放射状に迸ほとばしり、黒煙を切り裂さいた。無効化ディスペルされた煙がたちまち薄れ、世界は光を取り戻す。

　リーファは慌てて青空に視線を走らせた。しかし──。

　いない。

　空にホバリングするのはサラマンダーの将軍ただ一人で、小こ柄がらなスプリガンはどれほど探そうとも見つけられない。

「まさか、あいつ、逃げ……」

　背後で、ケットシーの一人が呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。その言葉が終わらないうちに、リーファは強く叫んでいた。

「そんなわけない!!」

　絶対に、それだけはない。彼以外のどんなプレイヤーも逃げ出すであろうこの状況でも、彼だけは逃げない。

　なぜなら、あのキリトという少年は、ＶＲＭＭＯを《遊んで》いるのではないからだ。彼は《生きて》いる。この世界をもう一つの現実と定め、ここで育まれたあらゆる信頼や、絆きずなや、愛情を真実のものと信じている。

　だから、ほら──、聞こえる。

　高らかな笛の音にも似た、美しく力強い飛ひ翔しよう音おん。近づいてくる。どんどん、どんどん大きくなる。

「…………!!」

　ついにその姿を見出した瞬しゆん間かん、リーファの両眼に涙が滲にじんだ。

　太陽の中だ。アルヴヘイムにおいて最も強いライトエフェクトを生み出すオブジェクト。中ちゆう天てんから降り注ぐ白光を貫いて、小さな影が一直線に急降下してくる。

　リーファに数すう瞬しゆん遅れて気付いたユージーンが、さっと真上を振ふり仰あおいだ。しかし強きよう烈れつなエフェクトに顔をしかめ、左手を顔の前にかざした。並のプレイヤーなら、ここで太陽光線を避さけるため水平移動しようとし、そこを上から叩たたき落されただろう。

　しかし、流石さすがと言うべきか。ユージーンの剛ごう毅きな口元がぎりっと引き締しめられ、次いで大きく開かれた。

「ドアアアァァァッ！」

　天地を揺るがす気合と共に、太陽に向かってサラマンダーの真しん骨こつ頂ちようである重突進をかける。真しん紅くの光を垂直に引きながら、ロケットのように急上昇していく。

　その真上から突進してくるキリトは、これまで常に両手で握っていた黒い巨剣を、なぜか右手一本で構かまえていた。左手は大きく後ろに引かれてよく見えない。

　強烈な光の中、その左腕が閃ひらめき、高々と掲かかげられた。

　そこに握られた銀色の輝かがやきの正体を、リーファが見間違うはずもなかった。あれは、先せん刻こくキリトが鞘さやから抜いていったリーファの長刀だ。つまりキリトは今、左右の手に剣を一振りずつ装備している。

　二に刀とう流りゆう──、概がい念ねんとしては新しいものではない。しかし、それに挑いどんだ者は多くとも、実戦で使えるまでに達したプレイヤーをリーファは知らない。なぜなら、両手に握った二本の剣を、高度に連れん携けいさせて操あやつるのは恐ろしく難しいのだ。

　現実世界の剣道の試合でも、大小二本の竹刀しないを持つのはルール違反ではない。しかし、中学や高校の公式戦では禁止されているし、大学以上でも二刀の選手はごく少ない。それは、二本の剣を使いこなし、有効と認められるだけの打だ突とつを与えることの困難さゆえだ。まったく同じことが仮想世界での二刀流にも言える。

　キリトの二刀装備を苦し紛まぎれと見たか、ユージーンの頰ほおに不ふ敵てきな笑みが浮かんだ。

　だが、リーファは涙に濡れた両眼を見開いたまま、ただ一心に信じた。

　サラマンダーの魔ま剣けんが、重々しい唸うなりを上げて振り抜かれる。交差する軌道で、スプリガンが左手の白はく刃じんを斬り降ろす。

　ぶん、と赤黒い剣が震しん動どうした。《エセリアルシフト》によって透過した刃やいばが、吸い込まれるようにキリトの首筋へ──。

　ぎゃいん！　と鋭い金属音とともに、その切きっ先さきが大きく弾はじかれた。受け止めたのは、キリトがわずかな時間差で斬り上げた右手の大剣だった。針の穴を通すような、完かん璧ぺきなタイミング。

　驚きよう愕がくの気配を洩もらすユージーンに向けて、キリトが雷らい鳴めいのような雄お叫たけびを放った。

「お……おおおおああああ────!!」

　直後、両手の剣が、霞かすむほどの速度で次々に撃うち出された。

　左の長刀で滑なめらかに斬り払う。そのモーションと完全に連動して右の大剣が突き出される。それを引き戻しつつ、再び長刀が左下から飛ぶ。同じ軌道を戻る刃に引かれるように、大剣の重じゆう攻こう撃げきが叩たたき込まれる。

　銀と黒の剣光が融とけあい、その連続攻撃はまるで夜空に幾いくつもの流りゆう星せいが飛ぶが如ごとくだった。いったい、あのような速度で二刀を操あやつれるようになるまでにはどれほど長期間の訓練が必要なのか、リーファには想像もできなかった。ユージーンも後退しつつもシフト攻撃を多用して対抗しようとするが、連続での透過はできないらしく、二に段だん構がまえのパリィに次々と弾はじき返される。

「ぬ……おおおお!!」

　地上に向けてどんどんと押し込まれるユージーン将軍が、野の太ぶとい咆ほう哮こうを放った。いずれかの防具の特殊効果か、薄うすい炎の壁が半球状に放ほう射しやされ、わずかにキリトを押し戻した。瞬しゆん間かん、魔ま剣けんを小こ細ざい工く抜きの大上段に構え──。

　ごっ！　という大だい音おん響きようとともに、真正面から撃うち込んだ。

　対するキリトは、臆おくすることなく突進で距きよ離りを詰つめ、左の長刀を雷らい光こうの如き速度で振り下ろした。

　しゃぁん！　と甲かん高だかい金属音が流れた。眩まばゆい火ひ花ばなが宙ちゆうに円弧を描いた。

　エセリアルシフトが発動するよりも速く剣の側面を弾かれ、ユージーンの撃ち込みはキリトの左肩を掠かすめて背後へと流れた。直後──。

「ら……ああぁぁぁぁ!!」
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　凄すさまじい気勢に乗せて、キリトの右手の巨剣が、まっすぐに突き込まれた。

　ドッ！　という重い音を立て、くろがねの刃やいばがサラマンダーの体を貫いた。

「ぐあっ!!」

　キリトの神しん速そくの突きと、双方の突進のスピードが相乗効果となって、そのダメージは凄すさまじいものとなった。ユージーンのＨＰバーが一いつ瞬しゆんでイエローゾーンに突入する。

　だがキリトはそこで止まらなかった。右手の大剣を素す早ばやく引き戻すや、尚なおも再度の攻こう撃げき体勢に入ろうとするユージーンへと、左の長刀でリーファの眼でも捉とらえられないほどの連続技を浴びせた。一呼吸で四発も繰り出された垂直斬りの軌跡が、宙ちゆうに美しい正方形を描いてサラマンダーの巨きよ軀くを包み込んだ。

「…………!!」

　驚きよう愕がくの表情を浮かべたユージーン将軍の上体が、右肩口から左腰にかけて、無音でスライドした。ぱっ、と正方形の光が四方へ散った。

　直後、巨大なエンドフレイムを巻き上げ、アバター全体が燃え崩れた。

　誰だれ一人、身動きするものはいなかった。

　シルフも、ケットシーも、五十人以上のサラマンダー攻撃部隊も、魂たましいを抜かれたように凍りついていた。

　それほどまでに、ハイレベルな戦せん闘とうだったのだ。

　通常、ＡＬＯの戦闘は、近接ならば不ぶ恰かつ好こうに武器を振り回し、遠えん隔かくならば芸もなく魔ま法ほうをぶつけ合うのがスタンダードだ。防御や回避といった高等技術を使えるのは一握りの熟じゆく練れんプレイヤーだけで、見み映ばえのする戦闘などというものはデュエル大会の上位戦でもなければお目にかかることはできない。

　だが今の、キリトとユージーンの戦闘は明らかにそれ以上だった。

　流れるような剣けん舞ぶ、空を裂さく高速エアレイド、そして何よりユージーンの天地を砕くだかんばかりの豪ごう剣けんと、それを打ち砕いたキリトの超高速の二に刀とう流りゆう──。

　最初に沈ちん黙もくを破ったのはサクヤだった。

「見事、見事!!」

　張りのある声で言い、両手を高らかに打ち鳴らす。

「すごーい！　ナイスファイトだヨ！」

　アリシャ・ルーがそれに続き、すぐに背後の十二人も加わった。盛せい大だいな拍手に混じって、口笛を鳴らすわ「ブラヴォー」などと叫ぶわ大変な騒ぎだ。

　リーファはハラハラしながらサラマンダーたちの様子を見やった。指揮官が討うたれた上にこの有あり様さまではさぞかし心中穏おだやかではあるまい──と思ったのだが。

　驚いたことに、拍手の波はまたたくまにサラマンダー軍にも伝でん染せんしていった。割れんばかりの歓かん声せいを上げ、長大なランスを立てて旗のように振りまわす。

「わぁ……！」

　リーファは思わず笑顔を浮かべた。

　今まで、敵──無法な強ごう奪だつ者しやとしか見ていなかったサラマンダーたちも、やはりそれ以前に同じＡＬＯプレイヤーだったのだ。彼らの心をも揺さぶるほどに、キリトとユージーンのデュエルが素晴らしかったということか。

　不思議な感動にとらわれながら、リーファも一いつ生しよう懸けん命めい両手を叩たたいた。

　歓かん声せいの輪の中央で、立たて役やく者しやとなったキリトは相も変らぬ飄ひよう々ひようとした笑えみを浮かべ、巨剣を背に戻すと右手を上げた。

「や、どーもどーも！」

　気き障ざな仕し草ぐさで四方にくるりと一礼すると、リーファたちの方に向かって叫ぶ。

「誰だれか、蘇そ生せい魔ま法ほう頼む！」

「解わかった」

　頷うなずくと、サクヤがすっと浮き上がった。着流しの裾すそをはためかせながら、ふわふわ漂ただようユージーンのリメインライトの傍かたわらまで上昇し、スペルワードの詠えい唱しようを開始する。

　やがてサクヤの両手から青い光が迸ほとばしり、赤い炎を包み込んだ。複雑な形状の立体魔ま方ほう陣じんが展開し、その中央で残り火は徐じよ々じよに人の形を取り戻していく。

　最後に一ひと際きわ眩まばゆい閃せん光こうを発すると、魔方陣は消滅した。キリトとサクヤ、そして蘇生したユージーンは無言のまま舞い降り、台地の端はしに着地した。再び周囲を静せい寂じやくが包む。

「──見事な腕だな。俺おれが今まで見たなかで最強のプレイヤーだ、貴様は」

　静かな声でユージーンが言った。

「そりゃどうも」

　短くキリトが応じる。

「貴様のような男がスプリガンにいたとはな……。世界は広いということかな」

「俺の話、信じてもらえるかな？」

「…………」

　ユージーンは眼を細め、一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくした。

　その時、台地を取り囲むサラマンダー部隊前衛の長なが槍やり隊たいから、一人のプレイヤーが歩み寄ってきた。ガシャリと鎧よろいを鳴らして立ち止まり、左手で尖とがった面めん頰ぱうを跳はね上げる。

　無ぶ骨こつな顔つきのその男は、ユージーンに一礼してから口を開いた。

「ジンさん、ちょっといいか」

「カゲムネか、何だ？」

　どこかで聞いた名前だな──とリーファは一瞬首を捻ひねり、すぐに思い出した。地底湖で襲ってきたメイジ部隊の生き残りが口にしていた名前だ。ということは、昨日キリトと初めて出会ったとき、古森で剣を交まじえたサラマンダー部隊の隊長である。

「昨日、俺のパーティーが全ぜん滅めつさせられたのはもう知ってると思う」

　カゲムネがまさにその話をしているのに気付き、リーファは固かた唾ずを飲んで耳を澄すませた。

「ああ」

「その相手が、まさにこのスプリガンなんだけど──確かに、連れにウンディーネがいたよ」

「……!?」

　リーファは啞あ然ぜんとしてカゲムネの横顔を見つめた。キリトも一いつ瞬しゆん眉まゆをぴくりと動かしたが、すぐにポーカーフェイスに戻る。カゲムネの言葉は続く。

「それに、エスの情報でメイジ隊が追ってたのもこの男だ、確か。どうやら撃げき退たいされたらしいけど」

　エス、というのはスパイを指す隠いん語ごだ。あるいは、そのままシグルドの頭かしら文も字じなのだろうか。

　ユージーンは首を傾け、カゲムネの顔を見た。周囲の者の大半にとってはチンプンカンプンな話だろうが、リーファは手に汗握る思いで話の行方ゆくえを見守った。

　やがて──ユージーンは軽く頷うなずくと、言った。

「そうか」

　軽い笑みを浮かべ、

「……そういうことにしておこう」

　次いでキリトに向き直り、言う。

「確かに現状でスプリガン、ウンディーネと事を構かまえるつもりは俺おれにも領主にもない。この場は引こう。──だが貴様とはいずれもう一度戦うぞ」

「望むところだ」

　キリトの差し出した右みぎ拳こぶしに、ゴツンと己おのれの拳を打ち付けると、ユージーンは身を翻ひるがえした。翅はねを広げ、地を蹴る。

　それに続いて飛び立とうとしたカゲムネは、一瞬リーファの顔を見ると、ニッと笑いながら不ぶ器き用ように右眼をつぶった。借りは返した──とでも言うつもりだろうか。リーファも右みぎ頰ほおにかすかな笑みを浮かべる。

　翅を鳴らして二人が飛び去ると、リーファは胸の奥に溜めていた息を大きく吐はき出した。

　地上に残された者たちが見守るなか、サラマンダーの大軍勢は一いつ糸し乱れぬ動作で隊列を組みなおすと、ユージーンを先頭に鈍い翅音の重じゆう奏そうを響ひびかせながらたちまち遠ざかっていった。無数の黒い影はすぐに雲に飲み込まれ、薄うすれ、やがて完全に消え去った。

　再び訪れた静けさの中、キリトが笑いを含んだ声で呟つぶいた。

「……サラマンダーにも話の解わかる奴やつがいるじゃないか」

　リーファは何をどう言えばいいのか数秒迷ってから、お腹の奥底から浮かんできた言葉をそのまま口にした。

「……あんたって、ムチャクチャだわ」

「よく言われるよ」

「……ふふふ」

　笑い合う二人に、サクヤが咳せき払ばらいをひとつしてから声をかけた。

「すまんが……状況を説明してもらえると助かる」




　静けさを取り戻した会談場の中央で、一部は憶おく測そくなんだけど、と断ってからリーファは事の成り行きを説明した。サクヤ、アリシャ・ルーを始めとする両種族の幹部たちは鎧よろいの音ひとつ立てず長い話に聞き入っていたが、リーファが説明を終えて口を閉じると、揃そろって深いため息を洩もらした。

「……なるほどな」

　両腕を組み、艶えん麗れいな眉まゆのアーチを小さくひそめながら、サクヤが頷うなずいた。

「ここ何ヶ月か、シグルドの態度に苛いら立だちめいたものが潜ひそんでいるのは私も感じていた。だが、独どく裁さい者しやと見られるのを恐れ合議制に拘こだわるあまり、彼を要よう職しよくに置き続けてしまった……」

「サクヤちゃんは人気者だからねー、辛つらいところだヨねー」

　サクヤ以上の単独長期政権を維い持じしているアリシャ・ルーが、自分のことを棚に上げて深々と頷うなずく。

「苛立ち……何に対して……？」

　いまだシグルドの心理が理解できないリーファが訊たずねると、サクヤは視線を遠い稜りよう線せんに向けながら答えた。

「多分……彼には許せなかったのだろうな。勢力的にサラマンダーの後こう塵じんを拝はいしているこの状況が」

「…………」

「シグルドはパワー志向の男だからな。キャラクターの数値的能力だけでなく、プレイヤーとしての権力をも深く求めていた……。ゆえに、サラマンダーがグランド・クエストを達成してアルヴヘイムの空を支配し、己おのれはそれを地上から見上げるという未来図は許せなかったのだろう」

「……でも、だからって、なんでサラマンダーのスパイなんか……」

「もうすぐ導入される《アップデート五・〇》の話は聞いているか？　ついに《転生システム》が実装されるという噂うわさがある」

「あっ……じゃあ……」

「モーティマーに乗せられたんだろうな。領主の首を差し出せばサラマンダーに転生させてやると。だが転生には膨ぼう大だいな額がくのユルドが必要となるらしいからな……。冷れい酷こくなモーティマーが約束を履り行こうしたかどうかは怪あやしいところだな」

「…………」

　リーファは複雑な心境で、金色に染まりつつある空と、その彼方に霞かすむ世界樹を見やった。

　アルフに生まれ変わり、飛行制限の頸くび木きから脱するのはリーファの夢でもある。そのために、シルフ一の実力と噂うわさされるシグルドのパーティーに参加し、熱心に狩りをこなして、稼かせいだユルドのほとんどを執しつ政せい部ぶに上じよう納のうしてきた。

　仮に、キリトと出会いパーティーを脱退した経けい緯いがなければ、シグルドの口ぶりからして彼はおそらくリーファをサラマンダー転生計画に誘さそっただろう。そうなった場合、自分はどうしただろうか……。

「プレイヤーの欲を試す陰いん険けんなゲームだな、ＡＬＯって」

　不ふ意いに、苦笑混じりの声で傍かたわらのキリトが言った。

「デザイナーは嫌いやな性格してるに違いないぜ」

「ふ、ふ、まったくだ」

　サクヤも笑えみで応じる。

　リーファは、何となく自分の心を少しばかり預けたくなって、キリトの左腕に自分の腕を絡からめると体重をかけた。どのような状況に至いたってもまるで動どうじないように見えるキリトにぴったり接していると、揺れる気持ちがすとんと落ち着くような気がする。

「それで……どうするの？　サクヤ」

　訊たずねると、美び貌ぼうの為い政せい者しやは笑みを消し、一いつ瞬しゆん瞼まぶたを閉じた。すぐに開いた深緑色の双そう眸ぼうは冴さえ冴ざえとした光を放はなっている。

「ルー、たしか闇やみ魔ま法ほうスキルを上げてたな？」

　サクヤの言葉に、アリシャ・ルーは大きな耳をぱたぱた動かして肯こう定ていの意を表した。

「じゃあ、シグルドに《月光鏡》を頼む」

「いいけど、まだ夜じゃないからあんまり長くもたないヨ」

「構かまわない、すぐ終わる」

　もう一度耳をぴこっと動かし、アリシャ・ルーは一歩下がると両手を掲げて詠えい唱しようを開始した。

　耳慣れない韻いん律りつを持つ闇やみ属性魔法のスペルワードが、高く澄すんだアリシャの声に乗って流れる。たちまち周囲がにわかに暗くなり、どこからともなく一筋の月光がさっと降り注そそいだ。

　光の筋は、アリシャの前に金色の液体のように溜まっていき、やがて完全な円形の鏡を作り出した。周囲の者が声もなく見守るなか、その表面がゆらりと波打って──滲にじむようにどこかの風景を映し出した。

「あ……」

　リーファはかすかに吐と息いきを洩もらした。鏡に映っているのは、何度か訪れたことのある、領主館の執政室だった。

　正面に、巨大な翡ひ翠すいの机が見える。その向こうで領主の椅い子すに身体を沈ませ、卓たく上じようにどかっと両足を投げ出している人物がいた。眼を閉じ、頭の後ろで両手を組むその男は間違いなくシグルドだ。

　サクヤは鏡の前に進み出ると、琴ことのように張りのある声で呼びかけた。

「シグルド」

　その途と端たん、鏡の中のシグルドはぱちりと眼を開き、バネ仕じ掛かけの如ごとく跳ね起きた。同じく鏡の中のサクヤと真まっ直すぐに眼を合わせてしまったのだろう、口元を強こわ張ばらせてビクリと身体を竦すくませる。

「サ……サクヤ……!?」

「ああ、そうだ。残念ながらまだ生きている」

　サクヤは淡たん々たんと応えた。

「なぜ……いや……か、会談は……？」

「無事に終わりそうだ。条約の調ちよう印いんはこれからだがな。そうそう、予期せぬ来客があったぞ」

「き、客……？」

「ユージーン将軍が君によろしくと言っていた」

「な……」

　今度こそ、シグルドは大いなる驚きよう愕がくに見み舞まわれたようだった。剛ごう毅きに整った顔がみるみる蒼そう白はくになる。言葉を探すかのように瞳ひとみをキョロキョロと動かし──その視線が、サクヤの背後のリーファとキリトを捉とらえた。

「リー……!?」

　一いつ瞬しゆん、飛び出すほどに見開かれたその眼は、ついに状況を悟ったようだった。鼻はな筋すじに深くシワを寄せ、猛たけ々だけしく歯を剝むき出す。

「……無能なトカゲどもめ……。で……？　どうする気だ、サクヤ？　懲ちよう罰ばつ金きんか？　執しつ政せい部ぶから追い出すか？　だがな、軍ぐん務むを預かる俺おれが居なければお前の政権だって……」

「いや、シルフでいるのが耐えられないなら、その望みを叶かなえてやることにした」

「な、なに……？」

　サクヤが優ゆう美びな動作で左手を振ふると、領主専用の巨大なシステムメニューが出現した。無数のウインドウが階層をなし、光の六ろく角かく柱ちゆうを作り出している。一枚のタブを引っ張り出し、素す早ばやく指を走らせる。

　鏡の中のシグルドの眼がん前ぜんに、青いメッセージウインドウが出現するのが見えた。それに眼を走らせたシグルドが、血けつ相そうを変えて立ち上がった。

「貴様ッ……！　正気か!?　俺を……この俺を、追放するだと……!?」

「そうだ。レネゲイドとして中立域を彷徨さまよえ。いずれそこにも新たな楽しみが見つかることを祈っている」

「う……訴えるぞ！　権力の不当行使でＧＭに訴えてやる!!」

「好きにしろ。……さらばだ、シグルド」

　シグルドは拳こぶしを握り、更さらに何事かを喚わめき立てようとした。だがサクヤが指先でタブに触れると同時に、鏡の中からその姿が搔かき消えた。シルフ領を追放され、アルンを除くどこかの中立都市にランダム転送されたのだ。

　金色の鏡は、しばらく無人となった執しつ政せい室しつを映していたが、やがてその表面が波打ったと思うと儚はかない金属音を立てて砕くだけ散った。同時に周囲を再び夕陽の光が照らし出した。

「……サクヤ……」

　再び静せい寂じやくが訪れても眉まゆ根ねを深く寄せたままのサクヤの心中を慮おもんぱかって、リーファはそっと声をかけた。

　美び貌ぼうの為い政せい者しやは、左手を振ってシステムメニューを消去すると、吐と息いき交まじりの笑みを浮かべた。

「……私の判断が間ま違ちがっていたのか、正しかったのかは次の領主投票で問われるだろう。ともかく──礼を言うよ、リーファ。執政部への参加を頑かたくなに拒こばみつづけた君が救きゆう援えんに来てくれたのはとても嬉うれしい。それにアリシャ、シルフの内ない紛ふんのせいで危険に晒さらしてしまって済すまなかったな」

「生きてれば結果おーらいだヨ！」

　というケットシー領主の吞のん気きな声に続けて、リーファもぶんぶん首を振った。

「あたしは何もしてないもの。お礼ならこのキリト君にどうぞ」

「そうだ、そう言えば……君は一体……」

　並んだサクヤとアリシャ・ルーが、あらためて疑問符を浮かべながらキリトの顔をまじまじと覗のぞき込む。

「ねェ、キミ、スプリガンとウンディーネの大使……ってほんとなの？」

　好奇心の表現か、立てたシッポをゆらゆらさせながらアリシャが言った。キリトは右手を腰にあて、胸を張って答える。

「勿もち論ろん大おお噓うそだ。ブラフ、ハッタリ、ネゴシエーション」

「な──……」

　二人はがくんと口を開け、絶ぜつ句く。

「……無む茶ちやな男だな。あの状況でそんな大おお法ぼ螺らを吹くとは……」

「手て札ふだがショボい時はとりあえず掛け金をレイズする主義なんだ」

　悪わるびれずにうそぶくキリト。それを聞いたアリシャ・ルーは突然ニィッと、いかにも猫科めいた悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべると、数歩進み出てキリトの顔を至し近きん距きよ離りから覗き込んだ。

「──おーうそつきくんにしてはキミ、ずいぶん強いネ？　知ってる？　さっきのユージーン将軍はＡＬＯ最強って言われてるんだヨ。それに正面から勝っちゃうなんて……スプリガンの秘密兵器、だったりするのかな？」

「まさか。しがない流しの用よう心じん棒ぼうだよ」

「ぷっ。にゃはははは」

　あくまで人を食ったキリトの答えにひとしきり笑うと、いきなりアリシャはひょいっとキリトの右腕を取って胸に抱いた。ナナメ下方からコケティッシュな流し目に乗せて、

「フリーなら、キミ──ケットシー領で傭よう兵へいやらない？　三食おやつに昼寝つきだヨ」

「なっ……」

　リーファは思わず口もとをピキッとひきつらせた。だが割り込む隙すきを見つけるより早く──

「おいおいルー、抜け駆けはよくないぞ」

　とサクヤの、心なしかいつもより艶つやっぽい声。着流しの袖そでが、するりとキリトの左腕に絡からみつく。
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「彼はもともとシルフの救きゆう援えんに来たんだから優ゆう先せん交こう渉しよう権けんはこっちにあると思うな。キリト君と言ったかな──どうかな、個人的興味もあるので礼も兼ねてこの後スイルベーンで酒でも……」

　ピキピキッ。と更さらにこめかみまでもひきつる。

「あーっ、ずるいヨ、サクヤちゃん。色いろ仕じ掛かけはんたーい」

「人のこと言えた義理か！　密着しすぎだお前は！」

　美人領主二人に左右からぴたっと挟はさまれて、キリトは困った様子ながら顔を赤くしてまんざらでもなさそうな……。

　と思ったときには、リーファは後ろからキリトの服をぐいっと引っ張って叫んでいた。

「だめです！　キリト君はあたしの……」

　三人がひょいっと振り向いて、リーファの顔を見る。我に返ると同時に言葉に詰まった。

「ええと……あ、あたしの……」

　適切な台詞せりふが出てこずしどろもどろになっていると、キリトが軽い笑みを滲にじませながら口を開いた。

「お言葉は有り難がたいんですが──すみません、俺おれは彼女に中央まで連れて行ってもらう約束をしているんです」

「ほう……そうか、それは残念」

　いつも心の底は覗のぞかせないサクヤだが、今度ばかりは本当に残念そうに言うと、リーファに視線を向けてきた。

「アルンに行くのか、リーファ。物もの見み遊ゆ山さんか？　それとも……」

「領地を出る──つもりだったけどね。でも、いつになるか分らないけど、きっとスイルベーンに帰るわ」

「そうか。ほっとしたよ。必ず戻ってきてくれよ──彼と一いつ緒しよにな」

「途中でウチにも寄ってね。大歓迎するヨー」

　二領主はキリトから離れると、表情を改めた。サクヤは右手を胸に当てて優ゆう美びに上体を傾け、アリシャはふかぶかと頭を下げて耳をぺたんと倒す動作でそれぞれ一礼する。顔を上げたサクヤが言った。

「──今回は本当にありがとう、リーファ、キリト君。私たちが討うたれていたらサラマンダーとの格差は決定的なものになっていただろう。何か礼をしたいが……」

「いや、そんな……」

　困ったように頭をかくキリトの姿を見て、リーファははっと思いつくことがあった。一歩進み出て、言う。

「ねえ、サクヤ──アリシャさん。今度の同盟って、世界樹攻略のためなんでしょ？」

「ああ、まあ──究きゆう極きよく的てきにはな。二種族共同で世界樹に挑いどみ、双方ともにアルフとなれればそれで良し、片方だけなら次のグランド・クエストも協力してクリアする……というのが条約の骨こつ子しだが」

「その攻略に、あたしたちも同行させて欲ほしいの。それも、可能な限り早く」

　サクヤとアリシャ・ルーは顔を見合わせる。

「……同行は構かまわない、と言うよりこちらから頼みたいほどだよ。時期的なことはまだ何とも言えないが……しかし、なぜ？」

「…………」

　ちらりとキリトを見る。謎なぞの多いスプリガンの少年は、一いつ瞬しゆん瞳ひとみを伏せると、言った。

「俺がこの世界に来たのは、世界樹の上に行きたいからなんだ。そこにいるかもしれない、ある人に会うために……」

「人？　妖よう精せい王おうオベイロンのことか？」

「いや、違う──と思う。リアルで連絡が取れないんだけど……どうしても会わなきゃいけないんだ」

「へえェ、世界樹の上ってことは運営サイドの人？　なんだかミステリアスな話だネ？」

　興味を引かれたらしく、アリシャ・ルーが大きな眼をきらきらさせながら言う。だがすぐに耳とシッポを力なく伏せ、申し訳なさそうに、

「でも……攻略メンバー全員の装備を整えるのに、しばらくかかると思うんだヨ……。とても一日や二日じゃあ……」

「そうか……そうだよな。いや、俺おれもとりあえず樹の根元まで行くのが目的だから……あとは何とかするよ」

　キリトは小さく笑うと、「あ、そうだ」と何かを思いついたかのように左手を振った。出現したウインドウを手早く操あやつり、かなり大きな革かわ袋ぶくろをオブジェクト化させる。

「これ、資金の足しにしてくれ」

　言って差し出した袋は、じゃらりと重そうな音からしてユルドが詰まっているようだった。受け取ったアリシャは一いつ瞬しゆんふらついたあと慌あわてて両手で袋を抱えなおし、ちらりと中を覗のぞき込んで──眼を丸くした。

「さ、サクヤちゃん、これ……」

「ん……？」

　サクヤは首を傾かしげ、右手の指先を袋に差し込む。つまみ出したのは、青白く輝かがやく大きなコインだった。

「うぁっ……」

　それを見た途と端たん、リーファは思わず声を洩もらした。二領主は口を開けて凍りつき、背後で事の成り行きを見守っていた十二人の側近たちからも大きなざわめきが上がる。

「……十万ユルドミスリル貨……これ全部……!?」

　さすがのサクヤも、掠かすれた声で言いながらコインを凝ぎよう視ししていたが、やがて呆あきれたように首を振ってそれを袋に戻した。

「これだけの金額を稼かせぐのは、ヨツンヘイムで邪じや神しんクラスをキャンプ狩りでもしない限り不可能だと思うがな……。いいのか？　一等地にちょっとした城が建つぞ」

「構かまわない。俺にはもう必要ない」

　キリトは何の執しゆう着ちやくもなさそうに頷うなずく。

　再び袋を覗き込んだサクヤとアリシャは、ほぅーっと深く嘆たん息そくしてから顔を上げた。

「……これだけあれば、かなり目標金額に近づけると思うヨー」

「大だい至し急きゆう装備をそろえて、準備が出で来きたら連絡させてもらう」

「よろしく頼たのむ」

　サクヤの広げたウインドウにアリシャが革かわ袋ぶくろを格納する。

「この金額を抱えてフィールドをうろつくのはぞっとしないな……。マンダー連中の気が変わる前に、ケットシー領に引っ込むことにしよう」

「そうだネー。領主会談の続きは帰ってからだネ」

　領主たちはこくりと頷うなずきあうと、部下たちに合あい図ずした。たちまち大テーブルと十四脚の椅い子すがてきぱきと片付けられていく。

「何から何まで世話になったな。きみの希望に極きよく力りよく添そえるよう努力することを約束するよ、キリト君、リーファ」

「役に立てたなら嬉うれしいよ」

「連絡、待ってるわ」

　サクヤ、アリシャ、キリトにリーファはそれぞれ固く握あく手しゆを交わした。

「アリガト！　また会おうネ！」

　アリシャはもう一度悪戯いたずらっぽく笑うとシッポでキリトの体を引き寄せ、その頰ほおにちょんと唇くちびるを触れさせた。慌あわてふためくキリトから離れると、再び頰をひくつかせるリーファに向かって──どういう意味なのか──ぱちりとウィンクして、薄黄色の翅はねを大きく広げる。

　二人の領主は手を振りながら一直線に上昇すると、空に光の帯を引き、赤く染まった西の空へと進路を向けた。その後を六人ずつの配下が雁かりの群むれのような美しい隊列を組んで追っていく。

　夕焼けの中に彼らの姿が消えてしまうまで、キリトとリーファは無言で見送っていた。

　やがて周囲は、あの激げき闘とうと、三種族の命運をかけた駆かけ引きが幻まぼろしだったかのように静まり返り、吹き渡る風鳴りと葉は擦ずれの音が残るのみとなった。リーファはわずかな寒さを感じて、そっとキリトに寄り添そった。

「……行っちゃったね」

「ああ──終わったな……」

　一連の事件の発ほつ端たんとなったシグルドとの決けつ裂れつは、もう遥はるか昔の出で来き事ごとのような気がした。まだせいぜい七、八時間前のこととは信じられない。

「なんだか……」

　キリトと一いつ緒しよにいると、この世界こそが現実で、翅のある今の自分が真の姿であるような気がしてくる──というようなことをリーファ／直すぐ葉はは思ったが、うまく言葉にすることができなかった。そのかわりに、キリトの胸に体を預け、その鼓こ動どうを感じてみようとした、そのとき──。

「まったくもう、浮うわ気きはダメって言ったです、パパ！」

「わっ」

　憤ふん慨がいしたような声とともにキリトの胸ポケットからユイが飛び出してきて、リーファは慌てて距きよ離りを取った。

「な、なにをいきなり……」

　焦あせったような声を出すキリトの頭のまわりをパタパタ飛び回ったユイは、その肩に座すわると可愛かわいらしく頰ほおを膨ふくらませる。

「領主さんたちにくっつかれたときドキドキしてました！」

「そ、そりゃ男ならしょうがないんだよ!!」

　自分のことを言われたわけではないとわかってリーファはほっとしたが、同時に新たな疑問が湧わいてきて、ついユイに訊たずねてしまった。

「ね、ねえユイちゃん、あたしはいいの……？」

「リーファさんはだいじょうぶみたいです」

「な、なんで……？」

「うーん、リーファはあんま女のコって感じしないんだよな……」

　ぽろっと本音が出た、というふうなキリトの台詞せりふ。

「ちょっ……な……それってどういう意味!?」

　聞き捨てならない言葉に、思わず剣の柄つかに手を遣やりながら詰め寄る。

「い、いや、親しみやすいっていうか……いい意味でだよ、うん」

　引き攣つった笑いを浮かべながらキリトはすいっと浮かび上がった。

「そ、そんなことよりとっととアルンまで飛ぼうぜ！　日が暮れちゃうよ！」

「あ、こら、待ちなさい!!」

　リーファも翅はねを広げ、地を蹴る。

　一いち目もく散さんに世界樹目指して加速していくキリトを追って思い切り翅を震ふるわせながら、リーファはちらりと背後を振り返った。巨大な山脈に遮さえぎられて、その向こうに広がるはずの古森と懐かしいシルフ領は望めなかったが、暮れなずむ濃のう紺こんの空に、チカリと大きな星がまたたくのが見えた。










　　　　　＊＊＊




　空の頂いただきに貼りついたまま微び動どうだにしないと思われた太陽も、やがてゆっくりと傾き、弧こを描く地平線を赤々と染め上げた。

　前回のオベイロンの訪問から、現実世界では最低五時間が経過したと判断し、アスナはそっと体を起こした。多分向こうは真夜中過ぎだ。監視の眼がないことを祈りながら、タイルの上に降り立つ。

　十歩も進むと、すぐに金の扉とびらの前に到達した。こんな狭い場所に二ヶ月もいたのだと思うと啞あ然ぜんとせざるを得ない。

　でも、それも今日で終わり──。

　心の中で呟つぶいて、右手の指をドアの脇わきの暗証番号入力板に伸ばした。五時間前、オベイロンが立ち去る時に鏡を利用して覗のぞき見し、心に刻み付けた数字の羅ら列れつを、ひとつひとつ口に出しながら再現していく。小さなボタンを押すたびにカチリという感かん触しよくが届き、張り詰めた神経を震ふるわせる。

「……３……２……９」

　祈りながら最後のひとつを押すと、果たして、一ひと際きわ大きく金属音が響ひびき、わずかに扉が開いた。思わず右腕を小さく曲げてぐっ！　と拳こぶしを握り、それがキリトがよく見せていた仕し草ぐさだと気づいて笑いを浮かべる。

「キリトくん……わたし、がんばるからね」

　小声でそう呟つぶやくと、アスナは扉を押し開けた。その向こうには、細い道が刻まれた太い枝が曲がりくねりながら伸び、遥はるか彼方かなたの巨木の幹まで続いている。鳥とり籠かごから一歩、二歩と踏み出すと、背後で扉が自動的に閉まる音がした。肩にかかった髪を払い、決けつ然ぜんと胸を反そらすと、アスナはかつて別の世界でそうしていたように確かな歩調で進み始めた。

　数分後、ちらりと後ろを振り返ると、金の鳥籠は厚く重なった濃緑の木の葉に覆おおわれてすでに見えなかった。

　世界樹の長大な枝の中ほどに立ち止まり、アスナはふう、と息をついた。感覚的にはもう数百メートルも歩いている。まったく途と方ほうもない大きさだ。

　せっかちなオベイロンのことだから、ログアウトにシステムコンソールを使用しているなら鳥籠の外、そう遠くない場所に設置しているに違いないと思っていたがどうやらあてが外はずれたようだった。もし彼がＳＡＯタイプのホロウインドウ、または音声オペレーションを使っているとすると、システムにアクセスするのはかなり難しくなる。

　だからと言って、無論あの場所に戻るわけにはいかない。今はただ行けるところまで行くだけだ。

　わたしは絶対に生きて現実世界に帰る。あの人に、もういちど出会うために。

　アスナは、そのひとことを心に刻みつけ、前進を再開した。





（つづく）












　　　あとがき




　はじめましてお久しぶりです川原です。お読みくださってありがとうございます。

　まずは恒例、ごめんなさいのコーナーから……。

　先に出版された『アクセル・ワールド３』と同じく、この『ソードアート・オンライン３』も「つづく」な本になってしまってすみません！

　更さらに、またしても新ヒロインが出てきてしまってすみません本当にすみません。皆様もそろそろ嫌な気配を感じておられることと思いますが……多分今後も同様の展開が……。いやしかし考えてみると『アクセル』もそんなですよね。べ、別に狙ねらって書いているわけではないのです。多視点の群像劇を書く能力がないので、女性キャラクターを増やすと、必然的にもれなく主人公と関係してしまうだけなのです。

　……ごめんなさい四割くらいは単にそういうの好きだからかも……。




　この『ＳＡＯ３』が、私が二〇〇九年に出させて頂く最後の本となります。ちょうどこのあとがきを書いている時、第十六回の電でん撃げき小説大賞の受賞作品が決定したという報に接しまして、

「なんともう一年経たったのか！」としばし呆ぼう然ぜんとしてみたりしました。

　思えば、十五回の授賞式の時には、先輩作家さまがたのまとっておられる作家オーラに圧倒されまくってろくに挨あい拶さつもできなかったものです。いやそれは今もまったく同じで、編集部で先輩がたと遭遇するたび棒立ちで口ぱくぱくしておりますが。

　オーラを出せるようになる気配はありませんが、それでもここまでなんとか本を出し続けてこられたのも、ひとえに応援して下さった皆様のお陰かげであります。来年以降のことを考えるとふうっと気が遠くなりますが、これからも地道にぽちぽちキーボードを打ちつつ、この果てしなく遠い電撃坂を登っていく所存であります。




　またしても山ほど登場してしまった新キャラクター（ほとんど女性）を、緻ち密みつに、魅力的に描き出して下さったイラストレーターのabecさん、今巻もお世話になりました！　そしてイベントの準備で鬼忙しいなか、私の締め切り忘却スキル（自動発動型）のせいで大いにご迷惑をお掛けしてしまった担当の三み木きさん、本当にすみませんでした！

　そしてここまで読んで下さったあなたにも今年最後の感謝を。

　二〇一〇年もどうぞ宜よろしくお願いいたします！





二〇〇九年十月一日　川原礫





















次ページには、紙書籍版刊行時の『アクセル・ワールド４　─蒼空への飛翔─』発売告知ページのイラストを収録しています。
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川かわ原はら 礫れき

ソロクエストでレベル上げするの寂しいのでやめます！　やっぱネットゲームはパーティープレイしてなんぼですよね。あれ　おかしいな……　パーティー勧誘窓が出せないぞ……僕の人生バグってる！
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あべしっ！
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